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序　通りすがりの救い神







「や、はじめまして少年？」

　不意に掛かけられた気軽な声に、幼い少年は驚おどろいた顔で振ふり仰あおいだ。

　消灯時間はすでに過ぎたものの、西空の満月が皓こう々こうと病室を照らし出だしている。置き去りにされたようにベッドへ臥ふしていた少年は、眩まぶしい月を後光の如く背せ負おったその女性を、呆ほうけた顔で見み詰つめていた。

　綺き麗れいな、あまりに綺麗な女性が、病室の窓まど枠わくに軽く腰こしを下ろしていた。

　マントともコートとも区別のつかない裾すその長い白い服。垣かい間ま見みえる象ぞう牙げ色いろの肌はだがぼんやりと光り、琥こ珀はく色いろの髪かみが月明かりをさらさらと透とう過かする。彼かの女じよの柔やわらかく艶あでやかな桜色の唇くちびるがうっすら弧こを描えがくと、少年はわけも分からずどぎまぎした。

「だ、だれ……？」

　少年が思わずと言った具合に声を出すと、その突とつ然ぜん現れた女性はにっこりと笑った。

「ふっふっふ。何なにを隠かくそう〝神さま〟です」

「かみさま？」

「そう。君が呼んだんじゃない。けど、そんじゅそこらのヤツらと一いつ緒しよにしないでね？　こう見えてもスゴいんだよ？　なんたって夢と希望がいっぱい詰つまってるからねっ」

　と、自じ称しよう『神さま』は自信満々に豊かな胸を張った。

『神さま』は窓枠からふわりと飛び降り、ベッドの上の少年に顔を寄せた。彼女の美び貌ぼうもさることながら、ゆったりとした服の襟えり元もとからちらちらと覗のぞくふくよかな胸の谷間に、少年は顔を真っ赤にして息を詰まらせた。

「それで？　運命を呪のろい、神を恨うらむ少年は、いったい何をお望みなのかな？」

　とても気安げなその言葉に、少年は自然と口を開いた。目の前の女性にはなにか特別な雰ふん囲い気きが感じられ、気が付けば自分の境きよう遇ぐうをすっかりと喋しやべってしまっていた。

「――そう、か。その手足が、ね」

『神さま』の確かく認にんするような言葉に、少年は唇を噛かみ締しめて俯うつむいた。シーツを握にぎり締めようとしたが、すでに腕うでの感覚は消きえ失うせている。少年は、動かぬ四し肢しに涙なみだし、突然降りかかった酷こく薄はくな運命を呪い、救ってもくれぬ神に恨みの言葉を吐はき続けていた。この綺麗な『神さま』が現れたのも、神を、運命を呪う言葉を呟つぶやいていた最中の事だった。

「ふむふむ。オッケーわかった。君のその身体を治せば良いんだね？」

　少年の話を聞いた『神さま』は玩具おもちやのプレゼントでも約束するようにかるく頷うなずいた。

「できるの？」

「もっちのろんよ。なんたって〝神さま〟ですから。さーて、さてさて。君は和式洋式、もしくはトルコ式かインド式、どのコースがお好み？」

「……じゃあ、和式で」

「はいよ！　んじゃ、目を瞑つぶって」

　言われるがまま少年が目を閉じると、『神さま』は少年の血色悪く変色した右みぎ腕うでを優やさしい手付きで持ち上げた。

「目を開けたらダメだよ？　鶴つるの恩返しは知ってるでしょ？　じゃ、行くよ……なんまいだぶなんまいだぶ、エロイムエッサイム、エロイムエッサイム、あぶだらかたぶら、くわばらくわばら、テクマクマヤコン、テクマクマヤコン、痛いの痛いの飛んで行けっ！」

「それはねーよ！」

　少年が自分の身の上を忘れて全力で突っ込んだ。

　しかしいかにもその場で思いついた即そつ興きようの呪じゆ文もんが唱え終えられた時、少年は右腕に痛みを感じた。痛みは電でん撃げきとなり、身体を走り、四肢を焼く。その事を感じ、少年ははっとした。

「痛い……痛い！」

　それは紛まぎれもなく、生きている証あかしだ。少年が失い、諦あきらめかけていた感覚だった。

「はい、もう良いよ。目を開けてみ？」

　少年は目を開けた。すぐ近くに、『神さま』の綺麗な顔があった。

　見れば見るほど、綺麗な女性だ。すっきりとした顔立ちの中、静かながらも確たる意思を秘ひめた真しん紅くの瞳ひとみが印象的だった。『神さま』は赤い瞳でじっと少年を見詰めながら、彼かれの右腕を支え、優しく愛いとおしく撫なで続けていた。

「……君に、ひとつだけ言っておくことがある」

　それは神こう々ごうしいという形容がぴったりな、玲れい瓏ろうにして厳げん粛しゆくな響ひびきだった。

「君は、与あたえられた運命に抗あらがう事を選んだ。運命に流される事を拒こばんだ人間は、運命に抗い続けなきゃならないんだ。それが自由ってことだから、ね」

「…………」

　少年は黙だまって聞いていた。『神さま』の言う事を、はっきりと理解できたわけではない。それでも目の前の女性が、とても大事な話をしているのだという事だけは直感できた。

「だからね、強く生きなさい、運命のフエイト・反逆者レベリオン。運命に負けないように、神々に負けないように、そしてなによりも――自分に負けないように生きなさい。オーケー？」

　少年は、確かな動作で頷いた。

　少年が頷くのを確認した『神さま』は、持ち上げていた少年の手をベッドに降ろし、花の莟つぼみがほころぶように笑った。そして少年の額に、ご褒ほう美びだよと軽く口付けした。

「それじゃ、またどっかでね。ハイチャラバーイ！」

　少年が『神さま』のやわらかな唇の感かん触しよくで全身を硬かたくしている間に、彼の恩神はひらひらと手を振って、自由気ままな通り風のように窓枠を飛とび越こえ姿を消した。

「あ…………」

　自分が礼の一つも言えなかった事に気付き、少年は茫ぼう然ぜんと夜の闇やみを見つめ続けた。







第一話　捨てる神あれば拾う神あり







４／２８　１４：４０




「――守かみ倉くら？　おい、守倉惟い月つき！」

　呼よび掛けられて瞼まぶたを開くと、歴史担当の美よし永なが玲れい子こ教きよう諭ゆ（二十九歳さい独身）が、眼めを吊つり上あげてこちらを睨にらんでいた。

「昼ひる寝ねとは余よ裕ゆうだな？　見た目は眼鏡優等生のくせに、キャラに似合わんと……」

「寝ねてません寝てません」

　寝てたけど。惟月は心の中で舌を出した。

　昨日は夜中の十一時まで行方ゆくえ不明のタマキチロウ（四歳雌めす猫ねこ）を探し回っていたのだ。窓まど際ぎわの後ろから二番目なんていう好位置で麗うららかな春の日差しにここまで抵てい抗こうしただけ、惟月にしてみればお褒ほめの言葉を貰もらっても良いくらいだった。

「なら、ここの問題は？」

　美永教きよう諭ゆ（二十九歳独身）が、こつこつとチョークで黒板を叩たたく。授業は近代史だった。

　惟月は年表の空白部分を確認する。

「……『亡命神』第一号認にん定てい。二〇〇一年、六月二十三日」

「ちっ、正解だ」

　美永教諭（二十九歳独身）が、口くち惜おしそうに舌打ちする。

「おのれ……今度こそ首根っこ引ひっ掴つかんで、思うまま折せつ檻かんできると思ったのに……」

「やだなぁ、先生。先生は確かに美人ですけど、先生と生徒がそんなあぶない関係になるのはいかがなものかと」

　へらっと笑い冗じよう談だんめかした惟月に、美永教諭（二十九歳彼かれ氏しなし）が顔を赤くした。

「大人をからかうな！」

「え～？　美人なのは本当じゃないですか？　……な？」

　惟月は肩かたを竦すくめて、周りのクラスメートたちに同意を求める。

　無関係を装よそおうのがほとんどだが、幾いく人にんかはうんうんと頷いた。

「……軽口をひっこめろ守倉。さもなきゃその口に白チョークをインプラントしてやるぞ」

「はーい」

　背筋を正して真ま面じ目めくさった顔ではきはき答えると、美永教諭（独身）は忌いま々いましそうな顔で黒板に向き直った。

「……十年前に発生した神群大量実体化現象――　通つう称しよう《大零落グラン・フオール》で現れた神々の多くが亡命先として選んだのが、この日本だった。日本人の大多数は無宗教だが、宗教や思想を無節操に受け入れて、ときにはそれを商売にするような国だから、神様としても気き兼がねがなかったんだろう。そうして文字通り、日本は〝八や百お万よろずの神の国〟となったワケだ。

　一時期のラッシュが落ち着いたとはいえ、亡命希望の『零落せデグレーデドし神々・パンテオン』はいまだ数多い。ちなみに神々の亡命元で一番多いのは、意外なことに中南米のラテンアメリカ系だ。これは中世の改宗によって信しん仰こうが変化しただけではなく、発展途と上じよう国こくの自然破は壊かいも関係していると言われており――」

　多少は悪い気もしたので板書を眺ながめていた惟月だったが、またすぐに眠ねむ気けがぶり返し、うつらうつらと窓の外を眺めはじめた。視界の端はしを、白い影かげが通り過ぎて行く。鳩はとかと思ったが、よく見たら白羽根マークの天使便だった。忙いそがしそうに背中の翼つばさを羽ばたかせて目的地へと急いでいる。

「……平和だ」

　惟月は、それこそ平和を象しよう徴ちようするように呑のん気きなあくびをする。また美永教諭（淋さびしい盛りの二十九歳独身）が怒おこった視線を向けたので、二回目はなんとか噛み殺ころした。




　守倉惟月（十六歳）の一日は、放課後から始まると言っても過言ではない。

　帰りのＨＲが終わると良く寝たとばかりにうーんと大きく伸のびをし、ほとんど空の鞄かばんを抱かかえて校舎を飛び出す。

　引き締まった長身。適度に整えた黒くろ髪かみ、柔にゆう和わに整った顔に金属フレームの眼鏡を掛け、見た目だけなら『優等生』といった感じである。

　良く言えばゆっくりと慌あわてず、悪く言えばぼんやりとマイペースに校門へ向かう間に、惟月は何人もの生徒に声を掛けられた。

「よう、守倉。今度またピンチヒッターとして出てくれよ。むしろ野球部に入れ」

「三食完備なら考えなくも。あ、助すけっ人との報ほう酬しゆうはいつものようにカツサンド三食分で」

「おう、守倉。再来週の将しよう棋ぎサロンの爺じいさま方との試合、ちょいと出てくれよ」

「勝ち分の三割もらえるなら。それと別に一戦に付きお好み焼き定食を一食分ですよ？」

「守倉くん、週末にデートしない？」

「バイトがあるから深夜になっちゃいますけどいいんですか？」

　ひらりひらりと受け答えして学校を後にすると、最も寄よりの駅で快速に飛び乗る。

　降りた先は秋葉原。どでかいアニメ告知の看板を横目に見つつ、きゃぴきゃぴした表通りから、ごみごみした裏通りへ。

　やがて惟月が足を止めたのは、オフィスビルと呼ぶには中ちゆう途と半はん端ぱな貸しビルの前だった。色取り取りのサンゴ礁しようがごとき駅周りの気配も遠く、浜はま辺べに打ち上げられたコンブを思わせるビルの三階の窓には、『江え藤とう探たん偵てい事務所』の白い文字。

「いつもながら……胡う散さん臭くさいよなあ」

　惟月はいつものように自分のバイト先の胡散臭さを確認すると、ビルの隅すみに停とめられた白いべスパを避さけてビルの横の階段を上がった。凹くぼみの目立つアルミのドアを開くと、オフィスの奥おくから声が掛かる。

「おはよう、守倉くん。今日も色男だね。うらやましい限りだ」

　所長の江藤祐ゆう作さく（年ねん齢れい不ふ詳しよう）であった。細長い脚あしを組んで机に乗せ、屋内にもかかわらず白いソフト帽ぼうを目ま深ぶかに被かぶっている。グレーのシャツにどぎつい原色のネクタイを締めた、胡散臭さが服を着てるような男だった。

　もっとも、どれほど胡散臭かろうと給金を払はらってくれる限りは雇い主ボスに違ちがいない。惟月は江藤に挨あい拶さつを返そうとし――所長の机の前のソファに座すわった人ひと影かげに気付くと、ぱっと表情を改め、心の中の選せん択たくカーソルを移動させた。

「おはようございます、テトさん」

「おはよう、惟月ちゃん」

　オリエンタルな雰囲気をまとった妙みよう齢れいの美女が挨拶を返した。

　フィットした黒いパンツに同色の薄うす手でのブラウスといった身体の線がはっきりと出る服装のため、しなやかで柔らかなスタイルがしっかりと確認できる。仕立ての良い生き地じもあり、毛並みが良く育ちも良い黒くろ猫ねこのようだった。ぱっちりとした瞳に、しゅっとした高い鼻、ぽってりとした唇と、成熟した色いろ香かを放つ一方で、黒いオカッパ頭から生えた猫耳をぴょこぴょこと動かし惟月を見上げるキラキラした瞳は、無む邪じや気きな子こ猫ねこを彷ほう彿ふつとさせた。

「今日も変わらぬ、滑なめらかな黒髪黒耳ですね」

　顔見知りということもあり、惟月は気安げに挨拶をした。

　特殊な喫茶店を経営する亡命神のバステト（推定年ねん齢れい四～五千歳さい）は、ニッコリ笑ってご機き嫌げんに喉のどを鳴らした。

「うんうん。やっぱりお礼は可愛かわいい男の子に言われてこそよね。出で来き損そこないの次元○介２Ｐカラーとは天と地だわ」

「言ってろよ化ばけ猫」

　煙草たばこに火を付けながら江藤が言った。吸い込んだ煙けむりが吹ふき掛けられると、バステトは綺麗な眉まゆを顰しかめて「この不良探たん偵てい」と毒づいた。

「憎にくまれ口ぐちだけは早はや撃うちね？　貴重な情報提供者に対する仕打ちとは思えないわ」

「情報ったって、たかが猫探しの手伝いじゃねぇか」

「あら？　その『たかが猫探し』に情報屋ネコの手を借りたのはどこのどなたかしら？」

「ぐぅ……」

「そう言えばウチでツケにしたランチ代を――にゃんっ？」

「まぁまぁまぁ」

　息を潜ひそめていた惟月が、ふにふにと猫耳をくすぐる。縁えん側がわで日向ひなたぼっこをする老人みたいにのんびりした笑え顔がおであるが、彼の指がうごめく度、バステトは言葉を詰まらせてくすぐったそうに身をよじらせた。

「その節はありがとうございました。自分の不ふ手て際ぎわでテトさんにお手数をおかけしまして」

「にゃ……ぁああ……そ、それほどでぇ、もぉ……はぁう……」

「おかげでタマキチロウも見つかって、飼い主さんにお戻もどしすることが出来ました。相変わらず、テトさんの情報は確実正確的確明確。ほんと、頼たよりになります」

　耳の端がなぞられると、バステトは背筋を羽う毛もうで擽くすぐられたように上半身をびくっと固くした。耳の付け根裏を小刻みに刺し激げきされると、今度は反対にしなっと腰こし砕くだけとなる。

「にゃ、ああぁんぅ……ぅうう、それぇほどっ、でもぉ……にゃふうぅぅ……」
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「それにしても、いつも触さわり心ごこ地ちの良い猫耳で。お手入れも大変でしょ？」

　敏びん感かんな耳ひだや神経の集中するつぼをさわさわとじれったく攻せめておき、不意を突つき小指の先で耳の奥をひゅっとくすぐる。外国産の猫神はびっくーん、と電流が走はしり抜ぬけたように耳と髪を逆立たせて全身を硬こう直ちよくさせ、すぐに脱だつ力りよくしてソファにへたり込んだ。

「……ぅうん……惟月ちゃん、おそろしい子っ……」

　頬ほおを赤くしたバステトが、鼻にかかった甘あまい溜ため息いき混じりに呟いた。

　敏感な猫耳を責め立てた当の本人はにっこりと笑い、腰に力が入らずしなだれる彼女に肩を貸して事務所のドアまで連つれ添そった。

「ささ、足元に気を付けて。またお店に行きますから～」

「うん……」

　熱に浮うかされた顔で、バステトはふらふらと階段を下っていった。

　惟月が事務所内へ戻ると、事務所の主は演技がかった大おお仰ぎような仕草で肩をすくめた。

「ほんとにもう、人じん畜ちく無む害がいな顔して公然とスケベなんだから」

「ちゃんと場所は選びますよ？」

「そこで明確に否定しないところが正直というか図太いというか……それでこそオレが見込んだ人材だ。どうだい、高校を卒業したら共同経営者にならないかい？」

「ヤですよ。所員を飛び越えて共同経営者って言われても、苦労が多くなるだけでなんの旨うまみもなさそうだし……あ、けど所長の白いべスパを付けてくれるんなら考えてもいいですよ？　ちょうど登下校の足が欲ほしかったんです」

「んなっ！　なんてことを言うんだ！　べスパは……べスパは探偵の命なんだ！」

「安っ！」

「っくない！　四十五万円もしたんだぞ！」

「それでも微び妙みよう……どちらにせよ、俺おれには目標がありますから。遠えん慮りよしておきます」

「神様関係の仕事に就つく、ってやつかい？　確か治る見込みのない病を、通りすがりの神さまに治ち癒ゆしてもらったんだっけか？　仕事の合間にもいろいろ探してるみたいだけど、十年も追い続けるほどにイイ女だったのかい？」

「ええ」

　惟月は明るい笑顔で頷いた。誇ほこらしげな表情は、純じゆん粋すいな憧あこがれを抱いだく無む垢くな幼児のようだ。指先一つでナイスバディの猫神をいい様にした人物とはとても思えない。

「とても綺麗な、夢と希望に溢あふれた女め神がみさまでした」

「けどあの性悪猫を見てりゃ分かるけど、神様ヤツらはとんだ気まぐればっかだぜ？　それより探偵やろうよ探偵。探偵はいいぞ？　午前と日曜日は仕事しなくていいんだから」

「そんなこと言って、ただ単に間ま抜ぬけな助手が欲しいだけでしょ？」

「とんでもない。間抜けだったらこんな事言わないって。おっちょこちょいと思われてるワトソン名助手も、日本でいえば東大出のエリート医師だし」

　この人は自分がホームズ名探偵だとでも言いたいのか……と思ったが、惟月は雇い主へのなけなしの敬愛精神を総動員して口を閉じておいた。

「ま、おいおい考えておいてくれよ。――はい、これが今日の仕事ね」

　江藤がそう言って渡わたしたファイルを開くと、中には人ひと捜さがし用の書類が纏まとめられていた。

「炎ほのお野の不死鳥フエニツクス（推定年齢四～五千歳、性別雌めす）。３年前に亡命神認定。職業は声優……これって……」

「『神かみ隠かくし』……いや、それとも『神隠がくれ』、かな？」

　どうやらこの不死鳥女史、一週間ほど前から無断欠勤しているようだ。所属しているプロダクションも小さいながらちゃんとした所で問題はなさそうである。

　だからこそ、惟月は首を傾かしげた。

「ちゃんとした所にちゃんとした捜そう索さく願ねがいが出だされているんじゃ？」

「大きい仕事の前だから、穏おん当とうに探して欲しいらしい」

「……という依い頼らいの下した請うけ仕事ですか？」

　こんな場末の探偵事務所に、こんなちゃんとした依頼が来るわけがないから、大手からの下請けに違いなかった。当然ながらピン撥はねされて実入りは少ない。

「ま、ここら辺で帳ちよう尻じりを合わせておかないと将来また使ってもらえなくなる。何な故ぜ将来また使ってもらいたいかというと、生活が苦しくなるからだ。何故生活が苦しくなるのかというと――」

「仕事をしないで遊んでいることが大好きなんでしょ？」

「そういうこと。ほ～んなわけでよろしくね、勤労少年の守倉くん」

　惟月は肩をすくめ、いつものように探偵代行の仕事を謹つつしんで拝命した。




　守倉惟月の人生の目標は、きわめて単純明快だ。

『自由気ままに面おも白しろおかしく生きる』

　それだけだ……とは言っても、それを成すのはとても難しい。

　生きるだけでも先立つ物がいるのが世間様である。況いわんや、自由においてをや。

　そんな彼が自由度が高く給料もそこそこと目星を付けたのが『事務所の雑務』だった。募ぼ集しゆう広告には雑務一いつ般ぱんというからお茶入れや掃そう除じなどの業務だと思っていたのに、江藤は惟月を採用して五分後には探たん偵てい業ぎようのイロハを教え始めていた。

『君は実に探偵向きの人物だよ、守倉くん。しかも名探偵の資質がある。忍にん耐たい強づよいし愛あい想そもいい。なにより女受けがよさそうだし――ちっ』

　人捜しや猫探しならまだしも、浮うわ気き調査でラブホの前でこそこそ盗とう撮さつしていた時など、少年の純情が社会の寒風に吹きさらされ、ほろりと涙なみだがこぼれてしまったものである。

　そんな塩あん梅ばいでハードボイルドかぶれの所長に使われるのも、気付けば半年になる。彼の恩神を探すのに役立ちそうという理由もあったが、なんだかんだで探偵見習いとでも言うべき状じよう況きようを楽しんでいるのであった。

　楽しむことが、自由な生き方への第一歩だ。

　学生服からスーツに着き替がえた惟月は、まずは声優事務所へ行って話を聞いた。

「若い探偵さんですねえ」

　担当のプロデューサーは惟月を見て当然の反応をして訝いぶかしがるが、

「これでもけっこう歳食ってるんですよ？」

　惟月は、自信満々に能天気な笑えみを浮かべて言った。本人の笑みにやましさは欠片かけらも見受けられない。嘘うそも方便だと完全に割り切っているあたり、たしかに図太い神経である。

　相対したプロデューサーも「そんなものか」とついつい納なつ得とくしてしまった。

　事情を聞くと、行方不明の不死鳥女史、今度アニメの声を当てることにもなっていたそうで、プロデューサーは残念がると共に怒いかりを露あらわにした。

「下積みがようやく成じよう就じゆしかけたこの時期に行方不明なんて……あの阿あ呆ほう鳥どりがぁああ！」

　興奮するプロデューサーを落ち着かせると、彼は不死鳥が声を当てたというＰＣゲーム（十八禁）をお土産みやげに渡してくれた。

「あ、この前作プレイしました」

「ほほう！　それはありがとうございます！」

　彼はとびきりの笑顔で不死鳥の自宅を調べる許可をくれた。

　今度は不死鳥の自宅のマンションへ向かい私物を漁あさらせてもらったが、めぼしい物はない。箪たん笥すに丸めて並べられた可愛らしいパンツを一枚一枚広げてみても、だ。分かったのは伽きや羅らの香かおりが好みらしいということぐらいである。

　部屋での手がかりを諦めて隣となりの部屋の住人らを訪ねてみると、右みぎ隣どなりの部屋からは会社勤めらしき若い男が面めん倒どう臭くさそうな顔で出てきた。

「昨日引っ越してきたばっかだからなぁ――え？　ああ、少し前に急に抜けたんだってさ。前の住人の荷物は残ったままで、管理人もめんどくさがって俺に丸投げするし……」

　惟月はお礼を言って引き下がると、管理人室へと向かった。マスターキーを返すがてら、ついでのように不死鳥の右隣の部屋の事情を聞いた。

「突とつ然ぜんだったよ。ああ、そういえば解約する前日に、でっかい荷物を運び出してたねぇ」

　その大きな荷物の行き先まではさすがに管理人も知らなかった。ただ、業者の名前と正確な日時は記録帳を見返して教えてくれた。

「というワケで、所長の方から業者に訊たずねてみてくれません？」

『それはいいけど、意味はあるのかい？』

「無む駄だなら無駄でいいんですよ。ただ少し気になっただけですから」

　三十分ほどで折り返し電話が掛かかり、荷物の行き先はあっさりと分かった。このあたりは胡散臭くてもやっぱり探偵なのだな、と惟月は江藤を見直した。

　中央線で立川駅まで移動し、青梅線に飛び乗る。夕日に赤く染まった奥おく秩ちち父ぶの山景が惟月を迎むかえた。目的駅に着いて早々、近くの人を呼び止めると、住所を聞いた通りすがりのお爺さんは訝しげな顔になった。

「そのキャンプ場、もうやってないと思ったけんど？」

　キャンプ場の入口に着くころにはもう真っ暗だった。おかげで潰つぶれたキャンプ場は、より一層怪あやしい空気を放ちはじめていた。

「所長、適当な住所であしらわれたんじゃ……見直して損した」

　とはいうもののこのままトンボ返りするのも芸がない。惟月は無む駄だ足あしと思いつつ、殺人鬼ジエイソンでも潜んでいそうな不気味きわまるキャンプ場跡あと地ちに踏ふみ込んで行った。




同日　２０：０３




「美お味いしくないから！　私なんて食べても美味しくないから！」

　比ひ較かく的てき無事なコテージのひとつから明かりが漏もれていたので覗のぞきこんだら、惟月が探していた目的の人物――もとい〝神じん仏ぶつ〟は速そつ攻こうで見つかった。羽根の代わりに火の粉を散らす大きな赤い鳥が、長い首をぶんぶん振ふり回まわしながら甲かん高だかい声で叫さけんでいる。

　早くも見つけたのは良いが、素す直なおには喜び辛づらい。

　何しろ十数人からの黒いトンガリ頭巾を被った集団が、無数のロウソクで照らされた室内で、グ～タラウ～タラと呪じゆ文もんを唱えているのだ。

　どこからどう見ても、カルト教団の御ご一いつ行こう様だった。

「私なんて食べたって不老不死になんてなれないから！　もうそんな力ないから！　だから放して！　はやく帰らないとプロデューサーに絞しめ殺される！」

　翼を太い鎖くさりでぐるぐる巻きにされた不死鳥が、嘴くちばしを大きく開いて懇こん願がんする。

「……うるさい鳥だね」

　ひときわ立派なトンガリ頭巾が部下に指示して、不死鳥の嘴にワイヤーを巻き付ける。

「んむ――っ！」

「これは証明イニシエーシヨンだよ。神々と呼ばれた存在が零落したのではなく、我々人間が神に近付いたことのね。超ちよう常じようなる物どもを殺し喰くらい、我々は神への階かい梯ていをまた一つ上るのだ！」

　仰ぎよう々ぎようしいトンガリ頭巾の物言いに、惟月は心底呆あきれた顔になって天を仰あおいだ。

「あー……こいつら、イマドキ流は行やりの新興宗狂イカレポンチどもか」

《大零落》からこちら、こういった『人間神化主義』と呼ばれるカルト教団が雨後の竹の子よろしく出現した。原理主義のテロリストと並ぶ、二十世紀からの不良債さい権けんのひとつである。彼かれらの主張は大同小異で、『我々は神に近付いた。いや、我らこそが神！』と叫んでは、デモンストレーションに実体化した神々を狩かって回っているのである。

「アメリカの田舎いなかや中東の砂さ漠ばくならともかく、対神刑法テスタメントの定められた日本でもこんな奴やつらがインチキな儀ぎ式しきをやっていようとは……」

　惟月はすぐ警察に連れん絡らくしようと思った――が、そっとポケットに差し入れた手に小こ銭ぜにを握にぎり込むと、勢いよく後ろに投げ付ける。

「うっ！」

　惟月の背後に忍しのび寄よっていた男が、顔に投げ付けられた小銭に驚おどろきの声を上げた。

「必殺！　定価六四二円タックル！」

　立ち上がり様、惟月は後ろ跳とびにぶつかってゆき、男を地面に押おし倒たおし気絶させた。

「何事だ！」

　コテージの中から誰すい何かの叫び。

　惟月は腹を決め、立ち上がりつつ懐ふところに腕うでを突っ込んでベランダのガラス戸を蹴けり破った。懐から取り出した物ブツを室内に投げ入れ、目を閉じ耳を塞ふさいで口を開ける。

　瞼まぶた越ごし、掌てのひら越ごしにも分かる、激しい閃せん光こうと爆ばく音おん。

「うぎゃあああああああああああああ！」

「目が、目がぁぁあああああああああ！」

「耳も、耳もぉぉおおおおおおおおお！」

　苦しみのたうつトンガリ頭巾たちを尻しり目めに、惟月は鎖でぐるぐる巻きにされた不死鳥を抱えあげ、一目散にコテージから逃にげ出した。

「んー、んむむ、んんーっ！」

「ご心配なく」嘴のワイヤーを外してやりながら、惟月は不死鳥に自己紹しよう介かいする。「通りすがりの高校生アルバイターです」

「通りすがりの高校生アルバイターが音響閃光弾スタングレネードなんて持ってるのっ？」

「イマドキの高校生は電話から爆ばく弾だんまで、何でも携けい帯たいしてるんです」

　潰れて寂さびれたキャンプ場を惟月は全力で駆かけ抜けて行く。かなりの速度だったが、立ち直ったトンガリ頭巾たちは怒りの声を上げてまっすぐ惟月を追つい尾びしていた。

「曲くせ者ものだ！　逃がすな！」

「……あいつら、家の洗面所に鏡がないのか？」

　曲者トンガリ頭巾に曲者と呼ばれる我わが身みを嘆なげく惟月の肩で、抱えられた不死鳥がキャーキャーと天上の美声で騒そう々ぞうしく悲鳴を上げた。

「来た来た来たよっ！　追い付かれる！」

「そりゃこれだけ目立ってればねえ」

　なにしろ惟月が抱えるのは、燐りん光こう放つ羽毛を生やした火の鳥だ。月が雲に隠かくれた夜闇やみの中、鳥型松明たいまつはネオンサインもかくやと目立ちまくっている。

「光らないでくれません？　隠れらんないですから」

「今を輝かがやく人気声優に輝くななんてそりゃ無む茶ちやよ！」

「輝くのはまだこれからでしょ。てか真面目な話で」

「この鎖のせいで無理！」不死鳥が身を捩よじると、全身を雁がん字じ搦がらめにする鎖がジャラジャラと音を立てた。「呪力封ふうじの鎖！　これのせいで人型に戻れない！」

「やれやれ……」

　やがて、キャンプ場の出入り口で前を塞がれた。迂う回かいしようとするが、後ろも左右もトンガリ頭巾の列が迫せまる。遠巻きに囲まれた。

「ぜぇ、はぁ、ぜぇ……ふふっ、誰だれかは分からないがここまでだ、少年」

　一ひと際きわ立派な――というよりゴテゴテしく飾かざられたトンガリ頭巾が、余よ裕ゆうを見せびらかすように鷹おう揚ようと語り掛けた。どうやらトンガリ頭巾の教祖様らしい。

「さあ、少年。その鳥を素直に渡してすべて忘れるなら身の安全を保障しよう」

「うわぁ……」

　間ま違ちがいなく、この世で信用できない台詞せりふベスト（ワースト）３に入る典型句だった。北きた朝ちよう鮮せんの対外声明並みに信用できない台詞である。

　不死鳥を抱えた惟月は、状況に似合わぬ能天気とさえ聞こえる口調で答えた。

「……それは出来ない相談ですね。この不死鳥さんを保護するのが仕事なもんで」

「仕事で命を散らすのはバカバカしくないかな？　いま帰れば見み逃のがしてあげよう」

「確かにそこまで義理立てする仕事ではないかもなあ……そもそもバイトだし」

　最後のぼそっとした一言が聞こえたのは不死鳥だけで、トンガリ頭巾たちはどこか了りよう解かいしたように頷うなずいた。

「なら――」

「けど俺の目指すものの為ためには、ここでこちらの方を放ほうり出すなんて出来ないんですよね」

「ほう？　それは？」

「通りすがりの正義の味方」

『…………』

「ドラ○もんは大長編の方が好きなんですよ」

　周囲からぽかんとした気配。次いで、トンガリ頭巾たちがげらげらと笑い始める。

「ははっ、君は我々を笑い殺しにする気かね？」

「いやぁ、あなた方の非独創性あふれるトンガリ頭巾には敵かないませんよ。そのジャガイモ臭におい袋ぶくろはオクラホマ州産？　それともアラバマですか？」

　またもポカンとしたが、惟月の言葉の意味に思い至ると、教祖らしきトンガリ頭巾の目が剣けん呑のんな光を放ちはじめた。

「……ハハハハハ、面白い事を言うな、少年」

「最高の褒ほめ言葉をどうも。あっはっはっはっは！」

「ハハハハハ…………………殺せ」

　教祖の出した低い声に従い、トンガリ頭巾たちがじりじりとにじり寄った。

「――気が短いな、近ちか頃ごろの大人は」

「思いっきりおちょくってたじゃない！　怒らしてどうするの！」

「だって、ホラ。あんな間抜けな格好してるんですよ？　これはもう、ツッコんであげるのが礼れい儀ぎってものでしょ？」

　周りの気配がいよいよ強こわ張ばった。『間抜けな格好』のトンガリ頭巾の下では、皆みなが皆顔を赤くしている事であろう。

　そんな周囲の殺気に係かかわらずのんびり微ほほ笑えむ惟月へ、不死鳥は必死な叫びを投なげ掛ける。

「余計に挑ちよう発はつしてどうすんの！」

「ジョークですよジョーク。余裕を失わない心がけが大事なんですよ」

「カッコつけてる場合じゃないでしょ！」

「やだなぁ、こういう場合だからこそ格好つけるんですよ」

「なにそのマジ緊きん張ちよう感かんのなさ！　ああ、もう！　いっそ私を置いて逃げなさい！　あなた一人なら何とか――」

「なりません。困ってる神様を見捨てていけない性しよう分ぶんなんです」

　ぴしゃりと言い切った惟月の言葉に、不死鳥が嘴を閉じて鼻白む。彼かの女じよのセリフを遮さえぎった惟月の眼光が、きわめて真しん剣けんだったからだ。

　惟月はレンズ越ごしに、その鋭するどくなった瞳ひとみで迫ってくるトンガリ頭巾たちの様子を窺うかがった。

（……見たところさほど訓練を受けた連中という訳ではなさそうだな。歩調がばらばらだ。隊列の隙すきを突けばなんとか……）

　――と、その時。

「ぎゃぁああああ！」

「な、なんだキサ――ママァああああ！」

　唐とう突とつに森の奥おく、今さっき逃げて来た方から悲鳴が上がった。

　降ふって湧わいた新たな騒そう動どうに、惟月を囲むトンガリ頭巾たちの注意が逸それる。

「チィヤァアアアンスッ！」

「ひぐぅッ？」

「非道ひどっ!?」

　惟月は出口付近のトンガリ頭巾の一人を気合い一発、その股こ間かんを全力で蹴り上あげた。不死鳥が思わず同情するほど容よう赦しやのない不意打ちであった。

　白目を剥むき悶もん絶ぜつしたトンガリ頭巾をさらに踏み付つけ乗のり越こえ、再び逃とう走そう。

「逃がすか！」

　別のトンガリ頭巾が飛とび掛かり、惟月の脚あしを掴つかむことに成功した。

「離はなさんぞ！　覚かく悟ごし」げしっ。「がっ！　くっ、絶対に離さ」げしっごすっ。「は、はな」げしごすばきっ。「や、やめ」ぱきっぴきっぼきっどずんっ。「お、おねが」ばきゃっ。

「――無力化完かん了りよう」

「うわぁ……鬼おにね」

「求められれば鬼畜サドでも玩畜ペツトでもお望みのプレイに対応するのが男の甲か斐い性しようです」

　痙けい攣れんするトンガリ頭巾にトドメの蹴りをプレゼントする。だが足止めを喰らったせいで、他のトンガリ頭巾たちも追おい縋すがっていた。

「本当にしつこ――」

　さすがに眉を歪ゆがめた惟月の視線の先で、列をなして迫っていたトンガリ頭巾たちが　ボウリングのピンの如く弾はじけ飛んだ。

「――早く！　こっち！」

　トンガリ頭巾をふっ飛ばしたらしき小こ柄がらな人ひと影かげが、惟月の手を引き走り出した。細く華きや奢しやな感かん触しよくにもかかわらず、惟月はおどろくほどの力で引っ張られる。

「まったく！　あんたのせいで色々台無しよ！　この疫やく病びよう神がみ！」

　その声が自分に向けられているのだと理解できなかったのは、いきなりの罵ば詈り雑ぞう言ごんに面食くらったからか、それとも年若くどこか幼さすら感じられる女性の声だったからだろうか。

　声を詰つまらせた惟月に、彼の手を引く小柄な人物はさらに棘とげのある声で非難した。

「お陰かげでこっちの苦労が台無しじゃない！　気取って段取り崩してんじゃねぇわよ！」

　惟月たちは道を逸れ、藪やぶの中に突っ込んだ。突っ切きった先に、新たな道があった。車がやっと通れるくらいの小道で、半ば藪に突っ込むようにして小型車が停められている。

「さっさと乗れ！」

　助け主は枝や草を取とり払はらうと英国産のミニ・クーペに惟月と不死鳥を蹴り入いれ、自らも乗り込んで後ろ向きに急発進させた。急なＧでダッシュボードに頭を押し付けられ「おごっ！」、ひどい振しん動どうで顔面を摩すり下ろされ「ぐががががっ！」、文字通り前後不覚に陥おちいらされる「ぬがぉうげぁご！」。惟月の三半規管が何とか正常に戻った時、クーペは都道を爆ばく走そうしていた。黒々とした遠くの山々が、ものすごい勢いで後ろへ移動してゆく。

「まったく……トンガリ頭巾の親玉をとっ捕つかまえるはずが、迷いこんで来たガキの保護に変わっちゃったじゃない。あたしは犬のお巡まわりさんじゃないっての。何なのよ、あんた？」

　ハンドルを握る女性が首を鳴らしながら言った――もっとも惟月の事を『ガキ』と言っておきながら、彼女もかなり若い。不死鳥の赤あか味みを帯びた淡あわい光に照らされる彼女の横顔は惟月と同じくらいの年ねん齢れいに見え、そして、とびきりに美しかった。

　複雑な色合いを見せる長い金きん髪ぱつ。それを両サイドで一纏まとめにして、洒しや落れた赤い簪かんざしを刺さして留めていた。日本人離ばなれした色の髪かみに、いかにも和風の簪は場ば違ちがいにも思えたが、不思議と調和している。たぶん、その顔立ちのせいだろう。ハーフなのか、硬こう質しつで整った輪りん郭かくの中に涼すずやかで柔やわらかな趣おもむきがある。

　すこしつり目気味の大きな瞳が、赤い燈ともし火びを照り返して横目に向けられる。その視線に、惟月は衝しよう撃げきすら感じる強きよう烈れつな郷きよう愁しゆうを喚かん起きされ、彼女の顔をまじまじと見返した。

「…………」

「死んだ貝みたいに口を開いてどうした？　今いま頃ごろになって震ふるえが来た？　ああ、それともあれかな」

　そこで彼女はふふんっと笑って、やれやれと首を振った。

「あたしの知性インテリジエンス溢れまくった美び貌ぼうに見み惚ほれでもした？」

「……俺の顔に見覚えがない？」

「ん？」

「前に一度、会った事がないか？」

　かつて惟月が出会った『神さま』そっくりの少女は、呆あつ気けに取られたようにぱっちりした目を瞬またたかせた。ひとしきり驚きを表現した後、彼女は目を細めて惟月を見み据すえ、

「……古っ！　いくら何でも古すぎる！　あたしを口説きたいなら三回転捻りトリプルアクセルで世界を狙ねらってくれなきゃ」

　そう言ってずいっと顔を寄せた。

　惟月の間近に迫った彼女の瞳は、深く澄すんだ琥こ珀はく色いろをしていた。たしかこんな瞳を『狼の眼ウルフ・アイ』と呼ぶのだったか……そんな知識が惟月の頭の隅すみに浮かんで消えた。

「また黙だまり込んでどうしたの？　あたしの優ゆう雅がな美貌に見惚れ――うひゃっ？」

「あー、んー……夢と希望が足りてないな……って事は人ひと違ちがい、か？」

「ん、ううっ……ん、ああっ……」

　惟月の手がすりすりと蠢うごめく度、車が右へ左へと蛇だ行こうする。いまだ鎖で身動きとれない不死鳥が、死にそうな悲鳴を上げた。

「あんたらなにしてんのー！」

「あ、あん……って、何をするか！」

「うおぅ！」

　少女の風切る一いち撃げきを、惟月は身をよじって避さける。逸れた彼女の拳こぶしはヘッドレストに命中し、ヘッドレストはボギリと音を立てて折れ曲がった。

「い、い、W-W-Whaいきなt do yoり何をu suddeするっnly DO！」

　気が動転した少女は母国語らしき英語で叫び、小ぶりな胸を両手で守って身を縮めた。

「失礼失礼」少女の手放したハンドルを握って、惟月が笑って謝罪する。「本当に他人の空似なのか確証がなかったので確かく認にんを」

「……胸で？」

「同じ胸は一つとしてないので」

「どんなおっぱいマイスターかっ！　き、清らかな十六歳さいの乙おと女めのム、ムムム、ムネを……も、もうおヨメに……」

「ヨメに行けないなら、愛人とか妾めかけって選せん択たく肢しが――」

「くたばれDrop dead！」

「ぐえぇう！　く、首ヴぁヤべ、車もヤヴァ……死ぐ、死ぐぅうう！」

「ああ死ね！　死んでしまえワイセツ眼鏡！　忌いまわしき記き憶おくとともに！」

　金髪の少女は琥こ珀はくの眼を怒いからせ、ぐいぐいと惟月の首を締しめ上げる。折れそうに繊せん細さいな腕や指のくせに、驚くべき腕わん力りよくと握あく力りよくだった。

　蒼あおくなった惟月の顔色を反映し、クーペの軌き道どうが千鳥足に揺ゆれ動うごく。

「ぐ、ぐぐっ――だ、だだでば死じなん……！」

「死んでし――ひぃあぁんっ……こ、この期ごにおよ、んんっ！　こ、このぉ……ひゃう！」

「ぐ、ぐぎぎぎっ……は、放したらこっちも手をどけるけど……？」

「ふ、あぁ……そ、その前に息の音ぇ、と、止めてぇ……うっ、うううぅ……！」

「だからあんたら何やってんのぉぉおおおおおっ！」

　惟月が手放したハンドルを、首を伸のばした不死鳥が嘴で咥くわえた。

　渾こん身しんの力で首の骨をへし折ろうとする少女に対たい抗こうし、惟月も指先に神経を集中させて少女の胸を揉もみしだく。頬ほおを赤く染めて歯を噛かみ締める少女と、顔を蒼くして空気を求め口パクする惟月、両者の視線が火花を散らした。

「ぐ、ぐぐがっ……」

「う、うう、んっ…………あ、やぁ、んんっ！」

　拮きつ抗こうしていた両者だが、苦痛と快感でつり合っていた天てん秤びんがわずかに片方へ揺れ動いた。

　酸欠で視界がぼやけていた惟月は、ここが正念場と少女を揉み倒した。

「う、ううっ！　や、やめヘンタ――ひぅん！　や、ああん、んあぁぁぁ………………」

「……いかん。やりすぎたか」

　ぐったり力が抜ぬけて座席に身体を預ける少女を見て、惟月はぽりぽりと頬を掻かく。

「……まあ、理り不ふ尽じんなツンデレ娘むすめは最初にこっちが主導権を握っておかないとな」

「ら、られら誰が、ひゅんれれツンデレよぉ……れ、れっらいぜつたいにれれデレないんらはらぁ……」

　呂ろ律れつの回らぬ舌で呻うめく少女は、車の振動に合わせ、陸に打ち上げられた熱帯魚よろしくビクッビクッと身体を痙攣させた。
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　見ようによっては――いや、どう見てもいかがわしい光景である。

「いやいや。この髪型で違うって言っても、なぁ」

「ひっ！　やめぇ……そ、そんなさわりかたわぁ……ひ、ひゃぁ……！」

「ほーれほれほれ。痒かゆいところはございませんか？」

「ふぁんふぁいひへるふぁはいひゃひゃいれひょ！　ふひほふひほ！」

「はい？」

「漫まん才ざいしてる場合じゃないでしょ！　後ろ後ろ！」

　思わず叫んだ不死鳥は、慌あわててハンドルを咥え直した。

　言葉に従い後ろを向くと、数台の車が突とつ進しんしてくるのが見えた。窓から顔を出しこちらを指差すのは、遠目でも分かるトンガリ頭巾の男たちだ。

「……粘ねん着ちやく質しつだなあ、近頃のカルトは」

　そもそも粘着質で陰いん険けんで嫉しつ妬と深ぶかいから、あんな頭巾を被ってカルトなんぞやっているのだ。

　トンガリ頭巾の電動ハイブリッド車が接近し、思いっきりクーペに体当たりする。最新エコカーの一撃に、古びた英国車は山の斜しや面めんに叩たたき付けられた。

「ふぎゃあああああああああっ！」

「地球の前に人間に優やさしくしてくれよ！」

「ぐ、ううっ……おのれ、疵きず物ものにしてくれさって！」

　愛車の危機に目を怒らせた少女は、不ふ屈くつの精神で起き上がると不死鳥の首を引っぺがして『がしっ』とハンドルを握った。

「しっかり捉まってなさいよ！」

「ちょっと待った」一いち縷るの不安を抱いだいた惟月が質問する。「さっき十六歳って言ってた気が……車の免めん許きよは？」

「大だい丈じよう夫ぶ」と、少女は自信満々――というにはいささか攻こう撃げき的てきに笑った。「免許も、ある」

「「も？」」

　惟月と不死鳥が疑問の言葉をハモらせた瞬しゆん間かん、車がニトロを注がれたように急加速した。強烈なＧで惟月は身体をシートに押し付けられ、不死鳥は断だん末まつ摩まのごとく叫きよう喚かんする。

「前まえマエ！　カーブカーヴかぁああぶぅうううう！　死ぬぅううううう！」

「大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ。運転には定評があるから。同どう僚りようが二つ名まで付けてくれたし」

「……『人間ジェットコースター』とかか？」

「『人間シューティングスター』だって。なんかカッコよさげでしょ？」

「降ろして！　流れ星が燃え尽きる前に降ろしてぇえええっ！」

　人間シューティングスターの運転するクーペは、さらに二度三度とサンドイッチにされ、とうとう薄うすっぺらい助手席のドアが吹ふっ飛んだ。

「ああっ、塗ぬり替えたばっかなのに！　おのれエコロジーカルトめ！」

　吹き込んできた風に金髪を吹き散ちらせて少女が叫ぶ。小柄なクーペは果か敢かんにもエコカーにぶつかって行くが、大きさが違ちがうのであえなく弾はじかれ、崖がけ側のガードレールに激げき突とつした。

「落ちるぅぅううう！」

　衝撃ですっぽ抜けて崖がけ下したに落ちかけた不死鳥を、惟月が慌てて身を乗り出だして引ひき戻もどす。風のせいか恐きよう怖ふからか、彼女の羽う毛もうはド派手に逆立ち、赤い毛玉みたいになっていた。

「……無事ですか？」

「無事じゃないよ！　まだ人間シューティングスターの間合いの中だし！」

　涙なみだに濡ぬれた鳥目に映った惟月の顔も若じやつ干かん強こわ張ばっていた。

　無理もない。なにしろ――

「ふあはははははっ！　いくらでも来いクレイジーカルト！　リュック・ベッソンも即そく採用のドライブテクを見るがいいわ！」

　運転席の少女はアクセルを力強く踏み込み、蛇へびがのたくったような山道で派手なカーチェイスを続ける気満々だった。紅潮する頬。好戦的に光る金の瞳。深く笑った口元では鋭い八や重え歯ばがギラリと輝く。

　脳内物質が素す敵てきに過激に絶賛分ぶん泌ぴつ中のご様子だ。

「『ＴＡＸＩ』でも『イニＤ』でも『大都会パートⅢ』でも構わんが……」

　惟月はわずかに残っていた少女への疑念が吹き散らされてゆくのを感じた。

　まるで野生化した牧羊犬シープドツグだ。小柄で愛あい嬌きようのある外見はともかく、どう見てもあの優しげな『神さま』とは思えない。他人の空似も良いところだ。いや、それよりも問題は――

「なんとか生き残らねば……！」

　このままでは流れ星の如くチリも残さず燃えあがるか、暗い崖下へ落ちるのが先か、どっちにしても救いはない。

「――ちょっと」

「ひゃうんっ！　み、耳元で囁ささやくな！　まだ身体がびんか――」

「何とか連中の前に出てくれ」

「はぁ？　何であたしがあんたの指示を聞かなきゃいけないのよ！」

「――ふぅ」

「ひうっ！　い、息を吐はきかけないでぇ……ああっ！」

「今度はそのおいしそうな耳たぶを――じゅるっ」

「わ、わかったからみ、耳は、耳はらめぇぇ……」

　なおも地球にやさしいエコ車の攻こう撃げきを受けつつも、小刻みなカーブが続く場所になるとクーパーは小回りを生かして先行した。

「喰らえ！」

　惟月はドアのなくなった助手席から身を乗り出し、懐から取り出した紙包みをエコカーのタイヤへと投げつける。

　パンッ！　パンッ！　ギャリュリュリュウウウウッ！

　乾かわいたタイヤの破は裂れつ音おんとともに、はでなスリップ音が夜の峠とうげに響ひびき渡わたる。

　高性能ハイブリッド車は激しく回転しながらガードレールを突つき破やぶり、甲高い悲鳴を棚たな引びかせながら夜の闇へと落ちていった。

「あっはっはぁ！　ブレーキペダルの効きはイマイチだったみたいだな！」

　エアバッグが一級品であること祈いのりながら合がつ掌しようし、惟月は助手席に座すわりなおした。

「な、何をしたの？」

　少女がポカンとした顔で問とい質ただした。不死鳥も嘴を開きっぱなしにしている。

「大したことはない。特製油と撒まき菱ひしとボールベアリングをばら撒いただけだ」

　惟月は肩かたをすくめ、凶きよう悪あくな内容を気軽に語った。

「…………ふ、ふあははははははははっ！」

　惟月の言葉に金の瞳をぱちぱちと瞬きさせた少女は、やがて堪たえかねて腹の底からの笑い声を爆ばく発はつさせた。

「あぶない男ね！　滅め茶ちや苦く茶ちやよ！」

「そっちこそ滅め茶ちやも苦茶も好物の様に見えるけど？」

「失礼ね、口にした事もないわ。生まれも育ちもお淑しとやかそのものよ！」

「あっはっはっは！　ウケるなそのジョーク！」

　立ち往生した普ふ通つう車しやたちを尻目に、今度はバギーが小細工をものともせずに迫ってくる。立ち上がってこっちを指さすどのトンガリ頭ず巾きんの眼も、怒いかりでギラギラと血走っていた。そのトンガリ頭巾の一人が、窓からこっちに真まっ直すぐと手を伸ばす。

「伏ふせて！」

　言われるまでもなく、惟月は不死鳥を抱かかえ込んで慌てて頭を伏せた。

　直後、後ろのガラスに鈍にぶい音がしていくつもの孔あなが空く。伏せた惟月の頭の上も弾だん丸がんが通り過ぎ、フロントガラスを貫かん通つうした。

「ああっ！　張り替えたばっかなのに！」

「ご愁しゆう傷しよう様さま！」

　惟月は少女に――ではなく、いつも傷だらけらしいクーペに心から同情した。

「なんか他にないのっ！　あの脳足りんどもを月まで吹き飛ばす強烈なヤツ！」

「今はない！」

「今じゃないならあるんかい！」

「今あるのは爆ばく竹ちくくらいだ！」

「なら、それでいい！」

　右へ左へと銃じゆう弾だんを避けながら少女が叫さけぶ。

「この先の大カーブの前で爆竹で目め晦くらまししろ。スピードを落とすから、フェニックスを抱えて森の中へ飛び込め！　後はあたしがあいつらを引き付ける！」

「冗じよう談だんじゃない！」

「男でしょ！　我が慢まんしろ！」

「女の子におとり役なんて面おも白しろくない真ま似ね、させられるワケないだろ！」

　惟月が憤ふん然ぜんと言い返すと、少女は金色の瞳を丸くした。

　往おう生じよう際ぎわ悪く残っていたサイドミラーに着ちやく弾だんし、慌てて回かい避ひ運転を再開させるが、銃弾はバックライトを砕くだきバックシートの綿を飛び散らせ、一方的にクーペを蹂じゆう躙りんする。

「こんな時にまでカッコつけるとは筋金入りね！　長生きできないわよ！」

「カッコも付けられないんじゃ生きてる意味もないね！」

　惟月が降り掛かかってくる破は片へんを振り払いながら叫ぶと、少女は喉のどの奥で含ふくみ笑った。

「キライじゃないわよそういうバカは！　バカはパッと散ってこそ輝くものね！」

「残念だが太くて長くて硬ぁい人生の予定だよ！」

「どうだか！　けどまぁ、それならそれでこっちも遠えん慮りよしなくていいわ！」

　少女は惟月の懐に手を突っ込むと、花火玉のように巻かれた爆竹の塊かたまりを取り出し、車内のシガーライターで火を点つけてポイッと背後に放った。爆竹は背後のバギーのフロントガラスで火花を散らし、トンガリ頭巾たちを束つかの間まとはいえ足止めさせる。

　そうして、急カーブを曲がり後続の車が視界から消えた束の間に、

「じゃ、フォースと共にあらんことを！」

　げしっ。

「そっ――――んな理不尽なあああああああああああッ！」

　こんな事なら手加減するんじゃなかった。欝うつ蒼そうとした闇の中に抱えた不死鳥もろとも転がり落ちながら、惟月は深く深く後こう悔かいした。
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　昨今は店員常じよう駐ちゆうのガソリンスタンドも珍めずらしいが、意外とある所にはあるものである。

　深夜勤の店員は、車が入ってくる音を聞き付けて寝ねぼけ眼まなこをこすり、即そく席せきの営業スマイルを浮うかべて客を迎むかえた。

「いらっしゃいま、せ……」

　バイトの青年は言葉を失った。

　鮮やかな金髪の美しい少女が、深い琥珀色の瞳で彼を見ていた。

　少女は明らかに西洋系の特とく徴ちようを備えていたが、かといって外国人と言い切るには親しみを感じる顔立ちだった。ハーフなのかもしれない。

　目を奪うばわれる、という言葉の意味を、青年は初めて実感した。

「レギュラー満タン。お願いできる？」

「は、はい！　もちろ、ん…………」

　少女の背後に停とめられた車を見て、青年は再び絶句した。

「……………あの、お客様。気のせいか、ガラスがないようですが……」

「風通し良くしてるの。暑がりなもので」

「サイドミラーもないようなんですが……それにリアライトも……」

「大丈夫大丈夫。ボタンひとつでボンドカーみたく飛び出てくるから」

「それに車の各所に穴が空いているような……まるで弾だん痕こん――」

「ふあはははは、気のせいですよ。ただのデザインです。軽量化です」

「いえ、あの……」

「気の、せい、です」

「……レギュラー満タン、うけたまわりました……」

　青年はそそくさと給油を開始した。

　少女は自動販はん売ばい機きに向かった。黄色と黒が目印の練乳入り缶かんコーヒーを購こう入にゆうすると、甘ったるいコーヒーをコマーシャルフィルムの如く見事なフォームで一息に飲み干した。

「――っぷは。やっぱ冷たいのに限るわね。……あ、もしもし。律りつ子こ？」

　少女はコーヒーをもう一本買いつつ携けい帯たい電話を取りだした。

「なんか変なガキが迷い込んで来てさ。あのトンガリ頭巾たち――『神しん殿でんの集つどい』の教祖様にはトンズラこかれちゃったわ」

『民間人の保護が最優先だからねぇ。で、神隠された不死鳥の方は？』

「そのガキに預けといた。もともとあの焼き鳥を探してたみたいだし」

『ふぅん？　それってどんな子だったの？』

「どんなって……」

　少女は思い返すように首を傾かしげ――すぐに顔を赤くして眉まゆと目め尻じりを吊つり上げた。

「……真っ昼間から酔よっぱらったセクハラオヤジみたいな奴やつだったわッ」

『……ふぅん？』と、電話の人物は少女の声の微び妙みような変化を聞き取り、含みのある声を出した。『なになに？　一いつ緒しよに逃にげてたら愛が芽生えてぶちゅーっとかヤっちゃった？』

　ぶるっふぉらあああっ！

『違った？　まさか、もうＡもＢも通とおり越して――』

「げほっ、ごほっ。違うわアホゥ！」

『じゃあ何？　お尻しりでも触さわられた？』

「……ねを…………」

　少女は自分の胸を見下ろして顔を真っ赤にした。ぶんぶんと首を振ふる。忌まわしい記憶を振り払いたいらしい。

　が、電話の人物はそんな少女の様子を知ってか知らずか、

『ハイ？　よく聞こえなかったけど？』

「む、胸を……」

『言葉ははっきり正確に』

「む、むむ、胸を揉まれて……」

『ゲッヘッヘ、声が震えてるぜ？　自分で弄いじってんじゃねぇのか、お嬢じようさんよぉ？』

「どんなイタ電よ！」

　振り払おうとした記憶を強ごう引いんに引き戻され、少女は金の瞳を潤うるましてさめざめと泣きはじめた。

「うっ、うえええぇぇぇ……だ、大事に守ってきた乙女の貞てい操そうが……ぐすっ。しかも小さいだの何だのと難なん癖くせまで……くすん…………あのヤロウ、今度会ったらコロス……」

　みしり、とスチール缶が手の形にへこんだ。

『ま、あまり気にする必要もないわ。若者は胸に可能性を秘ひめて進まなきゃ』

「そ、そうよね。これからちゃんと――」

『ま、現実はつぼみが花開く前に根腐ぐさりする場合がほとんどだけどね』

「腐るとは何よ、腐るとは！」

『ま、それはともかく』

「ともかくじゃないわよ！」

『それはともかく。他には？　どんな少年だった？』

「他にはって……まあ、なんとも軽けい薄はくな眼鏡だったわね。……けど」

　少女はほんの少しだけ唇くちびるの端はしを持ち上げた。

　能天気でへらへらした雰ふん囲い気きを隠しもしない少年だったが、妙みように憎にくめないところがあった。軽薄なのに邪じや気きの無い笑え顔がおのせいか、はたまた小気味いいほど思い切りの良いところを見たせいか。そういえば、あんなに笑ったのも久しぶりの様な気もする。

「ああ……そういえばあたしのことを『女の子』と呼んだわよ。傑けつ作さくだと思わない？　このあたしが――〝魔王のアークエネミー遺児ズ・ドウター〟がそんな風に見られたのなんて、何年ぶりの事かしら、ね」

　どこかほろ苦く笑う少女に、電話の相手は『ほぅ？』と感心したように呟つぶやいた。

『それはまた、なかなか見所のありそうな少年じゃないの』

「冗談。もうあんな軽けい薄はく眼鏡と会う事もないでしょ。焼き鳥は他の誰だれかが引き取ってよ」

『それがねぇ。そういうワケにもいかないんだなぁ、コ・レ・が』

「？　それはどういう――」

　聞き返そうとすると、手の中の缶コーヒーが破は裂れつした。

「………………悪い。また後でね」

　振り向むくと、道に停まったバンからトンガリ頭巾がわらわらと這はい出でて来る。彼かれらの手にした拳けん銃じゆうが、少女の背後の自動販売機を撃うち抜いた。機械がショートし、取り出し口から堰せきを切ったように缶が溢あふれ出した。

「……撒いたと思ったんだけど、ねっ！」

　少女はべっとりとコーヒーが掛かった手を振り、足元の缶を拾って投げ放つ。

「あいっ」「うえっ」「おあっ」「いうっ」「えおっ」

　拳銃を手にした頭巾たちの額にヒットさせると、素す早ばやく自分の車へと戻った。

「ツリはいらないわ」

　口を開けて固まったバイト青年に紙し幣へいを渡し、クーペを急発進させる。トンガリ頭巾たちも気絶した仲間を回収して後を追った。残されたのは故障した自動販売機と、突とつ然ぜんのことに固まったバイト青年だけだった。

「…………お金、足りないんですけど……」

　春には不似合いな肌はだ寒さむい風が、カラカラと缶を転がして去っていった。




同日　０６：５６




　朝起きると、腕うでや頭に擦すり傷きずが出来、両足は筋肉痛に覆おおわれていた。どうやら昨夜の事は夢じゃなかったらしいと確認した惟月だが、それでもやっぱりこれは夢じゃないかと疑った。何しろ布ふ団とんから起き上がった彼の視線の先の小さな台所では、形の良い小さなお尻がご機き嫌げんそうに揺れているのだ。

　惟月が起きたのに気付き笑顔を向けたのは、十代中ちゆう盤ばん、中学生くらいの面おも立だちの少女だった。肩かた口ぐちほどまでの長さの髪は、見るも鮮やかな紅色。細っこく柔らかな体形。それがよく分かるのは、裸エプロンというマニアックな格好のせいだった。

「あ、起きた？　もうすぐ出来るからちょっと待ってて。その間にお布団を畳たたんでテーブルを出しておいてね」

　文字変へん換かんしたら語ご尾びにハートマークがくっ付きそうな茶ちや目めっ気けな口調で言って、少女は料理を続けた。五分と経たたず、裸エプロンの少女が出来あがった朝食を手て際ぎわよく並べた。

「おいしい？」

　朝食を食べる惟月に、少女が身を乗り出して問い掛けて来た。エプロンが少女には明らかに大きいので、胸むな元もとがかなり際きわどく――裸エプロンという時点でギリギリアウトっぽいが――ささやかなふくらみが垣かい間ま見みえた。

「ええ、美お味いしいです。二重の意味で」

「よかった。二重の意味で」

「ところであなた誰でしたっけ？」

　惟月が溜ために溜めた質問をすると、少女は大きな瞳を悲しげに細め、エプロンの胸元を噛み締めて「よよよよ……」とよろめいた。

「惟月くん、ひどい。昨日はあんなに激しく抱きしめて、一緒の布団で一夜を共にしたって言うのに、朝になったら用の済んだ女なんて忘れちゃうのね……」

　惟月は自分の部屋の中を見回し、昨晩激しく抱きしめて山の中を駆かけ回まわり、布団の中にごそごそと潜もぐり込んできた存在の影かげが見えないのを確かめ、

「もしかして……フェニさん？」

「フェニでいいって言ったじゃない」

　と赤髪の少女――人型に化けた不死鳥が頬をふくらませた。

「ああ、やっぱり。でも、なんでそんな格かつ好こうを？」

「それはもちろん、惟月くんへの恩返しよ」

　フェニが立ち上がり、くるくるっとその場で回って見せた。実用一点張りで大きくて頑がん丈じようなエプロンだったので、彼女の大事な部分がひらめいて露あらわになるのは防がれた。

「前のお仕事で、現代日本の男の子はこういう格好が好きだって習ったから」

　惟月は部屋の隅に目を向けた。

　昨日、フェニのプロデューサーから頂いたゲームが無造作に置かれていた。肌はだ色いろの乱らん舞ぶしたパッケージを認め、フェニはくねくねと細い腰こしをくねらせた。

「そう、それそれ！　そうか、やっぱり惟月くんも現代の男の子なのね。私の声をオカズにして毎晩毎晩……ぽっ」

「まだインストールしてないですけどね。ところで、ひとつだけ申し上げておくことが」

「なになに？」

「惜おしい。とても惜しい……！」

　惟月は固い拳を握にぎって無念を示した。心なしか、肩もふるふると震えている。

「個人的に一番好きな衣装はチャイナ服なのですがそれは置いといて……俺おれには妹とかロリ属性はないんです。せめて、せめてフェニの人型が俺と同じくらいの年齢か、もしくはもう少し胸があればと、思わないではいられない……！」

「えっと……ごめんね？」

「けど大きすぎるのもダメです。やはり何事も慎つつしみが一番です……窒ちつ息そくしないくらいの」

「なんか、根が深そうね……」

　深刻なトラウマを抱えた傷病兵を思わせる惟月の顔に何を見たのか、フェニは心から同情したように彼の肩を叩いた。

　コーヒーも飲み終えると、惟月は身み支じ度たくを整えはじめた。正体はともかく外見は可憐な少女がいるのを気にせず着き替がえはじめた惟月に、フェニは顔を押おさえてキャーキャー言っていたが、着替え終わった惟月の姿を見て一言、

「……ほんとに高校生だったんだ」

「よく言われます」

　慣れた様子で肩を竦すくめると、惟月は思い出したように懐ふところから一枚の紙を取り出した。

「出会った神様の皆みなさんに訊きいているんですが、こんな女め神がみさまを見た事ありません？」

　そう言って紙に書かれた似顔絵を見せると、フェニは眼めをパチクリさせた。

「これ……昨日の人間シューティングスターじゃないの？」

「似てますけど違います」

　惟月が幼い頃ころに出で逢あった『神さま』の似顔絵である。

　顔を近づけてまじまじと見回したフェニは、やがて納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「ああ……たしかに違うわね。別人というか別べつ神じん？」

「ええ。明らかに違います」

「うん、胸が」

「ええ、胸が」

「うーん……残念だけど知らないわ」

「そうですか」

　惟月は気落ちした風もなく似顔絵をしまった。

　こういうやりとりは何度も経験している。所しよ詮せん、一度会っただけの名前も知らない『神さま』を探そうというのだ。慌ててもしょうがない話だった。

　惟月はフェニに今日はこの部屋に隠かくれているように言い置き、廊ろう下かに出てドアを閉める。

「……ふぅ、ヤバかった」

　すこし前かがみになった惟月が汗あせをぬぐった。

「おやおや、朝から元気だねぇ」

　二階の廊下の向こうから、金きん髪ぱつ碧へき眼がんのとんでもない美青年が手を振って近づいてきた。輝かがやくような美貌だが、惟月にとっては見知ったお隣となりさんなので普ふ通つうに挨あい拶さつをかわす。

「おはようございます、ガブリエルさん」

「おはよう少年」

　いつもながらの笑顔であったが、惟月はガブリエルの頭に浮かんだ輪っエンジエルか・ハイロウに元気がないのに気付いた。いつもの春の日差しが、冬の曇くもり空ぞらみたいに薄ぼんやりしている。

「お疲つかれですか？　今日は遅おそめのお帰りみたいですし」

「うん。お客さんが返してくれなくてね。嫌いやな事があったらしくて、ワインを三本も空けて愚ぐ痴ちり続けていたんだよ？」

「ホストって仕事も大変ですね」

「大変だよ、そりゃ。けど、迷える子羊の話を聞くのに違いはないからね？　ほら、それにもともとボクってお告げや忠告するのが仕事だし？」

「調子に乗って、お客さんに受じゆ胎たい告知なんてしないでくださいね？」

「あはははは！　ウケるジョークだね、少年！」

　ガブリエルは快活に笑って自分の部屋に引っ込んだ。

　さわやかな美青年の笑顔に一筋の汗が流れたのを惟月は見み逃のがさなかったが……気のせいだと思い学校へ向かい――




　――あっ――




　――という間に放課後になった。

　惟月はあくび混じりに教室から玄げん関かんに向かう。道すがら江藤探たん偵てい事務所に連れん絡らくしてみるが、留守番電話に変わるだけだった。江藤の携帯電話も同様である。

「……やれやれ。あのあと電話した時には任せとけって言ってたのに」

　携帯をしまい下げ駄た箱ばこから外履ばきを取りだそうとすると、靴くつの上で何かがキラリと光った。

「おんや？」

　五〇〇円玉とその下に挟はさまれたメモ用紙を取り出すと、惟月は校門へ向いていた足を旧校舎へと向け直した。

　取とり壊こわされる予定の旧校舎の周りに人気は皆かい無むだった。物好きな生徒が溜まり場ばにしたりしていたのだが、とある一組の男子女子が不届きな行こう為い（風紀担当の体育教師談）に及およぼうとしていたのを発見され、それ以来扉とびらという扉、窓という窓を出入り不能にしたのだ。

　旧校舎の裏に回り込むと、一人の少女が惟月を待っていた。

　ショートカットに眼鏡を掛けた、派手さはないが落ち着いた物もの腰ごしの少女だった。気弱そうな表情だがまっすぐこちらを向いた瞳ひとみに、惟月は好感を持った。

「……〝彼かれ氏し代行業〟の守倉先せん輩ぱい、ですよね？」

「あー、まぁその通りなんだが……」

　我わが事ながら、惟月はなんとも言えない肩かた書がきに苦く笑しようした。

　困ってる生徒（主に女子）の問題を解決する手助けをしている内に、妙な通り名を与あたえられて便利屋と認にん識しきされてしまっているのだった。探偵助手妙なバイトのおかげでスキルは十分なので、ストーカー化したモトカレを追おい払はらうのに重宝されている。靴くつ箱ばこの五〇〇円玉も、いつの間にか『手付金』としての合図になっているのであった。

（宣伝してるわけではないんだけど、な）

　厄やつ介かい事と厄介事を抱えた人々が磁石に引き寄せられる砂鉄のように集まってくるのに首を捻ひねる惟月であるが、これには彼の雇やとい主ぬしである江藤祐作が見事に説明している。

　曰いわく、『名探偵の資質がある』と。

「……突然お呼び立てして申し訳ありません。私は――」

「一年Ｃ組出席番号二七番の原はら田だ美み代よさん、だよね？」

　惟月に先んじられ、原田美代は目を丸くした。

「私をご存じなんですか？」

「記き憶おく力りよくは良い方なんだ。ああ、ただし美人限定で」

　惟月はひょいと肩を竦めておどけて見せる。

　実際に記憶力は良いし、人の顔と名前をセットで覚えるのも手慣れたものなのだった。もちろん、女性の方が記き憶おくに残りやすいのは言うまでもない。

「それで、俺に何の用？　何か困り事？」

「ええ、その……恥はずかしいので、近寄っていただけますか？」

　もじもじする美代へ気軽に頷き、惟月は彼かの女じよの元へと歩み寄った。ほとんど密着状態にまで近づくと、美代は背せ伸のびをして惟月の耳元に囁きかけて来た。

「……先輩、私を助けてくださいますか？」

「目の前で困ってる人がいたら助けるさ。とくに君みたいな可愛かわいい後こう輩はいだったらなおさら。どうすればいいの？」

「簡単です……わたしと、ある所に来てもらいたいんです……人気のない所に」

「喜んで！　……と言いたいところだけど」

　惟月は、さりげなく死角から腰こし元もとに回された彼女の手首を掴つかみ取った。

「強引なのは嫌きらいじゃないし、刺し激げき的てきな関係は望むところだけど……これはちょっと」

　美代はぎょっとした顔になって身を引こうとした。

　惟月は彼女の右手が握っていた物だけ取り上げて手を離はなす。

　美代は怯おびえた顔になって数メートルの距きよ離りをとった。

「……さすがに電でん撃げき的てきな関係はいただけないよ」

　惟月は美代から取り上げたスタンガンのスイッチを押した。意識どころか生命いのちも危機ヤバそうな火花が盛大に散る。手早く本体からバッテリーを抜き出し、それぞれを別の方角へ投げ捨てた。

「……すごい勘かんのよさですね」

「いろいろ慣れちゃってるからね。これくらいはちょっとした挨拶みたいなもんだ」

　惟月はあえて気軽な調子で言った。襲おそわれかけた惟月より襲いかけた美代の方が、よっぽど追い詰つめられた顔をしているからだった。

「それで、いったい何関係？　恋れん愛あい関係？　バイト関係？　まさか俺の親関係かな？」

「あえて言えば宗教関係だ」

　惟月の問いに答えたのは美代ではなく、彼女の背後に現れたスーツ姿の男だった。

　美代が振り返かえる前に、スーツを着た男は彼女を押さえてナイフを取り出した。

「ひっ！」

「久しぶり、といっても素す顔がおを合わすのは初めてだね。昨日の夜に会ったばかりなのだが」

　その一言ですべて察し、惟月は盛大に苦虫を噛み潰つぶした。

「……トンガリ頭巾の中の人か。たった一晩しか経ってないのによくもまあ」

「有益な情報を手に入れてね。穏おん便びんかつ迅じん速そくに招待しようと思ったが、こちらのお嬢さんの手際が悪かったのでね。少しばかり強引にいかせてもらうよ？」

　スーツの男がそう言うと、十名ほどの男たちがわらわらと湧わいて出て来た。トンガリ頭巾こそかぶっていないが、その没ぼつ個こ性せい的な雰囲気に変わりはなかった。

「……どうなってるんだ、この学校のセキュリティは」

「さあ、一緒に来てもらおうか守倉惟月くん。私たちはこの後、君が持ち出した貴重な鳥も回収しないといけないのでね」

　男は惟月に見せびらかすように、ナイフを美代の首に突き付つけた。

　少女の怯えた顔を見て、惟月は今すぐ眼の前の男を殴なぐり飛とばしたくなった。だがぐっと堪え、いかにも逃げ出すそぶりを見せて軽薄に笑う。

「――彼女に人ひと質じちの価値があると思ってるなら、おめでたいと言わざるを得ないな」

「通りすがりの正義の味方が目標なのだろう？　いたいけな少女を見捨ててはおけまい」

「どうかな……そっちこそ彼女を傷付けられるの？　それって信しん仰こうの裏切りじゃない？」

「心配ない。すでに確かく認にんはとってある。なに、殉じゆん教きようはこれ以上もない美徳だよ」

　取り押さえる男の言葉を聞き、首を絞しめ付けられていた美代が苦しそうに身み悶もだえした。

「そんな……母さん、が……？」

「君の母上は立派だよ。我が娘むすめを差し出す信しん仰こう心しんの篤あつさは、皆が見習うべきものだ」

「ウソ、ウソ……」

　否定の言葉を唱えながら、美代の体からはがっくりと力が抜ぬけていった。

「強引なのは嫌いではないんだろう？　さぁ、一緒に行こうじゃないか、守倉惟月くん」

　リーダー格の男がにやにやと笑いを深めた。他人の運命を掌てのひらで転がすことに愉ゆ悦えつを見み出いだす者特有の笑えみ――惟月が大っ嫌いな表情だった。

「……」

　惟月は顔から表情を消した。そして、押し黙だまって両手を上げる。

「よろしい。では――」

「では、誘ゆう拐かいと脅きよう迫はくと暴行の現行犯ってことで」

　はたと響いた声に、この場すべての視線が集中した。

「ホントにこんな所で誘拐しようとするとは……けどこんなに簡単に侵しん入にゆうされるなんて、さすが日本が誇ほこるゆとりの教育現場ね」

　スーツ男のナイフを握った手を捩り上げているのは、惟月が昨日の夜に出会った、あの金きん髪ぱつの少女だった。金の瞳ウルフアイが、鋭するどくこの場を睥へい睨げいする。

「な、何だ貴様は――ぁああああああっ！」

　男の手首がボキリと音を立ててあっさり折れ曲った。少女が手を離すと、男はナイフと美代を放ほうり投なげ、握り潰された自分の右手首を抱え込んで嗚お咽えつを漏もらした。

「ひ、ひぐぅ……お、俺の、俺の手ぇえええ……こ、殺せ、殺せぇええええ！」

　男が信者たちに命ずるが、すでに遅きに失した。

　美代が男に放り出された時点で、惟月は手近な男に思いっきり蹴けりを見み舞まった。げぇ、と男が倒たおれるまでの間に、さらに二人を行動不能にする。あまりに手なれた鮮やかな手並みに、男たちはなんとも簡単に膝ひざを折られ、足の指を踏み砕かれた。

「えげつな……あんたホントに高校生？」

「良心回路が故障中でね！」

　少女の皮肉に言い返すが、そう言う彼女も相当えげつない。

　何しろ彼女のパンチやキックがヒットするごとに、男たちは数メートルも吹っ飛び、旧校舎の壁かべやら植木に激げき突とつしてゆく。体格を無視した、悪夢みたいな怪かい力りきだった。

「ひっ、ひぃぃいいいいい！」

　さっきまでの得意げな顔はどこへやら。リーダーの男は部下を置いて逃げ出した。

「やれやれ。どこへ行くつもりなんだか、なっ！」

　手て頃ごろな石を投げ放つと、見事男の後頭部にヒットした。

　倒れた男はなおも這いずって逃げようとするが、追い付いた惟月は容よう赦しやなく男の膝ひざ裏うらに踵かかとを振り下おろした。膝の皿を割られ腱けんを剥離され、男は甲かん高だかい悲鳴を上げた。

「五月蠅うるさい」

　惟月は男を仰あお向むけに蹴り転がしてマウントポジションを取り、鼻っ柱に拳こぶしを叩き込んだ。

「ひぎぃいいいい！　お、俺はただ命令ざれただけなんだ！　だがら――」

「煩うるさい。黙れ」

　男は引き付けを起こすように言葉を詰まらせた。

　惟月は男に顔を近づけ、せいぜい友好的に笑い掛けてやった。

「あんたは命令されたおかげでこんな事が出来たんだろう？　自分の由より処どころを預けといて今さら騙だまされましたなんて、不義理にもほどがあるんじゃないか？」

「ひ、ひぃ……」

「業ツケを払え！」

　裏拳で眉み間けん、さらに掌底で顎あごを打ち据すえる。男は一いつ瞬しゆん激痛に顔を歪ゆがませたが、脳のう震しん盪とうを起こしてすぐ静かになった。

　それで惟月は男に興味を無くし、茫ぼう然ぜんとへたり込んでいた美代の許もとに歩み寄った。

「……原田」

　美代は、惟月に呼よび掛けられてびくっと身体を震ふるわせた。おずおずと顔を上げた彼女の瞳は、濁にごって潤んで揺ゆれていた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。俺は無傷だ。気にしちゃいない。……君も辛つらかったろ？」

「…………うっ」

　くしゃっと顔を歪め、美代は惟月に縋すがり付いて泣きじゃくった。惟月は何も言わず、彼女の背を優しく撫なでてやる。

「――お取り込み中のところ悪いけど」

　金髪の少女は、惟月に介かい抱ほうされる美代に声を掛けた。

「あ、あなたは……」

「いったい何者だ？」

　美代と惟月の問い掛けに、少女は懐に手を突っ込み――ドラマのワンシーンの如く『それ』を掲かかげた。

「警視庁刑けい事じ部ぶ、神群活動保全課――通称『カミカツ』の薊あざ谷みやサキだっ！」

　彼女が掲げたものは、たしかに警察バッチに見えた。ちゃんと本人の写真も入ってる。

「…………」

　少女――薊谷サキの予想斜ななめ上うえの自己紹しよう介かいに、惟月は目と口をあんぐりと開いた。

「…………『カミカツ』って、あの？」

「……どれなのかは、あえて聞かないことにするわ」

　自分の所属している組織をめぐる噂うわさなどは聞き知っているようで、サキは曖あい昧まいな顔で惟月から目をそらした。

「……ま、警察って言っても、ほとんど外がい郭かく扱あつかいだしね。あたしの仕事は、あのフェニックスが殺されかけたところで踏ふみ込んでこの連中――新興宗教団体『神殿の集い』を一いち網もう打だ尽じんにする事だったんだけど……あんたがやってきたせいで台無しだったわよ、まったく」

　彼女はそう言って、周りを見回してため息をついた。

「まぁ、一いつ斉せい検挙する材料はおかげでこうして確保できたし、その意味では感謝してあげてもいいわ、守倉惟月」

　サキの金の瞳が注がれると、美代はびくりと身体を震わせた。

「……警察？」

　美代が茫ぼう然ぜん自じ失しつに呟くと、サキはこくりと頷いた。

「あんたの母親が帰き依えしている『神殿の集い』は、対神刑けい法ほうその他に抵てい触しよくする犯罪行為を行っている。その証しよう拠こが――あんたよ、原田美代。色々聞かせてもらえる？」

「………………母は裁かれるのね？」

「被ひ害がい者しやとしてあげたいところだけど、あんたに守倉惟月を誘拐するよう教きよう唆さした罪が適用されるでしょうね。……ま、それはあたしの管かん轄かつじゃないけど」

「……そう、そうですか……」

　美代はそう言って笑うと、隣の惟月へ顔を上げた。

「……原田？」

　自分に向けられた虚うつろな笑みに惟月が問とい掛けると、彼女は惟月の胸を押し退のけ、すぐそばに落ちていたナイフに飛び付いた。

「先輩……すみませんでした」

　原田美代は先ほどまで突き付けられていたナイフの切っ先を、自分自身の手で喉へと叩たたき込んだ。




　流れ出る血を、薊谷サキは興味深げに眺ながめていた。まさかこういう具合になるとは、ちょっと予想外だった。

「せ、せんぱ……」

　自決しようとしていた原田美代が茫然と呟く。

「あぶないだろ？　こんなナイフものを自分に向けたら、さ」

　惟月はにこやかに、あるいは呑のん気きに笑っている。美代に語り掛ける言葉も『拾い食いしたらだめだろう？』とでも小さい子を窘たしなめるような調子だ。

　だが彼の右手は、少女の喉に付きこまれようとしたナイフをがっちりと握っていた。刀身を直に掴んでいるため、当然ながら赤い血がぼたぼたと流れて出ている。

「あ、ああ……」

　原田美代は混乱しきった様子で、惟月の笑顔と流れ出る血との間で何度も視線を移動させた。

「ほら、痛いんだよ？　ナイフで切られたら血が出るんだからさ」

　そう言う惟月の顔には痛覚の気配は微み塵じんもない。痛みなど感じないかのようだ。

　だが美代が感じる赤い液体の血ち生なま臭ぐささも熱さも本物だった。彼女はますます混乱する。

「あー……すまないけど、そろそろナイフを放してくれる？」

　そう言われて、美代はようやく自分がナイフを握っていたのだと思い出だしたようだ。一度は自分に叩き込もうとしていた凶きよう器きから、慌あわてて手を離した。

「よしよし。いい子だ」

　惟月は取り上げたナイフをぽいっと放った。

　放り投げられたナイフは、這いずって逃げようとした信者の尻にぶすりと突つき刺ささった。

　ドブネズミみたいな悲鳴を、サキはサービス精神から蹴ったぐって停止させた。

「よく頑がん張ばったな」

　目を戻もどすと、惟月の手刀が彼女の首筋に打ち込まれたところだった。原田美代は穏おだやかとは言えないでも、険しくはない顔で気を失った。

　優やさしげな手つきで美代を横たえさせた惟月に、サキはいまだ流れる血を眺めながら声を掛けた。

「……刃はを掴むくらいなら、手首とか柄つかを握ることも出来たんじゃない？」

「それだと、彼女を思おもい留とどまれなかったかも知れないしな」

　肩かた越ごしに振り向いた惟月が何てことないように答えた。

　惟月の返答を聞き、サキはかるく眼を見張った。

「ショック療りよう法ほうで落ち着かせるため？　そのためにわざわざ怪け我がを？」

「さあて、とっさの事だったし……てかイタっ！　焼けるような痛みが！　血が、血がぁぁあああああ！」

「……なんだかな……」

　サキは呆あきれ半分、感心半分で苦笑した。守倉惟月が大した嘘うそ吐つきだと分かったからだ。

　彼女は懐から応急処置用の血止め軟なん膏こうを取り出し、惟月に投げ渡わたしてやった。

　軟膏のケースを受け取り、惟月はパチクリと瞬まばたきする。

「血、止めなさいよ。血を滴したたらせたって気持ち悪いだけよ、三枚メガネ」

　ふんっと鼻を鳴らすと、サキはさらに携帯電話を取り出して連絡をはじめた。

「律子、証拠人は確保した。もう踏み込んでも――待てってなんで？　――――公安や捜そう査さ一課との擦り合あわせ？　そんな事してる間に逃げ出しちまうでしょうが！　守倉惟月と不死鳥の身み柄がらを確保できなかった時点で、あいつら失敗悟さとってトンずらして――ああ、もういいわよ！」

　サキは舌打ちをし、悪態を吐きながら電話を切った。

「まったく――だからあたし一人で終わらせたかったのに！　面めん倒どう臭くさいったら……」

「協力しようか？」

　落ち着いた声に、今度はサキが瞬きする番だった。

「なし崩くずし的に踏み込める理由が欲ほしいんだろ？」

「……自分が何言ってるか分かってる？　ランジェリーショップで買い物するのとはワケが違ちがうのよ？」

「もう手付金ももらっちゃったし、『助ける』とも言っちゃったしな」

　そう言って、惟月は血を止めた右手で五〇〇円玉を弾はじいた。クルクル回る硬こう貨かをぱしっと受け取ると、彼はニンマリと笑った。

「それに――趣しゆ味みなんだ。神様気取りでふんぞり返ってるヤツを泣なき面つらにするのが」

「……イイ趣味してるわね」

「ランジェリーショップを覗のぞき込むよりは健全だろ？」

　人を喰くったセリフにサキは破顔した。

　押し付けて来る奴。

　物知り顔な奴。

　そういう連中は、サキが何よりも大っ嫌いな連中だった。手早く片づけられるならそれに越こした事はない。

　それになにより、この妙な少年である。

　軽薄で能天気なスケベオヤジみたいかと思えば、やたらに胆きもが据わった側面も垣間見せる。いったい何をどうすればこんな少年のが出来上がるのか。

（昨晩の事もあるしね……恨うらみ晴らしに、すこしばかり試ためしてやろうじゃないの）

　サキの口くちの端はが自然と持ち上がった。微び笑しようと表現するにはどこか野性じみた匂においのする笑い方だった。

「付き合ってあげてもいいわ、守倉惟月」

「『惟月』でいいよ、薊谷サキさん」

　血を止めた右手を上げながら惟月が言った。

「――なら、あたしも『サキ』でいいわ。せいぜい足を引っ張らないでね、惟月」

「ああ。よろしく頼たのむよ、サキ」

　握あく手しゆし合うと、サキは片目を瞑つぶって試すように問い掛けた。

「で、作戦は？」

　現地調達した彼女の即席インスタント相棒は、携帯電話を取り出して見せた。

「――フェニ？　惟月です。ちょっと質問なんですが、声こわ色いろを変える事って出来ます？――――プロの声優なら当たり前？　そうですか。それは良かった……」

　惟月は眼鏡を光らせて、実に人の悪い笑みを浮かべた。

「……早まったかしら……」

　確信的な愉ゆ快かい犯はんじみた惟月の笑顔に、サキは早くも一いち抹まつの不安を覚えた。




同日　１８：０５




「――自己紹介がまだだったね？　私が神しん殿でんの集つどいを主しゆ宰さいする神かみ雅が狩かり六りく道どうだ」

　惟月は、とある廃はい工こう場じようでトンガリ頭ず巾きんの一団とご対面中だった。

　二十人以上はいるトンガリ頭巾の中で一番飾かざり立たてられた人物が、ロープでぐるぐる巻きにされた惟月を見下ろして居い丈たけ高だかに自己紹介した。

「……その無意味やたらにかっこいいトンガリ頭巾と、いちいち鼻に掛かかった言い方は覚えがありますよ、田た中なかさん」

「田中ではない！　私はそんな俗ぞくな名ではない！　私は人類を神に導く新たな救世主、神雅狩六道である！」

「すみません田中さん」

「田中言うな～っ！」

　カルト教団の首領である神雅狩六道（本名、田中三さぶ郎ろう）が、息を切らしながら怒ど声せいを上げた。お付きのトンガリ頭巾たちが「落ち着きください教祖さま！」とあわてて宥なだめすかす。

「ふぅ、ふぅ～～…………ふふん。私の名前くらい知っているという意思表示かね？　ずいぶんと余よ裕ゆうだね？　自分の立場が分かってるのかな？」

「まんまと騙されて気絶させられ、気が付いたら縄なわで縛しばられ見知らぬ場所に連れてこられ、今まさに殺されようとしている……って感じ？」

「そう、君はこれから死ぬ。若い身空で残念だがね。君が助けたあのフェニックスもしばらくしたら此こ処こに連れてこられるだろう。さっき、そのように連絡があったからね。ま、運が悪かったと諦あきらめてもらおうか」

「なんでそんな事を？　別に零れい落らくした不死鳥の肉を喰っても何もならないだろうに」

「ふふ、君くらいの若さだと実感はないかも知れんが、《大零落》をこの身で体験した者たちには、ひとつの実感があるんだ」

　がらんとした廃工場に、田中の朗々とした演説が響き渡った。

　一応は新興宗教の教祖だけあって、なかなか堂にいった語り方である。

「この世が『世界』と言う名の物語ストーリーだったとして、『人間』は背景と同意のその他大勢エキストラだ。役名も台詞せりふも用意されてはいない。そんな事に耐たえられるか？　いや、耐えられるハズがない！　かの思想家もこう言っている。『神々が在るのなら、どうして私は、自分が神と成らないことに堪たえられようか』と！　そして、神は在った！　なら我々が神となるのに何の逡しゆん巡じゆんがあろうか！」

「で、そこらの神様をひっ攫さらって殺す、と？　それで神になれるのか？」

「証明にはなるだろう？　私が神を殺せる存在だと！」

　得意満面な田中の返答に、惟月は肩かた透すかしを食くらって嘆たん息そくした。

「……それって要するに、弱った相手をタコ殴りにして自分は強いって自じ慢まんする、めちゃくちゃ情けない論理じゃね？」

「ん、なっ！」

　惟月が言うと、田中は本気で意表を突かれたような声を上げた。

「残念だ……中々病を治せる医者はいないもんなぁ……」

「……中々病？」

「中年の中ニ病、的な？」

「こ、このガキ……こ、殺せ！　今すぐこのガキを殺せ！」

　教祖の命令にトンガリ頭巾の一人がナイフを振り上あげた――その瞬しゆん間かんだった。

　彼らの頭上、廃工場の天てん井じようにある窓が突然割れ、黒い塊かたまりが降ふってきた。黒い塊は惟月を殺そうとしていた男を押しつぶし、少し遅おくれてガラスの破は片へんがパラパラと降ってきた。

「……か」

「棺かん桶おけ……？」

　落ちて来た黒い塊、黒い長方形の匣はこは、確かに一見〝棺桶〟に見えた。

「言っとくけど、私の趣味じゃないから。ウチの趣味人の趣味、よ」

　少し遅れて、棺桶の上に一人の少女が着地した。ドズンッと重々しい音が響き、棺桶の下した敷じきになった男が「ぐえっ」と呻うめいた。

「な、何者だ！」

　田中が驚おどろいた声を上げる。

　この場すべての視線の焦しよう点てんとなった少女は、ふふんと鼻を鳴らして見み得えを切った。

「問われて名乗るもおこがましいが――」

「警察の方から来たそうです」

「んなっ！　こ、この鬼き畜ちく眼鏡！　人の決め台詞を奪うばうとは――きさまは悪あく魔まかあ！」

　ガラス片へんでさっさと縄を断たち切きり立ち上がった惟月に、サキは涙なみだ目めになって抗こう議ぎした。

　そこでようやく自分たちこそがハメられたのだと悟ったのだろう。田中教祖が、これまでで一番大きい声を張り上げた。

「さっさと殺せ！　二人とも殺せ！」

　惟月とサキのやり取りに呆ぼう然ぜんとしていたトンガリ頭巾たちが、田中の怒声にハッとする。ナイフを抜いたり転がっていた鉄パイプを掴み上げ、一斉に凶器を掲げて迫せまってくる。

「頭、邪じや魔まっ！」

　大上段の横蹴りを、惟月は低くしゃがんでやり過ごす。彼の頭上を通り過ぎたサキの長い脚あしは十分なしなりを以もつてトンガリ頭巾の一人のど頭を直ちよく撃げきした。

「お、黒」

「って、こんな時までセクハラか！」

　状じよう況きようをわきまえぬ惟月の言葉に、サキは振り上げた足を勢いよく振り下ろした。

　惟月がひょいと避さけると、サキの踵は惟月の背後に迫っていたトンガリ頭巾の脳天に突き刺さった。潰れた蛙かえるみたいに呻いて倒れたトンガリ頭巾を見下ろし、惟月はサキにびしっと親指を立てた。

「ないすあしすと！」

「ウソつけ！」

「何をしてる！　数で押し包つつめ！」

　田中教祖の指示を受け、トンガリ頭巾たちが一斉に飛び掛かかってくる。

　サキは〝棺桶〟から飛び降りると、惟月への苛いら立だちを紛まぎらわすように獰どう猛もうな笑みを整った顔に浮うかべて『獲え物もの』へ飛び掛かった。

「いざ――成punish敗 them！」

　サキの金のツインテールが翻ひるがえるたび、トンガリ頭巾の男たちはこの世の終わりみたいな悲鳴を上げた。見た目は華奢な少女の、その拳が叩きこまれると二メートルも吹ふっ飛ぶのだ。トンガリ頭巾の下は蒼そう白はくになっているに違いなかった。

　サキが与くみし難がたいと見るや、トンガリ頭巾たちは惟月へと殺さつ到とうした。

　惟月は傍かたわらに突き立つ棺桶を見た。意外にも握りに相当する部分があり、『Pandora Box』の銘めいが彫ほられている。両手で握り込み、ケースをぶん回す要領で体ごと振り抜く。圧あつ倒とう的てきな質量で、信者たちが三人ほどまとめて吹っ飛んだ。

「お、意外にイケる！」

「あきれた。とんだ体力バカね！」

　相手の肩かた口ぐちに踵落としで鎖さ骨こつを、回し蹴げりで敵の肋ろつ骨こつを叩き折りながらサキが叫さけぶ。

「引ひっ越こし業者のアルバイトしてたしな！　重い荷物振り回すのは慣れてる！」

　惟月が棺桶パンドラボツクスを振り降ろして叫び返した。下敷きになったトンガリ頭巾が不ふ吉きつな音を立てて押しつぶされた。

「……ふあははははは！」

「……あっはっはっは！」

　気合いの代わりとばかりに笑い合った二人は、トンガリ頭巾たちを次々となぎ倒して行く。

　トンガリ頭巾たちの掛け声が、徐じよ々じよに悲鳴に変わっていった。

「この！　死ねガキが！」

　トンガリ頭巾の一人が銃じゆうを取り出し、サキの頭を狙ねらい引き金を引く。

　サキが金髪を乱して仰のけ反ぞるのと銃じゆう声せいが響きわたるのはほとんど同時だった。

　射しや撃げき手しゆがニヤリと目を細めるが、

「いっつ――！　そんな危ない銃を人に向けていいと思ってんのかコラ！」

　弾たまはサキのおでこに触ふれるか触れないかのところで止まっていた。

「な、なぁ――っ？」

　慌てた射撃手がさらに乱射するが、

「ぎゃあああああああっ！」「イテェエエエエエエエエエっ！」

　流ながれ弾だまや跳ちよう弾だんを喰らったトンガリ頭巾たちが地面をのた打ち回った。狙われた当の本人は多少顔をしかめつつも、弾だん丸がんをはじいてズンズンと突き進すすむ。

「そんな危ない銃ものを人に向けるな！」

　おそらくその言葉は、誰だれよりも射撃手の方が言いたかったろう。だが危険きわまる拳ものを喰らった彼は顎を複雑骨折して言葉を奪われ、一言の悲鳴もないままきりもみ飛行して固い地面に激突した。

「銃じゆう刀とう法ほう違い反はん、ついでに殺人未み遂すいも追加！」

「いや、どっちかといえば正当防衛を適用してやるべきだろ」

　最後のトンガリ頭巾の横よこっ面を棺桶で叩き潰した惟月がツッコんだ。

　通り雨のようなひと幕で、廃はい工こう場じよう内ないのトンガリ頭巾は一いつ掃そうされていた。

　残ったのは一番派手で立派な頭巾を被かぶった教祖様だけである。

「惟月、その田中さんはあんたに譲ゆずってあげるわ」

　手をパンパンと叩いて言うサキに、惟月は意外に思って眉まゆをひそめた。

「殊しゆ勝しようだな？　てっきりケーキの苺いちごを独ひとり占じめする性格かと思った」

「ふんっ。意外に女を見る目がないわね？　あたし、イチゴは嫌いなのよ」

「そうか？　けど世間は無む垢くな〝いちご〟じゃないと萌もえないっていうけどなあ」

「？　何のこと？」

「分からないなら気にするな。それより今は田中さんだ。ねえ、田中さん？」

「田中タナカうるさい！　そんな平へい凡ぼん極きわまりない名前はたくさんなんだよ！」

「日本中の田中さんを敵に回したわね」

「米国や南米辺りの日系人の方々もな。ついでに火星と木星の間のとある小しよう惑わく星せいも」

「三文夫婦めおと漫まん才ざいはもうたくさんだ！　小こ洒じや落れた名前を持つ輩やからに、私の気持ちが分かってたまるか！」

　田中は眼を血走らせ、奇き声せいを上げて懐から拳けん銃じゆうを取り出した。

　サキに効かないのは先ほど見たばかりだった彼は、銃じゆう口こうを惟月に向けた。

「さっさと両手を挙げて跪ひざまずけ！」

「――だってさ。どうする？」

「どうしようかねえ」

　銃を向けられた惟月はけろりとしたものだった。

　それどころか軽く笑みさえ浮かべ、自分の顔の真ん中を狙う田中にこう言って見せた。

「どうでもいいけどその銃、安全装置が掛かったままだけど？」

「へ？」

　田中は思わず手にした銃に視線を向けた。

　惟月は手にした棺桶を放り出して走り出す。蹴りをひと当てすると回転式拳銃は田中の手をすっぽ抜け、くるくると飛んでサキの手の平に収まった。

「おっと。――まさか本当にこんな手で銃を奪われる奴やつがいるとはね」

「構え方からして慣れてないのバレバレだからなあ」

　惟月はさもありなんと肩かたを竦めた。

　一方、最後の砦とりでを失った田中は、呆然とした後に慌てて両手を挙げた。

「こ、交こう渉しようしよう！　お前が欲しいものはなんだ？」

「へぇ？　平へい凡ぼんが嫌いな割にはいかにも凡ぼん庸ようなセリフだ」

「ぐっ……ああ、そうだ、金か？　金ならあるぞ？　たんまりと！」

「信者から絞しぼり取った金だろ？」

「そうだ！　何しろ凡ぼん人じんには判断力というものがないからな！　奴らは思想の家か畜ちくだ。『真理』という餌えさをやればいくらでも寄ってくる。鶏にわとりや羊と同じだよ！」

「……そりゃすばらしい。さぞイイ気分なんだろうな」

「ああ！　信仰を試すと言えば、奴らは進んで何でも差し出すからな！　金も家族も――おお、そうだっ！　女か？　女が欲しいか？　ならいくらでもいるぞ！　バカな信者たちが差し出した若い娘が山ほど――」

　ごく自然に右手が動き、目の前の男を思いっきり殴り飛ばしていた。

　惟月はサキに歩み寄って拳銃を奪い取り、両手でしっかりと田中に照準を合わせた。

「――人に命令して愉たのしかったか？」

　発はつ砲ぽう。足元に着ちやく弾だんし、田中は身を縮めた。

「大勢の人間から崇あがめられて気分が良かったか？」

　さらに発砲。弾丸が肩を掠かすめ、田中は甲高い悲鳴をあげた。

「舌先三寸で手に入れた力で人を弄もてあそべば、自分が偉い大だいな存在だと思えたか？　神みたいな気分に浸ひたれたか？　言ってみろよ教祖様！」

　発砲。残弾をすべて吐き出すまで、休むことなく連続で引き金を引いた。

　周囲に着弾した衝しよう撃げきで田中は恐きよう怖ふのあまり放ほう尿にようし、頭巾が外れた顔は醜みにくく歪んでいた。彼かれの素顔は、どこにでもいそうな髪かみの後退した四十がらみの中年男だった。

「……ちなみにその銃の扱あつかい方かたは？　防犯グッズの専門店でもバイトしてたの？」

「ちょっとした嗜たしなみだよ。銃の扱い方なんて、男の子ならみんな知ってるって」

　呆れ顔がおのサキに軽口を叩いて撃うち尽くした拳銃を放り投げると、惟月は断固たる歩調で田中へと向かって行った。

　田中はいやいやと首を振ふったが、腰が完全に抜けて這はいずることも出来ないでいた。

　哀あわれな姿だ。憐あわれすぎる姿である。

　だがこの情けなさ窮きわまったおっさんを容赦するつもりは、惟月には毛頭なかった。

「や、やめ……ど、どうしてこんな……」

「別に頭の足りない連中相手にお山の大将してたんならどうでも良かったけど、目の前に出てこられちゃうと放っておけないし……まあ、行いき掛がけの駄だ賃ちん？」

「い、行き掛けの駄賃？　つ、ついでだとでも言うのか？　そんな理由で……」

「昨日も言ったろ？　通りすがった時くらい、正義の味方してみたいじゃないの？」

　笑っていたし口調こそ軽かったが、惟月の拳は固く握りこまれていた。そしてその拳をゆっくりと、見せつけるように大きく振りかぶった。

「あんたは平和に生活してた神様フエニを誘拐した。あげく、一人の女の子に犯罪を強要した。だから俺おれは、あんたを殴る。打ぶん殴る。思いっきり打っ飛ばす。業ツケを――払え！」

「ひいぃいいいいいっ！」

　悲鳴を上げて頭を抱かかえる田中を殴ろうとした――その瞬間。

　何かに気づいたサキが、慌てて惟月の前に割り込んで後ろに下がらせた。

　田中を中心として、巨大な顎が閉じられた。まるで地面を泳ぐサメかワニが、地表の獲物を飲み込まんとするかのように。

「なっ！」

　顎が地面に引っ込んでゆくと、飲み込まれた田中も姿を消した。

　ほんの一瞬の、突とつ然ぜんの出来事だった。

「な、なんだ……」

「ごめんねー。一応あんなでも護衛するのがボクの仕事なんでねー」

　おっとりした声が降ってきて、惟月は首を痛めかねない勢いで頭上を仰あおいだ。

　サキが破った、廃工場の天井窓。その端はしに、金髪碧へき眼がんの可愛らしい男の子がちょこんと腰こし掛かけていた。歳としはせいぜい六歳程度、小学校に上がるかどうかの年とし頃ごろだ。天使のような、という形容詞がぴったりのふわふわとした金髪の男の子であった。

「殴りたいのはやまやまだろうけど、逃にがさせてもらったよー。悪く思わないでねー？」

「誰だ！」

　男の子を見上げる惟月の表情は硬かたい。

　幼児の可愛らしい外見とは裏腹な、危険な気配をひしひしと感じ取っていた。

「へぇ？　分かるんだー？　なかなか勘の良い子だねー。若いのに大したもんだー」

　男の子は面おも白しろそうな顔で惟月を見、大きな瞳をすっと細めた。そうするだけで視線が研とぎ澄すまされ、外見に似合わぬ鋭さが顕あらわれた。

「――我が名はヴォラク。三十八の軍団の頭領にして地じ獄ごくの大総裁。契けい約やく者しやに富と蛇へびを与えるもの……だったけど、絶賛落ちぶれ中でねー。まー、あんま畏まんないでよー」

「ヴォラク？　まさか〈蠅の翅音ノイズイ・フライズ〉が関かかわってるの？」

　惟月の隣となりに立ったサキが、驚いた顔で頭上を見上げていた。

「さては――このマヌケなトンガリ頭巾たちに『呪力封ふうじの鎖くさり』を授さずけたのはアンタね！」

「うん、そー。いくら落ちぶれたからって、何の心得もない人間が神様をあっさり捕つかまえるなんて出来ないからねー」

「なんで？」

　惟月が問い掛けると、可愛らしい元悪魔は「んー？」ときょとんとした顔をした。

「あんたの仲間を殺そうとしてる奴らの手伝いを？」

「……それには深いふかーい理由があるんだよ、少年」

　ヴォラクは可愛らしい顔を悲しそうに歪めると、小さな手をその顔の横に持ち上げて、ちんまい親指と人差し指をくっつけた。

「でぃす・いず・びじねす」

『…………』

「なんにせよ、浮うき世よはお金ですよー。衣食住とかいろいろ大変だからねー。魂たましいの代わりにお金をもらう。これが現代悪魔のやり方ねー」

　舌っ足らずに、やたら世せ知ち辛がらい話をしだす元悪魔。外見が可愛らしい天使そのものなので、内容が余計に生々しい。

「まー、そんなワケで、ボクも最低限田中さんくらいは回収して帰らないとお給金がもらえないんですよー、コレがー」

　ヴォラクがよいしょと立ち上がる。

　惟月の産うぶ毛げがぞわっと総毛立った。

「零落しても、それなりの力は使えるんだー。準備もいるし、ものすごい疲つかれるけどねー。

――来たれ、我わが従者！　我が分身！　蛇の主、星空を泳ぐもの！　疾とく来たりて敵対者を蹂じゆう躙りんせよ！　咀そ嚼しやくせよ！　粉ふん砕さいせよ！」

　廃工場全体が揺れる。

　踏み固かためられた床ゆかや、台座用に造られたコンクリート台が、ガラガラとひびが入って砕くだけて行く。砕けた瓦が礫れきは立体パズルのように組み合わさり、立ち上がるようにして一つの巨きよ体たい――双そう頭とうの竜りゆうを顕けん現げんせしめた。

　全長十メートルもあるだろう土石と瓦礫を混ぜ合わされて造り出された双そう頭とう竜りゆうが廃工場内で狭せまそうに身じろぐたび、倒れているトンガリ頭巾たちが軽々と薙なぎ飛ばされた。

「な、なんだこりゃ……」

「じゃ、がんばってー。バイバイキーンー」

　突とつ如じよ現れた瓦礫竜ゴーレム・ドラゴンに唖あ然ぜんとしていた間に、すでに愛らしい悪魔は影かげも形も消していた。

「あの悪魔少年ダミアン！　始末を押おし付けていきやがったわ！」

　サキが罵ののしると、主の悪口を聞きき咎とがめたのか、瓦礫で出来た双頭竜が鋭く睨にらむ。目玉があるはずもないのだが、惟月は生々しい視線が注がれるのをはっきりと感じた。

「……なんか、機き嫌げんがわるそうだぞ？」

「……腹の虫が悪いんじゃない？　……内臓があればだけど」

　返事は幾いく百もの擦さつ過か音が合わさった雄お叫たけびと、石くれと鉄材が並んだ歪いびつな牙きばだった。

『だぁああああああああっ！』

　悲鳴を上げて二人が飛び退いたその場所に、クロコダイルを超こえる大顎が降ってくる。双頭竜は地面を削けずりとって、土くれをコンクリートの牙でガリガリと咀嚼した。
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「ちっ！　しょうがない！　あんた、ちょっと囮おとりになってなさい！」

　一いつ切さい返事を聞かず、サキは惟月の背を蹴り付けた。

　たたらを踏んだ惟月は双頭竜の真ん前に押し出され、目玉なき二対の視線と目があった。

「どっ、どんなムチャ振りだぁああああああ！」

　二本の竜りゆう頭ずや尻尾しつぽ、凶きよう悪あくな脚の爪つめが間断なく振るわれる。びっしりと嫌いやな脂あぶら汗あせを掻かきながら瓦礫竜の攻こう撃げきを避け続ける惟月だが、転げ回る度たびに絶望が大きくなる。何しろ竜の大顎が瓦礫を咀嚼する毎ごとに、瓦礫竜の巨体はさらに肥大してゆくのだ。

　どんどん大きくなる瓦礫竜の躯からだと間合いは、徐々に惟月を追おい詰めていった。

「耳を塞ふさいで頭を下げろ！」

　サキの怒声を聞き、惟月は反射的に頭を抱えて身を伏ふせた。

　爆ばく音おん。

　竜の体から零こぼれた瓦礫が砂すな煙けむりとなって廃工場の内部を覆おおい尽くした。

「この隙すきに！」

「言われるまでも！」

　惟月は一目散に工場の出口へ向かった。

　土つち煙けむりを割さいて外に出ると、廃工場の外は特とく撮さつが出来るくらいのだだっ広い野原だった。確かにこんなところなら、秘密の解体処理にも活用できそうだ。

　十分に廃工場の建物から遠のいて、惟月は肺の空気を残らず吐き出すように嘆息した。

「あー、まったく。あのガキ、とんでもない物を残して行ったわね」

「そのとんでもない物に俺を囮にしたのは何ど処このどいつだ！」

　ちゃっかり〝棺桶〟を回収して横に立っていたサキに、惟月は眼めを吊つり上げて抗議した。

「あたしはイギリス生まれだけど？」

「ドイツだろうがオランダだろうが、グレードブリテン以下略だろうが知った事か！」

「男の癖くせに度量が狭いわね。だいたいあんたあたしの胸を揉もんだじゃない。これでおあいこよ」

「おあいこぉ？　どう思い返しても足りてないぞ？　……いろいろと」

「な、何よ！　あたしの胸が小さいっていう気っ？」

「おんや？　その様子じゃ、自分でも気にしてるのか？」

「ぐっ……き、気にしてなんかいないわよ！」

「そうか。気にしてないんだな。とっても分かった。よおく分かった。すっごく分かった」

「ちょっ、絶対分かってないでしょ！　こら、おい、このセクハラ眼鏡――」

「それはともかく、あれをどうにかしないといけないんじゃね？」

　惟月が指差した先では、廃工場が映画の撮影よろしく内側から派手に吹き飛んだところだった。屋根から突き出された瓦礫竜の二本の竜頭が、猛たけ々だけしい咆ほう哮こうを響かせた。

「どう見ても時間が経たてば大地に還かえるエコロジー設計じゃなさそうだしな。ほっといたら人のいる所へ行って暴れまわるんじゃないか？」

　やり込めたつもりが結局やり込められて唸うなるサキだったが、惟月の言うことはもっともなので不ふ機き嫌げんに鼻を鳴らして気持ちを切り替かえる。

「……ふんっ。やる事は単純よ。ぶっ飛ばせばいいだけ」

　サキが無造作にパンドラボックスの側面を蹴り付つけると、黒い匣の上部ががこんと口を開いた。サキが手を突っ込んで取り出したものを見て、惟月の顎がかくんと落ちる。

「どうしたの？　鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽう食くらったような顔して？」

「いやいやいや、豆まめ鉄でつ砲ぽうどころか……バズーカ砲ほうじゃないか！」

「バズーカじゃないわ」軍用緑色アーミーグリーンの筒つつで肩を叩きながらサキが言う。「Ｍ７２ＬＯＷ――Ｍ２０スーパーバズーカの後こう継けい機きね」

「ハイパーバズーカだろうがザ○バズーカだろうが……」

　惟月は眩まぶしそうに目を細めて、自分がさっきまで嬉き々きとして振り回まわしていた棺桶パンドラボツクスを見やる。今さらながら恐おそろしくなったのだが、同時になんで〝棺桶〟なのかと合が点てんがいった。

「趣しゆ味み的てきな……」

「ベタよね。ま、様式美は重要だと思うけど。あんたも撃つ？」

　そう言って、サキは面白そうに笑いながらバズーカを渡してくる。

「使い方は分かる？」

「だいたいは」

　惟月は受け取った発射器の安全ピンを抜いてカバーを外し、砲ほう身しんを伸ばした。

　惟月が慌てる姿を想像していたらしいサキは、その様子に呆れるのを通りこして疲れた顔になる。

「……なんで分かるワケ？」

「こういうのはサルやゴリラでも使えるように出来ている。そうでないと意味がない」

　惟月は砲身を乗せた肩をひょいと竦すくめた。

「それに日本の男の子なら銃やバズーカの扱い方なんて――」

「分からねーわよ！」

　廃工場を卵の殻からみたいに弾はじき飛ばして巨体を引きずり出し、命なき双頭竜が猛々しく吠ほえる。中にはまだ動けないトンガリ頭巾の男たちがいたハズだが、運が良ければ無事だろう。少なくとも竜の足に踏み潰されてさえいなければ、瓦礫で圧死することはないはずだ。崩れ落おちる筈はずの瓦礫の山は、双頭竜が自分の体へと作り変えてしまっている。

「……まあいいわ。ともかくあの頭をふっ飛ばせば、たぶん形状を維い持じできずに崩れるはずよ」

「しっかし様式美ってなら、こう呪じゆ文もんとかお札とか、杖つえとか剣けんとかバールのようなものとかを使うんじゃないのか？　それともこれは魔ま法ほうの対戦車ミサイル？」

「ごくごく普ふ通つうの形成炸薬弾ＨＥＡＴよ。だいたい疲れるのよ、ああ云いうの。それに所しよ詮せんは零落せし神々――『運命』から切り離はなされた連中の力なんてたかが知れてるわ。これで十分よ。……さぁ、お喋しやべりはここまで。でっかい的がやってくるわよ！」

　その言葉通り、瓦礫の双頭竜は彼らを認め、一直線に突っ込んできた。さっきよりも一回り二回り大きく、まるで山が突とつ進しんしてくるような迫はく力りよくだ。

「いい？　１、２、３で発射するわよ！」

「了りよう解かい！」

「１」最初にサキが数えはじめ、

「２」次に惟月が数え、そして最後に一いつ緒しよに――

「「３！」」

　数えると同時にサキのミサイルが発射された。

「早っ！」

　一いつ瞬しゆん遅おくれた惟月が叫ぶが、叫び終わった時にはサキのミサイルは見事命中して、竜の首を一本引き千切っていた。瓦礫竜の左の頭部がもとの瓦礫に戻って崩れるが、本体はまだもう一方の首を残して健在だった。

「ドジ！　なんで撃たないのよ！」

「こういうのは数えた次の瞬間だろ！　『１、２、３、ハイ！』って感じで！」

「数えた瞬間でしょうが！　ゆとって脳のう味み噌そグズグズになってんじゃないの！」

　瓦礫づくりの双頭竜は一方の首を亡なくした恨みを籠こめて、さっきよりもより大きく吠えて突っ込んできた。武器を構える惟月に向かって牙を剥むき突進してくる。

「早く撃て！」

「言われなくても！」

　ボタンの軽さとは裏腹な重々しい爆ばく炎えんを上げて飛ひ翔しようした対戦車ミサイルは、せまる双頭竜の残った頭に見事命中した。

「やっ――」

　喝かつ采さいを上げようとした瞬間、煙けむりを引き裂さいて瓦礫の竜頭が降ってきた。頭の半分が吹き飛んでいたが、もう半分にはしっかりとコンクリートと鉄骨の牙が残っている。

　轟ごう音おん、粉ふん塵じん。あらゆる視界が砂色に染まり、飛び退すさったサキが絶望的な声を漏らす。

「あ、ああっ――！」

「此処だ此処―！」

　切せつ羽ぱ詰つまったサキの叫びに、惟月は地上数メートルから叫び声をあげた。間かん一いつ髪ぱつで石くれと鉄骨の牙を避けた惟月だったが、竜が首を引き抜ぬく勢いに巻き込まれて釣つり上げられたのだった。

「そんな所にしがみついてたら邪魔でしょ！　さっさと飛び降りろ！」

「んなっ、理不ッ尽っ、なぁっ！」

　へばりついて落下を防ぐ惟月を、竜は煩わずらわしげに頭を振り回して放ほうり落とそうとする。

　現状、竜の頭はビルの３階くらいの高さがある。しかもその足場は盛大に暴れまくっていて、飛び降りたらただで済まないのは明白だった。

「早くしろ！　このままじゃ――」

　サキの言葉が途と中ちゆうで切れた。その理由は惟月にもすぐに分かった。

　惟月を振り落とせない事に業を煮にやした竜は、自身の体を形造る瓦礫で惟月を覆い尽くそうとしていた。砂や石が生き物のように蠢うごめき、惟月の全身を飲み込んでゆく。

「い、惟月――」

　今度はサキが言葉を途と切ぎれさせたのではない。惟月の耳が物理的に塞がれたのだ。

　完全に竜に埋うめ込まれてしまった。何も視えない。何も聴きこえない。何も分からない。さっきまでうるさく怒ど鳴なり合っていたのが嘘うそのような静けさ。

（死ぬ、のか――）

　随ずい分ぶんとあっけない。こんなスイッチを切ったように死んでしまうのか。

　息が苦しくなってきた。全身をとりまく圧力がじわじわと高まって行く。窒ちつ息そく死しと圧死と、果たしてどちらが早いだろうか。

　バカな、と叫びたかった。

　死ぬこと自体に後こう悔かいはない。ここにこうしているのは全部自分で選んだ結果だ。受け入れるしかない。それが自由の対価だ。少なくとも絶望の硬こう直ちよくから脱だつしたあと、惟月はそうやって生きてきたつもりだった。

　だが、それでもやり残した事は沢たく山さんある。最後の瞬間まで諦めることなんて出来ない！

（俺はまだ――まだ何も出来ていない！　何もなしていない！　まだ、お礼の言葉すら……俺を助けてくれた、あの『神さま』に礼の言葉ひとつ――）

『――強く生きなさい――』

　声ならぬ叫びを上げる惟月の頭に声が響いた。懐なつかしい声だ。いったい何ど処こから……

『――運命に負けないように――』

　右みぎ腕うでが熱かった。『神さま』に擦さすってもらった腕うでが。癒いやしてもらった腕が。

『――神々に負けないように――――神々サエ殺スヨウニ――』

　……声が……声が聴こえ、る……




「あ、ああっ――」

　惟月が飲み込まれるのを見た薊谷サキは、絶望的な声を上げた。

　浅はかだったか――サキは今いま更さらながらに後悔した。

　守倉惟月。

　あの少年に興味を覚えてしまった。この少年が何処まで出来るのか。何処まで自分の言葉に、自分を賭かける事が出来るのか、知りたくなってしまったのだ。

　……だが、やはり軽けい率そつだった。どんなに優すぐれた資質をもっていようと、やはり一いつ般ぱん人じんだった。巻き込むべきではなかったのだ。

「……くそっ。なにをぼっとしてる、薊谷サキ！」

　サキは罵倒した。己おのれ自身を叱しつ咤たした。

　何を後悔している。何を打ちひしがれている。そんな暇ひまは自分にはない。今すぐ、あの胸むなくそ悪いオブジェをぶち壊こわさなければならない。そしてさっさとあの少年を――

　――ギ、イイイィィィィイイイイイイィィルッ！

　サキが棺桶から新たな武器を取り出そうとしたところで、瓦礫の竜が苦しそうな悲鳴を上げた。全身の石材や鉄骨を擦り合わせ、全身で苦しみを表現している。

「なん――」

　音もなく、光が走った。残りの竜の頭、惟月が取り込まれた辺りだ。

「だ――」

　ぼこり、と人ひと影かげが立ち上がった。背が高く、引き締しまった身体つき。守倉惟月だ。

「と――」

　――ォォオオオオッ！

　少年が雄叫びを上げた。だがしかし、これは本当に人の発する声なのか？

　サキの耳に残る、気取っていても力の籠こもった声に比べ、いま響くそれはあまりに無機質にすぎた。

　少年が右腕を掲かかげる。その五指は天を掴つかみ取とるかのように荒あら々あらしく折り曲げられていた。

　少年の右手が、竜の頭に打ち付けられる。竜の頭に比べれば笑ってしまうほど小さくささやかな掌てのひら。だが、それは今や鉄てつ槌ついに等しかった。

　竜に翳かざされた少年の掌から、光が打ち出される。収束し、質感すら感じさせる光の槍やり――いや、それとも〝杭くい〟だろうか？

　鋭するどい光の切っ先は、瓦礫造りの竜の頭を豆とう腐ふみたいに貫かん通つうし、頭頂部から崩れかけの顎あごまでを綺き麗れいに串くし刺ざしにした。偽いつわりの生を与あたえられた竜がびくりと全身を痙けい攣れんさせる。

　一度では終わらない。少年の掌に戻った光の杭は、再び掌から打ち出されて竜を貫つらぬく。引き抜かれる。貫かれる。引き抜かれる。貫かれる。引き抜かれる。貫かれる……血ち煙けむりと肉にく片へんの代わりに、砂すな埃ぼこりと石材とが盛大にまき散らされてゆく。

「守倉、惟月……」

　サキは茫然と、しかしその根底に恐れを滲にじませた声で呟つぶやいた。

「いったい、お前は……」

　呟き、サキの脳のう裏りで閃ひらめくものがあった。

　――昨晩、あいつは何と言っていた？『前に会ったことはないか』と訊きいてこなかったか？　そして、あの腕は……腕に仕込まれているのは……

「まさか、あんたが会ったのは……！」

　いったい幾いく度ど、光の杭が打ち付けられただろうか。少年の体が糸の切れた様に力を失い、がくりと穴だらけの竜の額に突っ伏ぷした。それと時を同じくし、かろうじて保たれていた竜の首がボキリと折れ、すべてが瓦礫に還って音を立てて雪な崩だれ落ちてゆく。

「あっ、あのバカ――！」

　完全に気絶した少年の体が、真っ逆さまに地上へと落ちて行く。

　サキは血相を変え、瓦礫の雨が降り注ぐ中へと突とつ撃げきした。




「う、ううっ…………」

　体がずきずきした。特に右腕は、肩から指先まで罅ひびが入ったように痛んだ。

　痛い――という事は生きているという事だった。

「いったい、何がどうなって――」

　身み動じろぎすると、痛む右の手の平に、何か柔やわらかい物が触れた。うつ伏ぶせに倒れた身体の下にも温かな感かん触しよくがある。霞かすむ視界が元に戻ってくるにつれて、目の先には二つの丘おかがあり、その間から琥こ珀はく色いろの朝日が昇のぼるところだった――

「――て、いつの間にこんな色っぽい展開に？」

　琥珀色の朝日は、豊かな金きん髪ぱつだった。その下には、計算されたように整いながらも柔らかな面おも立だち――薊谷サキだ。

　惟月は首を動かして周りを見た。

　彼とサキを囲むように瓦礫の山が出来あがっている。あの双頭竜のなれの果て、と考えるべきだった。どうやったのかは知らないが、なんとか助けてもらったらしい。

「これで助けてもらったのは三回目か……そういや、ちゃんと礼を言わなきゃな」

　気絶してるのを起こそうと体に力を入れようとするが、異様に全身がだるい。済まないが、しばらくこのままでいよう。右手の調子を確かめる。その際に柔らかな物を握にぎり込んでしまうのは、これはしょうがない。不ふ可か抗こう力りよくだ。死にかけ――というか殺されかけたし、これくらいの役得はあっても罰ばちは当たらない。

「んー……ぎりぎりＣってところか？」

　若じやつ干かん小ぶりだが、まぁまぁ圏けん内ないのサイズだ。これで皮肉と悪言尽きない舌の持ち主でなかったら何の問題もないのに……

「世の中うまくいかないよなぁ……ん？」

　しばらく手を動かしていると、パチンと小さくボタンが外れるような音がした。そしてそれが合図だったかのように、サキの桜色の唇くちびるから「う、ううん……」と色っぽい呻き声が漏もれ出した。

「う、ううっ……いったい何が……………」

　眼が合った。

「……おはよう、眠りスリーピング姫・ビユーテイ」

　サキはとても女の子らしい悲鳴を上げて飛び上がった。

　撥はね除けられた惟月は頭をしたたかに瓦礫にぶつけた。

「痛イッ！」

「こっ、ここっ、この恩知らず！　助けてやったのにいったい何を――――？」

　立ち上がったサキは、どうやら違い和わ感かんに気付いたようだった。胸むな元もとに目を落とすと、それに合わせたように上着の裾すそから黒い布きれが『ぱさっ……』と滑すべり落ちた。

「…………」

「………………」

　無言になった惟月とサキの間に、砂埃混じりの風が吹き抜ける。ころこタンブリンろ草グウイードがあればしっくりくる、乾かわいて荒こう涼りようとした風だった。

「…………ええと」

　場を和なごますため、そして誤解を解くため、惟月は努めて笑ってサキに話しかけた。

「派手な柄がら物ものがどうとかは言わない。けど、ひとつだけ忠告が……」

「言ってみなさい」

　サキは、とても優しげな微ほほ笑えみを形造った。優ゆう雅がで気品があって、一流の社交場で振り撒まくような微笑みだ。

　つまりそれは――表情筋と顔面神経が完かん璧ぺきに統制された笑え顔がおだった。

「この胸の高鳴りを、あたしの鋼鉄の肋骨が抑おさえられているうちに」

「夢と希望は見栄を張ってかさ上げするものじゃ――」

「これはエクサブラだっ！」

　惟月はあわてて飛とび退のいた。さっき彼の頭を打った石が、サキの拳こぶしで粉々に砕け散ちった。さらに彼かの女じよが蹴けりの追つい撃げきまで加えてくるのを、必死に瓦礫の中を転がってかわす。

　惟月の足が速いと分かると、サキはそこらじゅうの弾岩を機き関かん銃じゆうが如く乱射した。

「誤解だって！　不可抗力なんだからそんなにムキにならなくても……」

「黙だまれクズ眼鏡！　やっぱり眼鏡かけた男なんて信用すべきじゃなかったわ！」

「眼鏡は関係がな――」

「Shurrup!!　あたしは眼鏡掛けた男が大っきらいなのよ！」

「坊ぼう主ずが憎にくいからと袈け裟さまで憎むな！　憎しみの連れん鎖さを断ち切るんだ！」

「そんなご都合主義の説法を誰が信じるか！　今日日の五歳児だって騙だまされないわよ！」

「信じる者は救われる！　大きく成功するのは夢と希望を胸に抱いだき続けた者だけだ！」

「いいこと言ってるようで結局セクハラか！　寝ね言ごとは寝ねて言えぇええええ！」

「やれやれ……」

　避け続けるのもキリが無いので、惟月はサキがひときわ大きな岩塊を持ち上げたところで大だい胆たんに距きよ離りを詰つめる。向かってくるとは思っていなかったサキが身体を強こわ張ばらせるうちに、惟月はサキの眼と鼻の先に近づいていた。

「し、しまっ――」

「――つん」

「あひうんっ！」

　布切れ一枚分ガードが薄うすくなった弱点を突つかれ、サキの身体から力が抜ける。

「こ、この――――みぎゅ！」

　サキの手から滑り落ちた岩塊が、その真下にあった彼女の脳天へと直撃した。

　軽く見積もっても二〇キロ近い重さの瓦礫だったが、銃じゆう弾だんも弾はじいた何らかの防ぼう御ぎよが働いたらしい。

　見た目は無傷なまま、サキはゆっくり仰あお向むけに倒れていった。

「油断したな。男が黙って美少女に殴なぐられたり蹴られたり踏ふまれたりするものと思ったら大おお間ま違ちがいだ。いや、それにしても感度はいいようで結構なことだ。あっはっはっはっは！」

　惟月は腕を組んで振り返かえり、沈しずみゆく夕日に向かい勝かち誇ほこった笑い声を響かせた。

　しかし、彼の笑いも長くは続かない。黄昏たそがれの光を浴びて笑う惟月の後頭部に、硬い衝撃がヒットしたからだ。

「なっ……にぃ……？」

　ぎりぎりと首を捻ねじ曲まげると、最後の力で石を投げ放ったサキが一いつ矢し報むくいた満足顔で瞼まぶたを閉じる姿が目に入った。その光景を最後に、惟月の意識も急激に遠のいてゆく。

　守倉惟月と薊谷サキの両名が仲良く気絶したのは、この日の日にち没ぼつと同時刻の事であった。




　――で、どうなんだ、壱いち子こ？　この少年の体から何か出て来た？

　ぼんやりとした頭で、ああ、これは夢だなと惟月は思った。

　水面越ごしに聞くような、朧おぼろげな会話が聞こえてくる。

　――クロスさせると素す敵てきな光線が出せる不思議袋ぶくろはなかったが、ちょっと気になるものがね。……右腕のレントゲン写真だ。

　――？　このちいさな影は？

　――小指の先ほどの金きん属ぞく片へん……だが、気が遠くなるような〝力〟が込められている。かなり緻ち密みつな封ふう印いんがしてあって、ほとんど本人と同化しているがね。もっとも悪魔ヴオラクの瓦礫竜ゴーレム・ドラゴンを〝光の杭〟とやらで破は壊かいしたみたいに、宿主の命の危機に連動して封印が解かれるようだ。こんなに〝力〟のある物は珍めずらしい。《大零落》後は〈逆十字聖ターンクルス騎士団・クルセイド〉が片っぱしから回収してまわってるからな。

　――となると……この子の身み柄がらをどうするか、ね。

　――放って置けばいいんじゃない？

　聞き覚えのある声が漂ただよってきた。ああ、これは……

　――こんな奴を抱え込んだって、お荷物になるだけよ。

　――おや？　カミカツの誇る姫ひめ君ぎみは、この少年がお気きに召めしたようね。

　――律子。それはどういう意味？

　――いやいや、わざわざ遠ざけてやろうとするなんて、なかなか殊勝だな、と。

　――ハンっ！　誰がこんな無ぶ遠えん慮りよなヤツを！　見てよ、この能天気な顔！　思わず『肉』と書きたくなるほどじゃない。……マジックない？　もちろん油性で極ごく太ぶとのヤツ。

　――はいはい。けど、このままにもして置けないのはあなたが一番分かっているでしょう、《茨イバラ使つかい》？　それにこの少年を手元に置いておけば、もしかしたらあなたの――

　――律子！

　――と、ほら。道具みたいに扱いたくないんでしょ？　何か相通じるものでもあった？

　――……ふんっ。好きにしたら？　けど、あたしが反対だってことは覚えておいてよ。

　――おやおや、押し倒したり押し倒されたりした仲なのにつれないな。

　――壱子、あんたまで……

　――まぁ、胸にこだわる時点でまだ子供だな、うん。

　――何よ？　あんたまで胸がなければ尻しりがどうのって話？

　――生物学的に見ても、女の腰こし回まわりは重要だぞ。出産のためには重要な要素だ。

　――しゅ、しゅっさんっ？

　――その点、お前さんは骨こつ盤ばんの形はまずまずなんだが……

　――とっ、透とう視しするな！　このマッドサイエンティスト！

　――いいか、サキ。尻の良い女は、男を手玉に取れるんだぞ？

　――……ちなみにその心は？

　――男は胸のある女を押し倒したいと思うものだが、尻の良い女には敷しかれたいと思うものだ。本能的に。

　――そう言うもん？

（そう言うもんだ）

　惟月は夢の中でうんうんと同意した。
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「――散々だったね、守倉惟月くん？」

　自分がどこにいるのか、惟月はすぐに察した。もとは白かった壁かべ紙がみにこびりついた煙草たばこのヤニ。その天てん井じようを見ただけで、江藤探たん偵てい事務所のソファに寝ているのだと分かった。

　頭を擦りながら起き上がると、向かいのソファには朝の青白い光を受けて、見知らぬ女性が惟月を眺ながめていた。

「ああ、心配しないでいいよ。私はこういうもんだから」

　彼女はそう言って、ローテーブルの上に名めい刺しと、お馴な染じみの警察バッジを置いた。

「……警視庁刑けい事じ部ぶ、神群活動保全課、課長……富とみ貝がい律子……警視？」

「そ。……吸っていいかな？」

　富貝律子警視は懐ふところから煙草を取り出だす。惟月が黙って頷うなずくと、彼女はジッポライターで火を点つけ、美お味いしそうにマルボロを吸い始めた。反嫌けん煙えんファシズム運動のポスターに起用したくなるほど、それはそれは幸しあわせそうに紫し煙えんを燻くゆらせる。

　惟月は、彼女を眺めて眉まゆ根ねを寄せた。

　吐き出される煙のように、ぼんやりとした印象の女性だった。美人なのは間ま違ちがいないが、妙みように曖あい昧まいな雰ふん囲い気きがある。物もの憂うげというより眠そうな目付きのせいか、それともアルカイックと言うには若じやつ干かん緩ゆるみすぎな口元のせいか。その表情のせいで歳の頃ころも茫ぼう洋ようとし、惟月の見当は二十代から三み十そ路じの間で煙けむに巻まかれてしまった。

　美う味まそうに煙草を吸うのも含ふくめ、まるで〝煙のような女性〟である。

「……さて、本題に入りますか」

　ほとんどフィルターだけになった吸すい殻がらを灰皿に押し付け、彼女はゆっくりと話し始めた。

「ここの所長と私はちょっとした知り合いでね。君が落ち着けるように使う事にした」

「その所長は、いったい何処に？」

「その事なら、手紙を預かっているよ」

　そう言って彼女は一通の封ふう筒とうを差し出した。

『旅に出ます。探さないで下さい。


君の偉大なる師、江藤祐作より愛と友情を込めて』



　取り出した便びん箋せんを見てズッコケた。ほとんど家出少年の書き置きである。

　さらに何気なく裏返すと、

『あ、事務所の鍵かぎを預けるから保守管理よろしく。お代はべスパのレンタル料と相そう殺さいね』

　あまりのテキトウぶりに言葉もない。だが、このくだらなさと大おお雑ざつ把ぱさが、筆ひつ跡せきを確かめるまでもなく江藤の書いたものだと雄ゆう弁べんに語っていた。

「昨晩――いや、もう二日前か。君が不死鳥を保護した後、江藤が急いで私に電話してきてね。運よくウチの薊谷と顔を合わせてたから、彼女に君の護衛を頼たのんだワケ。その日の内に解決するとは思わなかったけど」

「――本音ですか、それ？」

「というと？」

「いくらなんでも俺に辿たどり着つくのが早すぎでしょ。わざと情報を流して、トンガリ頭ず巾きんどもを釣ったんじゃないんですか？」

　そう言ってゆさぶりを掛けると、律子は満足げな顔でにんまりと笑った。

（……タヌキだな、この女性ひと）

　惟月もつられて苦く笑しようした。彼女の笑えみはどこか鏡を見ているようでシンパシーを覚えてしまったのだ。

「……江藤には情報屋の役をやってもらった。ま、それでカルト教団の残党に眼を付けられたかも知れないから、この機会にしばらくぶらぶらするって言ってたね。今いま頃ごろは北海道か沖おき縄なわか、はたまたタイかフィリピン辺りでもぶらついてるんじゃない？」

「ああ……そんな感じっぽいですね」

　惟月は律子のセリフに頷いた。

　いま一つ頼たよりにならない風ふう貌ぼうながら、どんな国のどんな街でもちゃっかり居場所を確保してる江藤の様子が目に浮かぶ。生活力はなくても生命力バイタリテイーには困らない人物である。

「しかし、機転も利きくし懐も広い。何より神経に芯しんが入ってる。江藤から聞いていたよりも、サキの話を聞いて想像していたよりも、実に面白そうな少年だ」

　深い金髪と琥こ珀はくの瞳ひとみを思い出し、治まりかけていた痛みがぶり返した。

「私の部下が迷めい惑わくを掛けたみたいね。ま、あれはあれでなかなか可愛かわいい娘むすめでしょ？」

「ええ、まあ。あんなに全力で怒おこってくれると、つい」

「……ふふ。出来ておる喃のう、お主」

「貴女あなたこそ、分かってらっしゃる」

　もしこの場に第三者がいたら、まるでタヌキとキツネが一緒にほくそ笑んでいるように錯さつ覚かくしたことであろう。

　二人は無言で右手の親指をグッと立て合った。

「まあ、それを思えばこれくらいの痛みは代金みたいなもんかな。いろいろと刺激的な体験も出来ましたし」

「その刺激的な体験、これからも続けてかない？」

　富貝は顔を寄せた。煙草の苦味に混じり、甘あまい香かおりが惟月の鼻をくすぐる。

「新しいバイトを探すのも手間でしょ？」

「俺をカミカツ――警察の対神部署にスカウトする？」

「そ。危険も多いが、実入りもいいよ？　もちろん君はまだ学生だから、時間や仕事内容はかなり自由度を高くする。準公務員として保障も万ばん全ぜん。それに――君が〝女め神がみさま〟を探すお手伝いもする。どう？　なかなか好条件だと思うけど？」

「うーん……」

　かなり気持ちが傾かたむいていた。亡命神に対応する公的機関に所属すれば、確かにあの『通りすがりの女神さま』を見つけ出すことが出来るかも知れない。この申し出は千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだった。

（けれど……何か引っかかるんだよなあ）

　目の前のこの女性。悪い人間ではないが、何か腹に一物抱えているように思えてならない。敵意こそ感じないが、妙に油断のならないという予感がひしひしと――

「ちなみにお給料は……ごにょごにょ……で。あと、我が課員には美人のお姉さんが多い」

「やります」

　打てば響くように了りよう承しようした後、惟月は思い出したように付け加えた。

「あと……俺を学校で攫さらおうとした原田美代、彼女に出来る限りの口くち利ききをしてあげてくれます？」

「君を攫う片棒を担かつごうとしたのに？」

「結果的には担いでないでしょ？」

「もう会う事もないだろうし、こんな事してたらキリないんじゃない？」

「別に大した意味はありません。俺がそうしたいってだけです。何と言っても、俺の人生の目標って『自由気ままに面白おかしく生きる』って事ですから」

「……ふ。君は底そこ抜ぬけのお人ひと好よしか、天てん井じよう知しらずの傲ごう慢まんのどっちだろうね？」

　律子はにんまりと笑い、紙かみ袋ぶくろから準備万ばん端たんの契けい約やく書しよを取り出した。

「書類は適当に誤ご魔ま化かしとくから、君はサインと捺なつ印いんだけしてくれればいいよ」

「それって、公文書偽ぎ造ぞう……」

「偽造じゃないよ。公的機関が作った文書が公文書なんだから」

　公権力乱用を露ろ骨こつに匂におわせた律子は、そう言って惟月に万年筆を握らせた。どうやら惟月の受け答えをほとんど予想していたらしい。

（……やっぱりタヌキだな）

　よくよくとぼけた上司に縁えんがあると、惟月は名前を書いて親指で捺印しながら苦笑した。

「うん、よし。あ、指と額はこれで拭ふいてね」

「……額？」

　ウェットティッシュを受け取った惟月は、余計と思える一言に問い返す。

　惟月の上司となった警視は自分の額に人差し指を置いて、ささっと漢字を一文字書いて見せた。その空書きの文字を見て、惟月は事務所の洗面所へ走った。

「な、なんじゃこりゃぁぁあああああああああああああああああああああああああああ！」

　ジーパン刑事デカも驚きの絶ぜつ叫きようが、早朝の空に高く高く木こ霊だました。







第二話　神出鬼出
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「――だからね、ボクは言ってやったんですよー。『おねいさん、ボクに触ふれたら風か邪ぜひくぜ？』ってー」

　舌っ足らずな調子でそう言ったのは、天使のごとき金きん髪ぱつ碧へき眼がんの男の子だった。セーラー服を思わせる半はん袖そでの上着に水色の半ズボン。一部の趣しゆ味みの人々には鼻血ものの格好である。

　その正体は零れい落らくせし神々の〝一人〟にして元悪魔、ヴォラクであった。

「そしたらもう黄色い歓かん声せいでー。この服もそんなおねいさん方に貰もらったんですよねー。なぜか全部半ズボンなんですけどー。……って、聞いてますー？」

「……そんなこと知るか」

　神経質に答えたのは、髪が後退した四十がらみの男だった。何処にでも居そうな普通の中年男である。唯ゆい一いつ特とく徴ちようらしい特とく徴ちようを上げれば、彼の眼が額の脂あぶら光りに負けないくらいギラついているところか。

　新興宗教団体『神しん殿でんの集つどい』の教祖、神かみ雅が狩かり六りく道どう（本名、田た中なか三さぶ郎ろう）であった。もっとも教団が危険なカルト集団として摘てき発はつされた以上、彼も〝元〟教祖と呼ぶべきだろう。

「それより大だい丈じよう夫ぶなんだろうな？」

「ご心配なくー。この船はちゃんと艦かん船せん登録されてるから、何も問題はありませんよー」

　襟えりと金髪を潮風に揺ゆらし、ヴォラクは自分たちが乗っている船を「えへん」と自じ慢まんした。

　全長二〇〇ｍ、全ぜん幅ぷく三〇ｍ、積載量ＴＥＵ二一〇〇。最大級でないものの、十分に巨大なフル・コンテナ船だった。船首付近の甲かん板ぱんに立つヴォラクと田中の足元には、白ペンキで『Heaven's Door』の文字。『天国の扉ヘヴンズ・ドア号』――洒落か皮肉かは微び妙みようなところだ。

「そんな事を聞いているんじゃない！」

　田中が叫さけんだ。風があるから、ではなく、感情に任せて声を荒あらげただけである。

「ちゃんと……確実にあれは手に入るんだろうな？　でなければわたしは……」

「心しん配ぱい症しようですねー。まあ、自分の手足がもがれて焦あせってるのは分かりますがー」

「き、貴様！　そもそも貴様がもっとはやく介かい入にゆうしていれば、わたしがこんな屈くつ辱じよくを――」

「――ご心配には及およびませんよ、ミスタ・田中」

　すっと忍しのび寄よった声に、田中はぎょっとして背後を振り向むいた。

　――黒い。それがその少年の第一印象だった。

　高級感を感じさせる黒いスーツ。綺麗に撫なでつけた黒くろ髪かみ。細められた切れ長の目に象ぞう嵌がんされた黒瞳。そしてそれら『黒』を目立たせるかのように白い、滑なめらかな白磁の肌はだ。

　黒い少年は鮮あざやかな黒い瞳を細め、恭うやうやしく腰こしを折った。

「我ら〈蠅の翅音ノイズイ・フライズ〉、必ずや『十じゆう字じ架か』を手に入れます。落ち着きなさってください」

　諭さとすような少年の言葉に、田中はヴォラクの襟を握った手をほどいた。正体がどうあれ幼い男の子を大人が掴み上あげようとする構図は、見苦しいほど見苦しい。

「心配だと言うのでしたら、ご覧にいれましょう。……兵隊どもソルジヤーズ！」

　パチンと指が鳴らされると、コンテナ船の各所から人影が続々と現れた。

　統制された動きで隊列を作ったのは、いずれも鍛きたえられた体たい躯くの男たち二十余名。背格好や肌の色こそばらばらだが、少年を見る瞳はどれも戦意で鮮やかに煌きらめいていた。

「戦争犬――否いや、戦場に群がる耳障りな蠅どもノイズイ・フライズ！」

『サー、イエッサー！』

「こちらが今回我々を雇やとっていただいたミスタ・田中三郎だ！　ご挨あい拶さつしろ！」

『イエッサー！　ヨロシクオネガイシマス、ミスター・タナカッ！』

　一糸乱れず一体となった〈蠅の翅音〉を目まの当あたりにして、田中の胸中に希望の火が再び燃え上がった。ノイズィ・フライズ――悪魔が率いる傭兵たち。こいつらがいれば、汚お名めい返上の機会は訪おとずれる。上が欲ほつする『十字架』を献けん上じようすれば、きっとまた……。

　田中が未来の栄光に思いを馳はせていると、少年はさらなる発破を兵隊たちに掛けていた。

「我々が上陸したらまず何をすべきか、分かっているな貴様ら！　一番近くの『ドクドナルド』へ全速前進ゴー・アヘツド！」

『…………』

「返事はどうした！　命知らずのクソ兵フアツキン・隊どもソルジヤーズ！」

「しかし社長殿！」「正直自分たちは三食とも『ドクド』のバーガーはこりごりです！」「リアル『スーパーモード・ミー』は勘かん弁べん！」「とゆうか『ドック』のない国へは往ゆかないなんて経営判断はいかがなものかと！」「おかげで一部の民族主義者から『〈蠅の翅音〉は悪魔アメリカの手先だ』なんて二重に誤解される始末です！」「サラダで誤魔化すのも限界が！」

「黙らっしゃいシヤーラツツプ！　僕ぼくはドクドナルドを愛してる。死ぬほど愛してる！　あのパサパサのバーガーと、ぎとぎとのポテトと、歯にベトつくコーラがないと生きてけないんだよ！」

『退たい廃はいの窮きわみですね、社長殿！』

「当然だ！　貴様ら、自分たちのボスを何だと思ってる！」

『〝退廃の王様〟であります、サー！』

「………………」

「ウチの社長、日本の限定メニューをそりゃもう楽しみにしてたんですよー？」

　ヴォラクが控ひかえめにフォローしたが知ったことではない。

　高校生みたいなノリの『悪魔の傭兵たち』を、田中は苦々しい顔で睨み付けていた。
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　日本における外国との空の玄げん関かん口ぐちである成田国際空港に、一人の目立つ女性が、自信にあふれた歩調でロビーの視線を釘くぎ付づけにしていた。

　額にヘアバンドを巻き、長い髪を背中に流している。一八〇はある長身で、薄うす手での黒いロングコートを着ていても分かるモデル体型だった。ロビーを行く人々が振り向いては、顔やスタイルを観察している。

　女性はロビーを突っ切きり案内板の前で立ち止まると、秋の風が似合う憂うれい顔がおになった。

「……失礼いたします。道を聞きたいのですが――」

　ゴールデンウィークを利用した海外旅行帰りらしい女子大生の集団に声を掛かけると、掛けられた女性たちは顔を赤くした。

「ここは南口ですよね？」

「へ？　いえ、北口です。南口は反対ですよ？」

「ＯＨ！　これはうっかり。ありがとうございました。Grazie……」

　微笑んで去って行く美女を見送りながら、女子大生らは「カッコイー」「もしかして本物のモデルさんじゃないの？」「グラッチェって何語だっけ？　スペイン語？」などなどと黄色い声で囁ささやき合った。

　長身の美女は――それから一時間はかかって国際線ロビーを渡わたりきった。バス乗り場の出口付近では、お馴染みともいえるプラカードを掲げた人々が何組か居おり、彼女はその中から『Marene Vice』と書かれたカードを持ったスーツの男へと近づいて行った。

「……無事にご到とう着ちやくのようでなによりです、マレーネ・ヴァイス」

　プラカードを持っていた男は、待ちくたびれたのを隠しもせず、げんなりと声を掛けた。

「飛行機が予定通りに着いたのに中々現れないので、どうしたものかと」

「日本の空港は分かりにくいです。道を訊いても、皆みなさん嘘をついてわたくしを迷わしますし……噂うわさに聞いていたとおり、日本は異い邦ほう人じんに冷たいですね」

「……どうぞこちらへ。バスを用意してあります。軽食とワインも」

「素す晴ばらしい。貴方あなたに唯一なる神のご加護を」

　長身の美女ことマレーネ・ヴァイスが案内されたバスは、かなりゆとりをもって作られた豪ごう華かな内装で、ちょっとしたホテルの一室のようですらあった。

　快適な車内で食事を進める彼女に、スーツの男がすらすらと報告を行っていた。

「以上から神殿の集いが『十字架』を捜していたことは間違いなく、母体である『神成教団』がその所在に気付いたのも、〈蠅の翅音〉社を雇やとい入れた事からも確かなようです」

「異い端たんが悪魔たちと契けい約やくしたわけですか」マレーネは赤ワインの注がれたグラスを揺らしながら清すが々すがしく笑った。「これこそ唯一なる神のお導き。手間が省けて良いですね」

「しかしながら、今作戦の第一目標はあくまで『十字架』です。バチカンやハノーファーからも、その点を再三繰くり返してきています」

「福音主義者ルーサランなどどうでも良いですが、唯一なる神の代弁者たる教皇さまのお言葉ならば従わねばなりませんね――――ところで話は変わるのですが、日本に来る前に面白い噂うわさ話ばなしを耳にしました。かの〝魔王のアークエネミー遺児ズ・ドウター〟がこの国に潜せん伏ぷくしているという噂なのですが……耳にした事はありますかしら？」

「その噂は私たちも度たび々たび耳にしますが……しかし調べてみるとどうにもはっきりとしません。巧こう妙みような情報操作がされているので、何かが潜ひそんでいるとは思うのですが……」

「もし本当なら、是ぜ非ひともお目にかかりたいものですわね。何としてでも……」

「唯一なる神のご加護があれば、それも叶かなうでしょう」

「そうですわね」

　マレーネは十字を切り、赤ワインを飲み干した。

「あとは、これを。連れん絡らく用の携けい帯たいです」

「どうも……？　おかしいですね？　反応しませんわ」

「？　そんななずは……」

　男がマレーネから携帯電話を返されていじっていると、彼の手の中で新品の携帯電話がボロリとばらばらになった。

「あら、どうやら不良品みたいですね。わたくし、電子機器とは相あい性しようが悪いですわ。この前のケイタイも、ボタンひとつ押しただけで煙を噴ふきましたし」

（おい！　本当に大丈夫なのかこの女！）

　男は運転手に耳打ちした。

　バックミラーで一部始終を見守っていた運転手も沈ちん痛つうな面おも持もちで頷いた。

（これがかの〈刃装のママレーネ・ザ・ブレーネレードアームズ〉とは……そう言えば、本部からこんな物が送られてきた）

（〝Ｍ型取とり扱あつかい説明書〟？　――――ああ、なるほど）

（どうした？）

（『斬ざん殺さつ、惨ざん殺さつ、鏖殺みなごろし以外は役立たず。ケアとフォローを忘れずに』って書いてある）

（……アーメン）




同日　０７：５０




　守かみ倉くら惟い月つきのここ最近の楽しみは学校に行く事だった。

　高校生ならば当たり前のことではあるのだが、彼にとって学校というのは一種の証明というか確かく認にん作業だった。むしろ安全な睡すい眠みん場所、ねぐらくらいの感覚である。

　だが、いまは学校での時間が待ち遠しい。

　朝登校してクラスに辿り着くと、惟月は窓側の後ろから二番目という好位置の自分の席に腰こし掛かけ、にこやかに笑って後ろの席の生徒に朝のあいさつを投なげ掛けた。

「――おはこんばんちわ！」

「古っ！」

　短く突っ込んだのは、深い色の金髪に琥珀色の瞳をした美しい少女だった。

　見目鮮やかな西せい欧おう系けいの特徴を備えているが、ある意味純和風とも言うべき制服のセーラー服を着ていてもさほど浮ういてはいない。ハーフなのか、どことなく顔立ちに日本人らしさがある為ためだろうか。

「いや、むしろ……」

「ど、どこ見てるのよ！」

　惟月の視線に気付き、薊あざみ谷やサキはあわてて胸元を隠した。

　日本人と西せい欧おう人じんでは体格の成熟度がまったく異なるので、同じ高校生でも日本の制服を外国人が着ると、たいていコスプレみたいになる。サキがそれほど違和感がないのは、ある種ひかえめな身体つきも要因だった。本人も、その事は何となく自覚しているらしい。

　サキは唸るように歯を剥いて、呑のん気きに笑う惟月を憤ふん然ぜんと睨み返した。

「そもそも挨拶くらいちゃんと使い分けなさいよ。ただでさえだらしない顔してるんだから！」

「いやあ、ちゃんと合ってるって」

　惟月はだらしなさを強調するように呑気な笑顔をより一層ゆるませた。

「朝も昼も晩も一緒なんだから、全部一緒にしとくのが礼れい儀ぎってもんだろ？」

「……悪夢だわ」

　サキが吐はきだした溜ため息いきは重く長かった。

「なんでこんな事に……」

「落ち込んでる暇はないぞ。ほら、そろそろ来る」

　そう言って惟月が指し示したのは、廊ろう下かから教室内を――より正確には窓側の一番後ろの席を窺うかがう、幾いく人にんもの生徒たちだった。

　サキが目を向けると、彼らは意を決して教室内になだれ込んだ。

「おはようございます薊谷さん！」「突然ですが好きな男性のタイプは？」「ゴールデンウィークはいかがお過ごしでした？」「御ご趣しゆ味みは何ですか？」「これ読んでください！」「好きな食べ物は？」「週末お暇ひまですか？」「好きな女性のタイプは？」「好きな俳優は――」

　一いつ斉せいに投げ掛けられる質問に、サキは顔を引ひき攣つらせる。それでもなんとか微笑んで一つ一つの質問に答えてゆく。惟月との遣やり取りでみられる憎まれ口ぐちは鳴りをひそめているのは、品行方正な優等生という『設定』のためだった。

　目立つ容姿の美少女が転校生となれば、注目を集めないわけがなかった。この状じよう況きようはある意味当然ではあるが、それにしても押し寄せる生徒たちは引きも切らない。しかも緊きん張ちようと期待に顔を染めるのは男子ばかりではない。すくなからぬ女子もうっとりした顔で迫せまってくる。

「――いやあ、期待以上だ」

　惟月は口の中だけで呟いた。

　実はこの男〝肉〟のうらみばらしに、こっそりと噂を流している。『帰国子女だから大らからしい』とか『悲しい別れがあってさびしいらしい』という他た愛あいのないものから『両方イけるらしいぜ？』という冗じよう談だんギリギリのものまでいろいろと。

　必死になって余よ裕ゆうある笑顔を浮かべるサキを、惟月はゆっくりと観かん賞しようした。




「――天あま野の洋よう子こ。年ねん齢れい十七歳。三年Ｂ組の出席番号四番」

　本来立ち入り禁止の筈の屋上に立ち入った惟月は、双そう眼がん鏡きようを構えて中庭を見下ろしていた。五月の陽気も和やかな中庭の各所では、生徒たちが思い思いの場所で昼食を取っている。惟月がレンズ越しに熱い視線を送るのは、ベンチに腰掛け友人と談だん笑しようする先せん輩ぱいだった。

　笑った顔が印象的な少女である。おそらく普ふ段だんから笑い慣れているのだろう。長い黒髪の大人びた容よう貌ぼうながら、どこか子供っぽい微笑みがしっくりと似合っている。

「成績は良好で、とくに歴史は学年中五位以内をキープしている。これは彼女の父親が考古学者であることも関係していると思われる。性格は温和かつ面めん倒どう見みもよく、所属する茶さ道どう部ぶでも部長を務めている」

　惟月は双眼鏡の倍率をあげた。天野洋子の伏し目めがちで繊せん細さいな睫毛まつげが飾かざる黒瞳はしっとりとした光を宿し、落ち着いた知性を感じさせた。

「弁当の内容を見るに腰回りの肉でも気にしてるようだが、俺おれはあれくらいの方が良いな」

「あんたの好みなんて聞いちゃいないわよ」

　惟月の頭上から声を掛けたのは、給きゆう水すい塔とうに座すわったサキである。ビニールシートを敷いて腰掛け、昼食の菓か子しパンたちを一列に並べて食べる順番を一心不乱に検討している。

「他に何かないの？　得意の二枚舌でいろいろ聞いて回ったんでしょ？」

「舌突っ込んでやるから確かめてみるか？　……高校に入学してからの二年間で総勢十四人の男子から告られてるが、どれも丁てい寧ねいに断って焦こげ付いた事もないそうだ」

「あんたもその十四人の一人じゃないでしょうね？」

「十五人目に立候補してもいいけどな。優やさしくて包容力があって、母性がほのかに香るお姉さん。おまけに美乳だ。見れば分かる」

「……悪かったわね。相棒が美乳でも巨乳でもなくて」

「エクサブラを付けるくらいなら、俺が適乳に胸育してやろうか？」

　惟月が手をかかげると、サキは反射的に前かがみになって胸を守った。

「……手先の器用さを誇りたいならピアノでもやってなさいよ！」

「心配するな。大得意だ。ベートベンだってお手の物だ」

　指がそれぞれ別の生き物みたいに動く器用な両手を引っ込め、惟月は中庭に向き直った。

「しかし……本当に洋子先輩が狙ねらわれてるのか？　そんな気配は今のところないが」

　事の始まりは守倉惟月がカミカツに所属するのに前後する。

　惟月がサキと出会う切っ掛けとなった『不死鳥フエニツクス神隠され事件』を引き起こした新興宗教団体『神殿の集い』を調べるうちに浮かび上がって来たのが、いま惟月が視線の先に収める天野洋子であった。

『神殿の集い』はここ最近、天野洋子の行動を逐ちく一いち観察していたらしい。惟月が保護した原はら田だ美み代よも、もともとは彼女を監かん視しするよう言われていたらしい。何が目的かは分からないが、『神殿の集い』教祖神雅狩六道（本名田中三郎）が元悪魔の護衛を連れて逃とう亡ぼう中である以上、念のためにとサキが転校生として惟月とともに監視する事になったのだった。

「サキそっちは茶道部の方に潜せん入にゆうしたんだろ？　どんな感じだ？」

「いい人よ？　部長らしく手取り足取り教えてくれるし。何かと気に掛けてくれて、今夜の夕食にお呼ばれまでされたし」

「……どれだけ分厚い仮面被かぶったんだ？」

「ああん？　どうゆう意味よ、それ？」

「いかにも穏おだやかで慎つつましい大和やまと撫子なでしこな先輩と、理り不ふ尽じんで乱暴な皮肉屋じゃ、いかにも水と油だろ？　……ああ、皮肉屋だから面の皮も厚いのか。こりゃ一本取られたな、あっはっはっはっは！」

「あんたが何やかや言えるわけ？　あんただって一皮むいたらセクハラオヤジじゃない」

「失敬な。皮なんて被ってない」

「あっそ」

「被ってないからな」

　しつこく繰り返す惟月に、サキは「？」と首を傾かしげた。

　口が悪いが意外に純じゆん粋すい――単純無む垢くな少女である。実にからかい甲が斐いに不足しないと、惟月はサキに見つからぬようひっそりほくそ笑んだ。

　サキは特に意味のある言葉だとは取らず受け流し、かるく鼻を鳴らした。

「ふんっ。しょせんは軽けい薄はく浮調な色ボケ眼鏡には分からないだろうけど、育ちの良さは分かる人には分かってしまうものなのよ」

「……育ちの、良さ？」

「どこ見てるか！」

　サキが黒と黄色が目印の缶かんコーヒーの空あき缶を投げつけるのを、惟月は顔の前でぱしっと受け止めてゴミ袋に回収した。

「まあ、育ちの良さはどっちも置いとくとして」

「……ハエ取り紙みたいにねちっこいわね。器が知れるわ」

「こういう人物警護って、カミカツの任務なのか？　場ば違ちがいに思えるけど？」

「そこは面めん倒どうな事後処理を押おし付けられただけだけどね。カミカツはほとほと嫌きらわれてるから、いつも人手が足りないし」

カミカツ――神群活動保全課は、とてもややこしい経けい緯いを辿って成立した組織だ。

《大零落》以前からその手の事件を解決する組織は数あま多たあったが、大量の亡命神が日本に流入すると対神刑法テスタメントが定められ、法の番人たる警察にも仕事が回って来た――が、古い習わしや暗あん黙もくの了解で事件は民間業者拝み屋に回され、カミカツの主な仕事は事件の後始末。当初は「人材の墓場」「本庁の特とく殊しゆ学級」「リアル特命係」とまで言われる始末だった。

　そんなカミカツが変わったのはほんの二年前。とあるキャリア官かん僚りようが課長として責任者に収まると、放置されまくっていた組織を好き勝手に大改造した。ほとんど外がい郭かく扱あつかいなのに正式な公益法人ではない中ちゆう途と半はん端ぱな状況を利用し、在野の拝み屋や特殊技能者から優ゆう秀しゆうな人材を見み出いだして臨時警察官――要するに『保安官』としての権限を与えるシステムまで構築したというから、やりたい放題である。

　上層部が慌あわて出した頃には、カミカツはしっかりと組織の足場を確保していた。なので警察上層部は鈴すずを付け忘れたカミカツに、ネチネチと嫌いやがらせを繰り返しているのだった。

「――って言われたのが喫きつ茶さ店てんだったのは、やっぱり俺がまだ信じられてないからか？」

　惟月は、そのキャリア警察官僚としては鬼おに子ごの女警視に説明されてバッジと任務を言いい渡された時の光景を思い出した。

「もしかしてカミカツウチに課舎とか庁舎があると思ってる？　なら安心なさい。あの薄っぺらい『かみかつランチ』が売りの喫茶店が、ウチの拠きよ点てんよ」

「マジで？」

「文字通り警察官立ち寄り所ね。いや、実際には居い座すわってるんだけど。律りつ子こいわく『喫茶店を仕事場にするのが夢だった』らしいわ」

「ははあ、壮そう大だいな夢だな。まさかそんな夢を実現させる人間がいるとは……」

　皮肉のようにも聞こえるが、惟月は言葉通りに感心した様子だった。

　そんな惟月を、サキは貯ちよ水すい槽そうの上からハタ迷惑そうに見下ろした。

「……というか。あんた、本当にこのままカミカツに居座る気？」

「何か問題が？」

「問題だらけよ。あんたみたいなのがいたって邪じや魔まなだけよ。だいたいあたしがこうして窮きゆう屈くつな学生生活なんて送らされてるのも、半分はあんたの保護者ってことじゃない」

「トゲトゲしてるなあ。そんなに暴れたりない？」

「正直、いますぐにでもあんたの能天気な顔をボコボコにしてやりたいわ」

　サキの噛かみ付つく物言いに、惟月はやはり呑気なままである。

　この手のやり取りはすでに何十回も繰り返した後だった。どうにもこの俄にわか造りの相棒は、自分を辞やめさせたくて仕方ないらしい。

　自分が気に入らないのだろうか、と惟月は考える。だが気に入らなければ言葉通りボコボコにして放り出せば済む話だ。体格を無視した膂りよ力りよくや銃弾も跳はね返す防ぼう御ぎよ力りよくなど、薊谷サキは明らかに超ちよう常じようの力を持っている。彼女が本気になれば自分は簡単に捩ねじり上げられることだろう。

　実に簡単なことだ。それをしないという事は、つまりは遠えん慮りよしているのだ。口の悪さに比して優しい少女である。そんなところが惟月には好ましく、ついついからかいたくなる原因なのではあるが。

　とはいえ、守倉惟月を遠ざけたいという気持ちにも変わりはないようだ。忍にん耐たい強づよく、めげずに何度も言ってくるのだから。

「――けど、いまさら俺が律子さんに『やっぱ辞めます』と言ったところで、あの人が簡単に了承するとも思えないけど」

　惟月にも、カミカツという組織から離れる選せん択たく肢しはない。せっかく『神さま』に近づく機会なのだ。すくなくとも自分を引き込んだあの無気力系女警視が約束を果たしてくれるまでは、そうそう辞める気はなかった。

「文句なら律子さんに直接言ってくれ」

「……ふんっ！」

　鼻を鳴らして顔をそむけると、袋を剥いたクリームパンへ乱暴に齧かじり付いた。

　イライラするのにも全力の少女だ。そんな様子が可愛らしく、また危なっかしくもある。どこか生き急いでいるような感じだ。

（……だから律子さんは、無理やり俺を押し付けたのかな？）

　ならばこそ、飄ひよう々ひようとしているのが自分の役割だろう。

　惟月は次々に菓子パンに噛み付いては胸焼けしそうな練乳入り缶コーヒーで流し込んでいく相棒の様子に微び苦く笑しようし、再び中庭に視線を戻もどした。




　放課後になると、件の少女である天野洋子は、茶道部の後こう輩はいとなったサキを伴ともなって校門を出ていった。陰かげから様子を窺っていた惟月は、洋子と朗ほがらかに笑う金髪の少女を見て、

「――誰だれだ、アレは？」

　まるきり上品なお嬢じよう様さま然とした振ふる舞まいを見せるサキに、なんだか落ち着かない気分にさせられる。有あり体ていにいえば、むず痒がゆい。

　背中を掻きながら、惟月は洋子とサキの後を追った。

　昼休みに聞いたように、サキは本当に家にお呼ばれしたらしい。天野洋子の家族は父親一人で、その父親も現在は海外だ。そんな状況なら友人を呼ぶのも気軽なのだろうが、出会って三日程度の後輩を招くとは、聞いた以上に気さくで面倒見の良い性格らしい。

　最も寄よりのスーパーマーケットに入って行くのに、惟月も店内へと立ち入った。つかず離はなれずで様子を窺っていると、天野洋子はちらっと視界に入った惟月に視線を向け直し、惟月の元に歩み寄ってきた。

「――こんにちは、守倉くん」

　面と向かって声を掛けられたのは初めてだが、予想していた通りに優しげで、聞き取りやすい穏やかな声だった。

　惟月がとっさに返事を返しそびれると、天野洋子は申し訳なさそうな顔になった。

「やっぱり急に声を掛けたら失礼だったかしらね。私は――」

「あ、いいえ。……天野洋子先輩ですよね？」

　先んじて言うと、彼女はすこし安心した顔になった。

「良かった。顔と名前を知っていてくれて」

「それはもう。洋子先輩は美少女で有名ですから」

「お世辞が上手ね」

「とんでもない。嘘と冗談は苦手なんです。本当の事しか言いませんよ」

　惟月がすらすらと嘘と真実と冗談の混合物を吐き出すと、洋子は屈くつ託たくなく笑った。屈託なく笑う、なんて表現を付けたくなるほど魅み力りよく的てきな笑顔をする少女である。

「先輩も夕ゆう御ご飯はんの買い物ですか？」

「ええ。ちょっと後輩と一緒にね。……あ、こちらがそうよ」

　洋子はそう言って後ろの後輩を手招きし、惟月の前に押し出した。

「紹しよう介かいするわね。こちら薊谷サキさん。先日転校してきて茶道部に入ったばかりの子だから、ここら辺の案内を、ね。薊谷さん、こちらは――」

「知っています、同じクラスですから。……こんばんは、カミクラクン」

　サキはそう言ってにっこり笑ったが、目は〝間ま抜ぬけめ〟と嘲あざわ笑らっていた。

「あら、同じクラスだったの？　でも、薊谷さんはまだ知らないわよね？　この守倉惟月くんはね、我わが校こうの女子の間では有名な『彼かれ氏し代行業』なの」

「……彼氏代行業？」

「しつこい元カレとかを追おっ払ぱらってくれるの。私の友達も彼かれに助けてもらったのよ？」

「……そうなんですかァ」

　サキは完璧な笑顔を浮かべているが、琥珀色の瞳は〝オモシロい事やってるじゃない？　そういう理り屈くつで女の子に近づくワケねケダモノ眼鏡〟と揶や揄ゆしていた。

「もちろん、寂さびしいときのお喋り相手にも。薊谷サンもいつでも声を掛けて。恋こいから人生、あるいは胸の小さな悩なやみまで、なんでも打ち明けてもらっていいから」

「……ありがとう守倉クン。今度、軽薄な後輩の愚ぐ痴ちを聞いてもらえる？」

「うん。よろこんでお供するよ、薊谷さん。あっはっはっはっは！」

　期せずして、三人は一緒に買い物をする事になった。

　惟月は洋子から、帰国子女で日本文化に慣れていない後輩（設定）に歓かん迎げいも兼かねて手料理をふるまうのだと説明された。

「ちょうど私の家の近くに住んでいるらしいし」

（監視する為のセーフハウスです）

「薊谷さんとはすごく気が合って。話題も豊富で日本文化にも詳くわしいし、日本語も驚おどろくほど上手で」

（正確に罵ば詈り雑ぞう言ごんを伝える為です）

「それに何より、とても礼れい儀ぎ正ただしくて作法も優雅で」

　これにはさすがに口に出して否定しようとすると、足の爪つま先さきに二リットルのペットボトル醤じよう油ゆを落とされ、喉のどが痛みで固まった。

「あ、ごめんなさい。大丈夫だった？　カミクラクン？」

　申し訳なさそうな顔になって、屈かがみ込んだ惟月に顔を寄せるサキ。

「――ふんっ。ヘラヘラしちゃってまぁ」

「――焼やき餅もちとは可愛い所あるじゃないか」

「――面おも白しろいこと言ってくれるわね？　面白すぎて餅もちどころか湯だって沸わかせそうよ」

「――そりゃどうも」

「――しかし『彼氏代行業』ねぇ。あんたにそんなのを頼む心の動きがよく分からないわ」

「――そうか？　ちなみにサキはストーカーがいたらどうする？」

「――決まってるでしょ？　まず鼻を陥かん没ぼつさせるわ。あたしの香りを嗅かごうなんて身みの程ほど知らずな鼻をね。次は舌ね。卑ひ猥わいのひの字すら出す間を与えずひっこ抜く。そしたらいやらしい視線を注いだ両目を潰つぶす。最後に汚けがらわしい男の象しよう徴ちようを砕くだけば後こう顧この憂いは完全に断たたれる。誰かに頼む必要なんてないわ。この拳があれば片付くハナシよ」

「――サキならぬサギだな」

「あら？　ごめんなさい、薊谷さん。大根を買うの忘れちゃった。済まないけれど、ちょっと戻って取ってきてくれる？」
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「はいっ。任せてください、先輩っ」

　きゃぴ～んと元気の良い後輩に戻ったサキは、洋子に軽く笑って来た道を戻って行った。

　惟月は颯さつ爽そうと揺れて遠のいてゆく金髪を、何か理不尽なものを見るように見送った。

「……実はね、一度は守倉くんと話をしたいって思っていたの」

「俺と、ですか？」

　こそっと耳打ちしてきた洋子に、惟月は「はて？」と額を掻かいた。

「さっきも言ったでしょ？　私の友達が助けて貰ったって。河こう野の香かお織り、覚えてる？」

「ああ、香織さんの事でしたか。ええ、覚えてます。陰いん険けんなストーカー野や郎ろうに付き纏まとわれて怖こわがってて……思い出したら、腹が立ってきたな」

「そのストーカーを撃げき退たいした時の英えい雄ゆう譚たんを、何度も聞かされててね。どんな人なのかなって思っていたのよ。すごかったらしいわね」

「すごいことなんてないですよ。男は優しくなければ生きている意味がないですから」

「だから強く生きているというわけね？」

　さらりと言葉を返して微笑む洋子を見て、惟月は彼女が聡さとい人だと感心した。素す直なおに好感が持てる笑い方にも、自然と目が引きつけられる。

　こんな少女が彼氏もいないというのだから、世の中確かに奇き跡せきはあるものだ。そう考えると、汚けがれ無き処女おとめとして、カルト教団に生いけ贄にえ候補と目を付けられてもおかしかない。

　惟月はますます、あの田中某なにがしを殴れなかったことを後こう悔かいした。

　いっそのこのこ現れてくれればと拳を握る惟月だったが――

「――！　お前……！」

「か、守倉くんっ？」

　急に引き寄せ背に庇かばった惟月の行動に、洋子が素すっ頓とん狂きような声をあげる。

　だが、惟月に説明をする余裕はなかった。

　正面に立つ人物の動向を見み逃のがすまいと、惟月は全神経を集中させていた。

「やー。また会ったね、少年ー？」

「守倉くん？　この子は？　あなたの知り合い？」

　惟月が本気で睨にらむ可愛らしい男の子の正体を知らぬ洋子が、きょろきょろと戸と惑まどった視線を二人の間で行き来させる。

　ヴォラクは惟月の緊張をほぐすよう朗らかに笑った。

「こんな所で瓦礫竜ゴーレム・ドラゴンは出さないよー。あれって疲つかれるし、ボクって燃費が悪いんだー。そちらのお嬢じようさんとのデートを許してくれれば、なんの問題もないんだけどねー？」

「……残念だけど、な」

　惟月は洋子の腰に手を回して自分の元に引き寄せた。

　後輩の突とつ然ぜんの行動に、洋子は目を瞬またたかせる。

「俺の方が先に口説こうとしてたんだ。割り込みはお子様とはいえマナー違い反はんだ」

　左右に視線を投げて隙すきあらば逃とう走そうに移りそうな惟月に、ヴォラクは天使のような顔を悲しそうに歪ゆがめた。

「乱暴な事するわけじゃないんですよー？　ただちょっと話をっぐげらっ！」

　盛大な破は裂れつ音おんに、ヴォラクが気を失って前のめりに倒れる。フワフワした金髪が覆おおう後頭部には、白い大根が突き立っていた。

「――良い大根だわ」

　周囲がポカンとする中駆かけ寄ってくると、サキは鋭い視線を惟月に返した。

「注意を引いてくれてやりやすかった。けど、あたしの顔も知られてる筈はずなのに、なんでノーマークだったのかしらね？」

　髪を下ろしていたし、なによりお嬢様キャラの外面ガワのせいで同一人物とは思えなかったのだろう。理不尽な戦せん闘とうシーンしか見ていないならなおさらだ。

　惟月はそう推測したが、説明は省いた。それよりも――

「い、いったいこれは……」

「突然の事に驚かれているのは分かりますけど、ひとまず今は逃にげましょう」

　惟月は洋子の手を引き店の出口に向き直ったが、数歩としないうちに立ち止まった。

　アジア系でさほど目立たないが、よく見れば目付きや物もの腰ごしが明らかに一いつ般ぱん人じんと違ちがう外国人が三名ほど、いかにも荒あら事ごと慣れした落ち着き方で立たち塞ふさがっていた。

「逃げないで、ください。そのオジョサン逃げると、ワターシたち、社長に怒られます」

　片言の日本語で、男たちがにじり寄る。惟月は背後に目を向けたが、サキが肩かた越ごしに首を横に振った。彼女が相対する方角からも、数人のアジア系外国人たちが迫っていた。どの男たちも一回り大きな上着を着ている。惟月がその事に気付くと、彼らはちらりと上着の下を覗のぞかせた。

　物ぶつ騒そうなチラリズムを目の当たりにした洋子は、顔を青くして買い物かごを取り落とした。

「……惟月、状況シチユエーシヨンＰ‐４。今度はタイミング間違えないでよ？」

「３のあと？」

「同時だアホ眼鏡。――１」

　外国人たちが迫る。

「２」

　惟月とサキは視線を交かわしあい、

「「――３！」」

　二人の取った行動に、傭兵たちは度ど肝ぎもを抜ぬかれた。なにしろ彼らの目の前では、

「動くなぁああああっ！　動いたらこのアマ殺すぞぉオラァァアアアアアっ！」

「ノォォオオオオオオオオ！　ヘルプミィィィイイイイイイ！」

　一見優等生風の眼鏡を掛けた少年が、一見育ちの良さそうな金髪の少女の首に、鋭するどいナイフを突き付ける。夕方のタイムセールで混こみ合あっていたスーパーマーケットの店内が、液体窒ちつ素そをぶちまけたように凍こおり付いた。

「ごのやらぁぁあああ！　おれを裏切って他の男に股またおっぴろげやがってぇええっ！　ちょっと顔が良いからってチョォオシくれてんじゃねぇ、このアバズレがぁああああ！」

「しょうがなかったのよ太た郎ろう！　あなた、何度頼たのんでもクスリを止めてくれなかったじゃない！　あたし、怖かったの！　あなたの暴力が怖かったのよ！」

「抜かせやクソアマぁ！　涎よだれ垂らして○○○ピーをおねだりした口でホザいてくれてんじゃねぇあ！　青臭ぇ○○○ピーだけじゃなく、くそったれの○○○ピーや小学生以下の○○○ピーでもよがれるよう躾しつけてやったのぁダレだと思ってやがる、この○○ピー女が！　この場で節操のない○○○ピーを○○○ピーして○○ピーさせんぞ！　この○○○○ピーがッ！」

　前後関係をぶっ飛ばし、キメまくったヤク中が他の男に逃げたオンナを殺そうとしている――としか思えない構図である。聞くに堪たえない、しかしみんなしっかり聞いて顔を赤くする卑猥な言葉の数々も、非日常的な光景をどぎついピンクで彩いろどっていた（注：過激な単語は伏せピーさせていただきました。ＨＪ文庫は清く正しい健全な社会を目指します）。

「ゴルァ！　何ガンくれてんだっらぁ！　近づいたらころっぞ、ォオオ？　ガキもババァも皆みな殺ごろしだ、っんのヤロぉあ！」

　少年が、大根を頭にめり込ませた男の子を蹴り転がした。

　天使のような男の子が白目を剥むいた無残な姿に、凍り付いた空気が一気に崩くずれ落おちる。

　響ひびく悲鳴、崩れる缶かん詰づめの山、失われゆく理性、ぶちまけられる洗せん剤ざい、飛び交う怒ど号ごう、すっ飛んでゆくパイｅｔｃ……あっという間に上へ下への大おお騒さわぎになった。

「よし！　計算通――りぐぉ！」

「何ど処こがじゃあああ！」

　ニヤリとしたヤク中（設定）の顎あごを、ヤク中の女スケ（設定）が思いきり殴り上げる。

　サキの眼の端はしには涙なみだが滲にじんでいた。

「いつつ……もう演技はいいんじゃない？」

「本気で潤うるんでるのよ！　騒さわぎを起こしてどさくさに紛まぎれるってだけなのに、あ、ああ、ああああんな、あんな……あんな卑猥な言葉をっ！」

「サキだっていつも口悪いだろ？」

「口の悪さと下げ劣れつな言葉はまったくの別よ！　そもそもあたしの設定が酷ひど過ぎる！　あれじゃまるで色情狂きようじゃない！　あたしは――」

「あざとい方がみんな悦よろこぶ！」

　強がって目にしたエロ本がハードな上に無修正であったように初心な反応で泣なき喚わめくサキをぴしゃりと遮さえぎり、もっとからかいたいという己おのれの欲求もぐっと堪え、惟月はフリーズしてしまった洋子を抱かかえて身を翻ひるがえした。

　唖あ然ぜんとしていた男たちがはっとして追おうとするが、先頭の男が転がってきた缶詰を踏んでコメディアンのようにすっ転んだ。後続の男たちもそれに巻き込まれる。

「アウチッ！」「ノォオオオオオオ！」「へヴィ！　ベリィヘヴィイイイイ！」

　立ち上がろうとする彼らを、肥満気味のおばさんたちが容よう赦しやなく踏み付けていった。

　惟月たちは手近な鮮せん魚ぎよコーナーの調理場に飛び込む。ゴム長ゴムエプロンの従業員たちがヤク中の少年（設定）の乱入に泡あわを食って逃げ出した。

　バケツを跨またいで出口へ向かう最中、店内への出入り口が音を立てて開かれる。踏み込んできた男たちは、もみくちゃになった上着の下から拳けん銃じゆうを引き抜いた。

「！　ヤッバ！」

　洋子を抱えた惟月に銃じゆうが向けられる。サキが身体を射線上に割り込ませたのは、マズルフラッシュが閃ひらめくのとほとんど同時だった。

「いたっ！　いったぁああああああ！」

　爆ばく竹ちくが爆はぜるような音に混じり、サキが悲鳴を上げる。悲鳴を上げるだけで銃弾を通さないサキに、射手たちが驚きの声を上げた。

『Whaaat?!』

「っ～～～～！　乙おと女めの柔やわ肌はだに何てことを！」

「サキ！」

　惟月は床ゆかに転がっていた手て頃ごろな得物をサキへ投げ渡した。

　サキは受け取った得物を振り被り、鮮やかな手並みで一人目の頭を吹ふっ飛ばした。

「イイ魚ね！」

　銃を諦あきらめ突き出されたナイフをカンパチの腹で受け、捻ひねってナイフをもぎ取る。

「身が良く締まってる！　養殖カンパチじゃなくて天然イナダかしらね！」

　逆袈け裟さに振られたカンパチの頭部は、二人目の顎を突き上げて意識を刈かり取とった。

「サキ！　集合はポイント二〇四で！」

「はいさ！」

　荒事に放ほうり込まれるやいなや、瞠どう目もくすべき息の合いようだった。

　サキが凶きよう悪あくな凶きよう器きを振り被ってまた一人気絶させたのを見届け、惟月は気絶寸前の洋子を抱えてその場を後にした。




『こちらトムキャット３！　あいつら普通じゃない！　ヤク中なみにキレまくってやがる！』『こちらジェリーマウス２！　あのメスガキ、銃が効かない！　あれが日本の超ちよう合ごう金きんかっ？』『トムキャット６だ！　くそっ！　弾たまをくれ、弾たま――タマがぁああああッ！』

　何の変へん哲てつもない軽バンの中は、異様な空気が満ちていた。

　脂ぎった香こう味み料りようの匂いで充じゆう満まんしている。多少なら食欲をそそるだろうが、いまは胸焼けを起こす殺人的な濃のう度どだった。

　だがさらに異様なのは、山のようなバーガーとポテトが咀そ嚼しやくされる合間に交わされる、少年と通信機とのやりとりの方だろう。

「トムキャット３、負傷兵を抱えて即そつ刻こく撤てつ退たいしろ、もぐっ――トムキャット７から９、ポイントＤデルタに広域銃じゆう撃げき援えん護ご。ジェリーマウス１、２、しっかり頭を低くしてろよ、もぐがつむがっ――トムキャット６……強くイキロ、がつむごむがっ――総員、ひとまず生き残る事だけ考えろ……ずずずぅ～」

　食事の合間にも次々と的確な指示を出し、部下が全員逃げおおせた事を確認すると、〈蠅の翅音〉の指揮官はＬサイズのコーラを氷ごと飲み干し、特大のげっぷを吐き出した。

「……お上品な日本警察ならと人目の多い場所で仕し掛かけましたが、完全に裏目でしたか」

『――申し訳ありません、社長』

「いやいやいやいやいや！　完全に僕の見込み違いだ！　連中は普通じゃなかったって事だ！　それに神様専門ってワケでもなさそうだ。〈物理防御加か護ご〉を使う魔ま術じゆつ師し？　非効率で燃費が最高に悪い上、魔ま術じゆつ戦には何の使い道もない術を常時発動させてるとは！　端から対人戦闘を考こう慮りよしてるとしか思えない！　隠れてシコシコやってるような旧来の結社なんかとはまるで違う！　ヴヴァハハハハハハハッ！」

　蠅の翅音を思わせる笑い声が木霊する。手ひどく痛めつけられた兵隊たちは指揮官の笑い声に気を悪くするかと思いきや、その笑い声を聞いて逆に笑みを浮かべ直した。

「『天国の扉号』に繋つないで副社長を呼び出せ！　思い知らせてやろうじゃないか、二束三文で悪魔に魂たましいを売った兵隊諸君！　我々〈蠅の翅音〉の本領を！」




　一方、問題となったスーパーの屋上では――

「あらあら……まるで天使がラッパを鳴らしたような大騒ぎですわね」

　モデルのように自己主張の激しい長身に黒い長コートを羽織った女性が手の平で庇ひさしを作り下界を仰あおいでいるが、我先にと外に逃げ出した人々で彼女に気付いた者は皆かい無むだった。

　彼女――マレーネ・ヴァイスも、別に客たちに興味があるわけではない。彼女が見み詰つめるのは、少女を抱えて疾しつ走そうする少年だった。

「うーん、速い速い。油断したら見失ってしまいそうですね」

　微ほほ笑えみを絶やさず呟くと、彼女はたいして助走もなく跳ちよう躍やくし――民家の屋根を次々と飛び移って尾び行こうを開始した。




同日　１８：１３




　――アパート『沼ぬま畑はた荘そう』二〇四号室。

　天野洋子を保護した惟月は、ひとまず自分の部屋に駆け込んだ。座ざ布ぶ団とんに座らせてお茶を振る舞い、蒼そう白はくを通とおり越こして漂ひよう白はくされた洋子の顔に血の気が戻るのを待って、惟月はざっと現状を説明した。

　洋子がカルトな宗教団体に目を付けられていた事。それを確かめ必要とあれば護衛する為に惟月とサキがいる事。そしてこうして襲おそわれた以上は全力で守る事。

「……何だか目まぐるし過ぎて、理解が追いつかないわ」

　説明を聞き終えた洋子は空の湯飲みを両手で抱えて深々と嘆たん息そくした。

「……けれど守倉くん、やっぱり只ただ者ものじゃなかったのね」

「いえ、只ただの高校生アルバイターです……ああ、けどそこにセクシーで男前、ってのを足してもいいですよ？」

　惟月がウインクすると、洋子はお腹なかを抱えて笑った。昂たかぶった精神がリラックスして感情の起き伏ふくがとても大きくなっているのだが、笑い終えた時にはさっぱりと憑つき物ものが落ちた顔になっていた。

「ありがとう、守倉くん。かなり落ち着いたわ」

「それじゃあシャワーも浴びて身体もリラックスさせて下さい。外にいますから、終わったら呼んで下さい」

「ありがとう。――ありがとうって言ってばっかりだけど……ありがとう、守倉くん」

「どういたしまして」

　惟月は笑って外に出た。空はもうすっかり紅に染まり、カラスが鳴いて飛んでゆき、何ど処こからかカレーの匂いも漂ただよっていた。

　平和な風景だった。

　今のところ惟月の半径十メートルには、カルトな宗教団体も、悪魔の指揮する傭兵も、理不尽な金きん髪ぱつ娘むすめもいない。暮れなずむ夕日と、郷きよう愁しゆうを誘さそうカレーの匂い。これを平和と言わずして何を平和と言うのだろうか。

　そう、平和はありふれた物なのだ。優しい先輩だったり、夕方のチャイムの音色だったり、シャワーを浴びる先輩だったり、さわやかな風だったり、いままさに服を脱ぬいでいるであろう肉付きの良い美しい裸ら身しんだったり、食欲を誘うカレーのかお……カオリ？

「って、何だこのにおい！」

　鼻を突く刺し激げき臭しゆうに鼻を摘つまむと、隣となりの部屋の扉がドンと音を立てて開き、モワッと黒い煙けむりが勢いよく漏もれ出した。そのまま手で掬すくえそうな濃のう密みつな煙を引き裂さいて、輪っかを浮かべた金髪碧眼の美青年が飛び出してきた。

「目が！　目ぇがぁぁああああああ！」

　飛び出してきたガブリエルは、狭せまい廊下を器用に二往復もゴロゴロと転がった後、涙でぐしゅぐしゅになった顔をあげて惟月に挨拶した。

「うす、少年……」

「こんばんは、ガブリエルさん。何です？　バ○スの呪じゆ文もんでも食くらいました？」

「いや、仕事の前にカレーを作ろうと……辛からいのが良いって唐とう辛がら子しやコリアンダーを増量したら……ズンドウが魔ま女じよの窯かまみたくなって、変な光や身体に悪そうな煙が……」

「止めてくださいよ、客が来てるんですから」

「お客さん？　それって、コレ？」

「……天使が下品に笑って小指を立てるな」

　――キャァアアアアアアアアッ！

　異様なカレー臭で罅ひびの入った平和を、粉みじんに粉ふん砕さいする甲かん高だかい悲鳴が響いた。

「先輩っ！」

　慌てて部屋に戻ると、服を脱ぎかけた洋子が、正体不明の女性によって壁かべに押し付けられていた。背の高いとびきりの美女は聖母のような微笑みを浮かべながら、鈍にぶく輝かがやく大型ナイフを、怯おびえる少女の喉に突き付けていた。

「さぁ、天野洋子さん？　あなたの父上が発見したはずの『十字架』は何処なのでしょうか？　教えていただけると助かるのですけれど？」

　ヘアバンドで髪を纏めたその美女が、子供をあやすように優しい声で囁いた。しかし、どんなに綺き麗れいで優しげでも、手にしたナイフは禍まが々まがしい光を放っている。

　暴力に怯えた洋子の顔を見て、惟月の思考は一いつ瞬しゆんで戦闘態勢に切り替かわった。

「こ、のぉおおお！」

　惟月はキッチンに置かれていた皿を掴つかみ取って次々と投げ付けた。

　女は微笑みを浮かべたまま、洋子へ向けていた左手のナイフを縦横に振るった。派手な破は砕さい音はせず、風ふう鈴りんが鳴る様な音が連続で響く。ナイフで陶とう器きやガラスを切断するという、地味だが驚くべき技量が発揮された。

（大道芸か！　けど、ナイフは先輩から離れた！）

　切断された食器が床に落ちるより速く美女の間合いに踏み込んだ惟月は、女を洋子から引き離すべく相手の手首に掴みかかった。突とつ進しんの勢いのまま押し倒たおそうと体重を掛けるが、

「あら、大だい胆たんですわね」

　愕がく然ぜんとした。

　背せ丈たけこそ同じくらいだが、体格そのものは男と女だ。圧あつ倒とう的てきに惟月が勝っているはずなのに、女は微笑んだまま微び動どうだにしない。

「がっついては、女性に嫌われてしまいますよ？」

　美女は窘たしなめるように笑うと、握にぎっていたナイフをあっさり手放した。落としたナイフを蹴けりあげ、鋭い切っ先が惟月の右目に迫る。

　惟月が仰のけ反ぞりかわした隙に、女は惟月の手首を握り返し、子供を回すようにして放り投げた。

　惟月は為なす術すべなくベランダの窓を割り、手すりを飛び越えて宙に投げだされる。必死に何かを掴もうとするが掴めず、惟月の身体はアパートの二階から道に落ちてゆく――

「むぎゅわ！」

　最悪の場合は半身不ふ随ずいも覚かく悟ごしたが、惟月の背中は柔やわらかな感かん触しよくに受け止められた。天の廃はい材ざい――もとい配はい剤ざいに、惟月は心から感謝した。

「た、助かった……」

「ぐ、ううっ……め、『めざめろテレビ』に投書してやるわ。今日の運勢は百年に一度の幸運だって言ってたのに……」

　ショックで動けない惟月の下から、サキが身を捩って這はい出す。

「へ、部屋に、ナイフを振りかざした正体不明の女が……」

　惟月が言い終える前に、サキは惟月の落ちてきた放物線を逆に辿たどって部屋の中へと飛び込んでいった。

　惟月も立ち上がり、身体を支えながら部屋に戻る。二階の廊下では、ガブリエルが自分の部屋のドアの隙すき間まから首を出して様子を窺っていた。「生きていたか少ヒデぶッ！」晴れやかな笑え顔がおがムカついたので一発くれておいた。

　部屋を覗き込むと、斬きり裂かれてぼろ布になった制服を抱えた洋子がぶるぶると震ふるえていた。肩かたを叩たたくと短く悲鳴を上げたが、惟月だと分かると涙を流して縋すがり付いた。

「よ、良かった……い、生きていて……！」

　ホスト天使の笑顔より、美少女の涙の方が千倍はざらついた精神を癒いやしてくれた――が、部屋の凄せい惨さんな有様が目に入ると惟月の胸には絶望が広がった。

　竜たつ巻まきが食い荒あらしたような部屋の中央で、二つの人ひと影かげがギリギリと牽けん制せいし合っていた。長身の美女が振り下おろそうとするナイフを、サキが歯を喰くいしばって押し留とどめている。

　驚くべきことに、拳けん銃じゆう弾だんも跳ね返かえす筈のサキが、体の各所に傷を負っていた。

「物理加護ですか……けれど、わたくしのナイフはどれもこれも聖別済み。魔ま女じよ風ふ情ぜいの術ではビクともしませんわ」

「っ――ナイフを振り回まわす女……あんたが噂に聞く〈刃装のママレーネ・ザ・ブレーネレードアームズ〉ね？」

「あら、わたくしをご存じなのですか？」

「悪名名高い『逆十字聖ターンクルス騎士団・クルセイド』のエージェントの情報は、そこら中に出回ってるわ……！」

　真っ黒どころか虚きよ無む的なまでのその悪名に、惟月の頬ほおも引き攣った。

　逆十字聖騎士団。

　超ちよう宗しゆう教きよう右う翼よく団体、最兇最悪の宗教テロリスト集団の名だった。

「それより何より……そのムカつく胸はちょっとやそっとじゃ忘れないわよ！」

　サキは力を抜き、巴ともえ投なげの要領で美女――マレーネを蹴り投げる。壁に激げき突とつして罅が入ったが、

「ギャース！」

　マレーネは平然な微び笑しようで身体を壁からひき抜いてナイフを投げ放った。避さけたサキを追い、マレーネは身体の至る所から様々な刃は物ものを取り出しては機き関かん銃じゆうのように連射した。

「壁かべ紙がみが！　敷しき金きんが！　修しゆう繕ぜん費ひが！」

　まるで殺人ロボット同士の戦いが再現された惟月の部屋は、あっという間に終末的ターミネイトな状態へ陥おちいっていった。ＤＶＤレコーダーがククリナイフで両断され、懸けん賞しようで当てた大型液えき晶しようテレビが叩き潰され、ＨＧノイエ・ジールは核かく融ゆう合ごう炉ろが暴走したように爆散する。

　このままではヤバい。惟月は戦せん慄りつした。

　狭い室内でサキも馬ば鹿か力ぢからを出せなくて苦戦しているように見える。あの凶器みたいな身体に狂きよう気きを詰め込んだ美女をなんとかしなければならない。

「そしてなりより――俺の貯ちよ蓄ちくがヤバい！」

「う、ううっ、ひどいよ少年……顔は商品なんだよ……？」

　背後から情けない声が掛かる。この期ごに及んで天国な脳内の隣りん人じんにイラっとしたが、お陰かげで名案が思おもい浮かんだ。

　惟月はすぐさま隣の部屋に掛け込むと、厳重に蓋ふたを閉められたズンドウ鍋なべを抱え込む。部屋に戻ると、サキはマレーネの交差した刃で首をちょん切られるのを寸前で堪えていた。

「サキ！　眼を閉じてろ！」

　惟月がサキの名を呼ぶと、マレーネがつかの間だけ身体を硬こう直ちよくさせた。

　理由は分からないが絶好の隙である。惟月は手にした鍋を思いっきり投げ付けた。

「そんな物は無む駄だです――！」

　一瞬の刃閃がスチール鍋を両断した。おかげで中に入っていた液体は盛大にぶちまけられ、マレーネの顔にゲル状の赤い液体が降ふり掛かる。

「あっ、あああああああっ！　目が、目がぁぁあああ！」

　ガブリエル特製カレーを頭から被ったマレーネは、瞼と喉を押さえて身をのけぞらせた。

「な、なんて残ざん酷こくな……」

「あんたの作ったカレーでしょうが。それより早く羽を生やして！　脱出する！」

　惟月は洋子を背せ負おい、天使の足を引っ掴んで引き摺ずり、激げき辛からの薫かおりに噎むせるサキの手を取った。さっきは投げ出されたベランダから、今度は自分の意思で飛び降りる。

　刹せつ那な。

　白い羽が飛び散って、惟月たちは風に乗って空へと翔とんだ。

「……ホント強ごう引いんだよね、少年？」

　翼つばさを生やしたガブリエルがぼやいた。

　洋子がしっかり捕つかまると、惟月は柔らかな感触を背中に感じ、生きている実感が湧わきあがった。

「ああ、生きてるって素す晴ばら――」

「まだ早い！　後ろだ！」

　直後、ぐらりと天使の身体が傾かたむいた。

「いたっ！　イタぁあっ！」

　ガブリエルの翼に投げナイフが突つき立っていた。

　惟月が首を捻ねじ曲まげ確認すると、マレーネが眼を――比ひ喩ゆ的てきにも文字的にも――真っ赤にして睨んでいた。黒いコートに手を差し入れ、指いっぱいに挟はさんだナイフを投とう擲てきする。

「きゃぁあああああ！」

　ぐらぐら揺れて悲鳴が上げる。惟月は慌てふためく天使の足をぐいっと引っ張った。

「まっすぐ飛んで！」

「無理だよ！　それじゃ狙われるよ！」

「まだ視力は回復してない！　あてずっぽう！　一刻も早く圏けん外がいに避ひ難なんを！」

「あああっ！　今朝の『めざめろテレビ』運勢最悪だったんだよぅ！」




「――サキ、と呼ばれていましたね、あの少女は……」

　赤く腫はれて涙の止まらない眼をこすりながら、マレーネは空を去って行く影を見詰めた。もっとも焦しよう点てんは定まらず、ぼんやりとしてうまく判別も付かなかったが。

「サキ……そうですか。あれが〝魔王のアークエネミー遺児ズ・ドウター〟……本当に出会えるとは！」

　マレーネは、彼かの女じよの唯一なる神が見えているのか、恍こう惚こつとした顔で涙を流している。

「唯一なる神よ、運命の巡めぐり合わせに感謝いたします！　私の手で、大敵の落アークエネミーとし子ズ・ドウターを斬り殺す機会を与あたえて下さったことに！　――水っ！　水は何処ですか！　水水水ッ！」




同日　１９：４０




『本日の午後五時半ごろ、都内のスーパーマーケットで高校生と思われる少年がナイフを振り回す事件が発生し、現場の店内は一時大騒ぎとなりました。当時、店内では外国人の男たちも目もく撃げきされ、騒ぎを起こした少年の言動も怪あやしかったことから、覚かくせい剤ざいに関連した犯罪の可能性も――』

　軽快ながら穏やかに流れるジャズの響きに、ニュースの音声は完全な不協和音だった。もっともそれはテレビの音声が不必要に大きかったからだろう。

　一枚板のカウンターに腰掛けて一休みしていた喫茶店の娘むすめは、またかという顔になって立ち上がった。

　こじんまりとした店内にひと席しか作っていない喫きつ煙えん席せきは、店の一番奥おくまった場所にある。喫きつ煙えん者しやを追いやる為というより、実質的にある人物の専用席である為だった。

「富とみ貝がいさん！　また勝手にリモコンを使わないでください！」

　娘のうんざりした声に、席に座っていた女性は「ん」と曖あい昧まいに頷いた。肩を怒らせた娘は、女性が持っていたリモコンを取り上げた。

「……何するのさ？」

　富貝律子は緩ゆるんでいるというよりは眠ねむたげな顔を、顔なじみの娘に向けた。

「それはこっちのセリフです。テレビから空調のリモコンまで自分の席に並べて、何様のつもりですか！」

「お得意様のつもり」

　律子は咥くわえていた煙草たばこをほとんど吸い尽つくしたことに気付いて灰皿に押し付けた。灰皿には煙草が山のように突っ込まれていた。灰皿に積まれたすべての煙草がフィルターの根本まできっちりと吸われたのなら、相当長く居座っている事になる。

『問題の少年は同じ年とし頃ごろの少女二人を人ひと質じちに逃走し、警察はこの少年の行方ゆくえを――』

「……富貝さんも行かなくていいんですか？　一応警察官でしょ？」

「私は警察官じゃなくて警察官僚」

　律子は新しい煙草を咥えた口元を緩ませた。

「ちゃあんと国家公務員第一種をクリアしたからね」

「……こんな迷めい惑わくな客がキャリア公務員なんて世も末だわ」

「ちゃんと高い商品を頼たのんでるじゃない。というわけでカプチーノをお代わり」

「またカプチーノですか……」

　高い代わりに手間もかかる注文に、娘は肩を怒らせてカップを下げた。

　娘の後ろ姿を見送って、律子は新しい煙草に火を点つけた。そしてテレビ画面に視線を戻したが、テレビ画面は黒いスーツで遮られていた。

「神群活動保全課長、富貝律子警視ですね？」

　律子が煙草の煙を燻くゆらしながら顔を上げると、スーツの男は神経質そうに顔を歪めた。

「警察官ならば、副ふく流りゆう煙えんの被ひ害がいにも考慮すべきですな。ただでさえ民間の目は厳しい」

「君のところの部長は一日に一箱どころか一カートンも消費してる。警視総そう監かんになる前に肺はい癌がんで死ぬかと思ったけれど、その前に飲酒による肝かん硬こう変へんを宣告されて来週手術だ。煙草の健康被害って言っても所しよ詮せんそんなものだよ」

　律子の言葉に、スーツの男はさらに顔を歪めた。

「公安の人間でしょ？」

「お分かりですか」

「においが、ね」

「なるほど」

「……君はノリが悪いね」

　律子の言葉に頓とん着ちやくせず、男はそれこそノリを無視して要件を告げた。

「富貝警視、あなたをお迎むかえに参りました。『上の方々』の指示です」

「ふぅん……」

　律子は吸い掛けの煙草を名な残ごり惜おしそうに口から引き抜き、吸すい殻がらの山の頂上に突き立てた。席に手を突き立ち上がったところで、尻しりポケットから携帯の着メロが流れ出した。

「どうぞお取りになってください」

　公安の刑けい事じが動物でも観察するような眼を向けながら言った。

　無気力気味に「どうも」と笑いながら、律子は心の中で「タイミング悪っ！」と悪態を吐いた。登録しておいたメロディから発信者はすでに分かっている。どう考えても目の前の男や『上の方々』の耳に、部下たちの情報を入れるのはよろしくない。

「誰かなあ……っとおお！」

　律子は取り出した携帯を放り投げた。携帯電話は石せつ鹸けんのように滑すべり、カプチーノを運んでいた娘の足元に飛び込んだ。

「きゃっ！　……富貝さん！　零こぼしちゃったじゃないですか！　ちゃんと割れたカップ代も含ふくめて請求しますからね！」

　娘はぷりぷりと怒って箒ほうきとちり取りとモップを取りに戻った。

　情けない顔になって財さい布ふの中身を確認する律子を、公安刑事が呆あきれたように眺ながめた。

「……すでに酔よっておいでで？」

「いや、カプチーノを飲み過ぎたらしい」

　携帯電話はエスプレッソコーヒーと泡あわ立だったクリーム塗まみれになって沈ちん黙もくしていた。




　富貝律子が公安刑事に『連行』されたのと同じ頃ころ、元江え藤とう探たん偵てい事務所のオフィスでは二人の男――正確には天使と少年が電話を掛けていた。

「ううっ……もしもし、店長ですか？　今日はちょっと休ませて――ええ、ちょっと体調が悪くて――すみません。指名様には後日カヴァーするのでよろし、く……」

　不ふ屈くつの精神で勤め先に休みの連絡を入れたガブリエルは、鼻くそをほじる力すら消きえ失うせてソファへ突っ伏ぷした。頭の輪っかが切れかけの蛍けい光こう灯とうよろしくチカチカと瞬き、背中の翼はしなびたホウレンソウのようだ。

　ガブリエルが電話を終えたのを見て、惟月も繋がらない携帯電話を耳から引き剥はがした。

「まだ律子と繋つながんないの？」

　惟月が電話を掛けている間、暇つぶしに五秒に一回は窓のブラインドの羽板をめくっては外を眺めていたサキが、さすがにうんざりした声を掛けた。

「ああ。これで三度目だけど、電源が切れてるかもしくは……」

　顔を見合わせた二人は、お互たがいの顔に『嫌な予感がする』と書かれているのを見て取った。実際、嫌な感じである。

「まさか、律子さんも襲われて……？」

「あの富貝律子が？　審判の日ハルマゲドンがきてものうのうと煙草吸ってるような女が？」

「「ないない」」

「じゃあ？」

「これはたぶん……圧力が掛かったんでしょ」

「圧力？　何処から？」

「何処からも、よ。〈逆十字聖せい騎き士し団だん〉は旧教カトリツクも新教プロテスタントも関係なく支し援えんを受けてる教会黙もく認にんのテロリスト。あがりが減ることを危き惧ぐする連中は何処にでもいるわよ」

　サキは忌いま々いましげに鼻を鳴らした。

〈逆十字聖騎士団〉は《大零落》後に結成された右う翼よくの宗教テロリストだ。一いつ般ぱんにはよくある過激な原理宗教団体と報じられ、ヨーロッパやアメリカで零落せデグレーデドし神々・パンテオンを異い端たんや悪あく魔まの使いとして狩かり立てていた。日本へと大量の亡命神が流入したのも、欧おう米べいや南米で〈騎士団〉が猛もう威いを振るっていたからだった。

　しかしその実態は、アブラハムの宗教の崩ほう壊かいを防ぐ為、彼らにとって唯一なる神の零落を阻そ止しすべく宗派を超こえて支援される、正しよう真しん正しよう銘めいの宗教騎き士したちだった。

「単なる事後処理と思いきや、よほど大事だったみたいね」

　惟月とサキの視線は、自然と天野洋子へと向かった。

　ガブリエルの翼を治ち療りようしていた洋子は、自分へ向けられた固い視線に息を呑んだ。

「いまごろ律子は桜田門にでも呼び出だされているわ。上層部うえのお歴々は洋子先輩の身み柄がらを〈騎士団〉に譲ゆずるつもりね、きっと」

「……ほほう」

「あの、守倉くん、薊谷さん……」

　おずおずと声をかけたのは、望まず事態の焦点となってしまった洋子だった。

「あなた達に迷惑が掛かるなら、私……」

「ご心配なく」

　惟月は意地悪く、なにかとんでもない悪いた戯ずらを企たくらんでるような眼をしてニヤリと笑った。

「これは俺の趣味と実益です。燃えるんですよ、相手が大きければ大きいほど」

　言ってる事はまるっきり反骨精神旺おう盛せいな若者の決まり文句だが、いま彼が逆らおうとしているのは国家権力である。が、惟月には最初ハナからそんな事は念頭にないようだった。

　納なつ得とくできない事は納得しない、筋が合わないなら筋を通す――許せないものには純粋に怒おこるという、そういう簡潔明めい瞭りような理屈があるだけである。

　洋子は真意を読み取ろうと惟月の顔を見返すが、表も裏もなく言った通りの事しか考えていないと分かるとますます混乱した。

　救いを求めサキに眼を向けると、

「……見み栄えはって生きるのも面倒な話よね。巻き込まれる方はたまったもんじゃないわ」

　困ったもんだと肩を竦すくめたが、サキの声もあっけらかんとしていた。どころか、大騒ぎの起こる気配を嗅ぎ取って不敵に笑いはじめる。

「ご心配なく。あたしも嫌いなんですよ。一方的に高い所から見下ろす連中のしたり顔」

　この少女はこの少女で、降りる気は全くないようだった。

　惟月よりも長くカミカツに所属しているのに――いや、所属しているからなのか、『よくあることだ』と言いたげに平然としていた。

「……正直、私はいま何が起こってるのかよく分からないわ。突然巻き込まれただけだもの。けれどだからこそ、何も分からないまま流されたくないと思います」

　惟月とサキの泰たい然ぜんぶりを見て取り、洋子は言葉を選び選びゆっくり話しはじめた。

「守倉くん、薊谷さん。どうか、私に力を貸して下さい。この事態を乗り切る為に、あなたたちを頼たよらせて下さい」

　洋子はカミカツの二人に深く頭を下げた。

「もちろん」

　惟月は指をパチンと鳴らして快活に笑った。

「イイとこ見せようとするのは勝手だけど、足引っ張んないでよ、３Ｎ男」

「『３Ｎ男』？」

「『呑のん気き』かつ『能天気』で『何を考えてるか分からない』よ。我が身を省かえりみてみなさいよ」

　二人の遣り取りに、洋子はくすくすと笑った。

「じゃあ、さっそくですが……あのおっかない美女――マレーネは『十じゆう字じ架か』がどうのこうのって言ってましたけど、なにか心当たりはありますか？」

　洋子は指を顎に添そえて考えを巡らせたが、やがて自信なく首を横に振った。

「家には父がお土産みやげで買ってきてくれた十字架がいくつかあるけど……そんなに大したものはないと思うわ」

「お父様は考古学者でしたっけ？」

「ええ。一年のほとんどを世界中飛び回っているわ。『国と大学の金で海外旅行し放題なんだからこんなにお得な商売はない』って言って」

「……何か俺、先輩のお父様とはとてもウマが合いそうな気がしてきました」

「変人よ？　妙みようなお土産や贈おくり物を山のように送りつけてくるし。いつかは自分を押し潰そうとした石の大球を持ち帰って来たもの」

「そのネックレスもお土産ですか？」

　突っ込むと藪やぶ蛇へびになりそうなので、惟月は洋子の胸むな元もとで揺ゆれるネックレスを見て尋たずねた。

　それは細かな石造りのビーズを組み合わせて作った、小さな卵型の首くび飾かざりだった。

「ええ。一ヶ月かちょっと前に送られてきた物よ。地中海あたりで買ったらしいわ。思えば、これが一番新しい、最後の贈り物ね」

「一ヶ月前、か。素す敵てきなネックレスですけど……」

「十字架ではないわね」

　角度を変えたりして見回すが、ビーズの模様が十字に見えたりするという事もない。綺麗な装そう飾しよく品ひんだが、カルトやテロリストがこだわるほど高価なようにも見えなかった。

「十字架、十字架、ねぇ……」

　惟月がネックレスを観察していると、洋子は居い心ごこ地ちが悪そうに身じろぎした。

　当然といえば当然で、今の彼女はマレーネに切り裂かれた制服にタオルを巻いただけの状態だった。手で胸元を隠しているが、逆に胸の谷間が強調されて何とも色っぽい。

「この年中さかった野の良ら犬いぬがっ。いつまで眺めまわしてるのよ」

　サキが惟月の後頭部を叩いた。手首のスナップを利きかせた一いち撃げきは予想外にいい音がした。

「ひとまず先輩の自宅に行ってみるしかないわね。十中八九監視されてるだろうけど」

「……その前に、先輩にシャワーを浴びさせてあげてくれ。俺の部屋じゃ、結局お流れになったからな」

「そりゃ不幸中の幸いだったわ」

　ジロリと惟月を睨むサキだが、彼女の顔はすぐに戸惑いの色を浮かべる事になった。

「あ、じゃあ薊谷さん、私と一いつ緒しよに入らない？」

「……へ？」

「こんな事がなければ、薊谷さんは私の家でお泊とまりするはずだったんだもの。せっかくだから取り返しましょ？」

　我ながら名案だと手を叩いて微笑む洋子に、サキはどんな返事をすればいいのか分からなくて混乱した。頭を擦こする惟月が、そんなサキにすかさず言う。

「大だい丈じよう夫ぶだって。先輩は胸の大きさで人種差別する人じゃない」

「黙だまれ差別主義者レイシスト！」

　惟月の一言で決断すると、サキは率そつ先せんして風ふ呂ろ場ばへと向かった。

「……守倉くん、彼女を乗せるのが上う手まいわね」

「短い間とはいえ、一緒に死線を越えましたからね」

　むしろ死線に叩きこまれたこともある。

「……あのね、言いたくない事だったら答えなくてもいいんだけど」

　と、洋子は上目づかいで惟月の顔色を窺いながら切り出した。

　もじもじする彼女の様子に、惟月は胸の奥で「これはもしや……！」と期待が高まる。

「守倉くんと薊谷さん、付き合ってるの？」

「イエまったく」

　打てば響くように即そく答とうすると、洋子はほっとした顔になった。

「そう、なんだ。うん。ならいいの。ありがとう」

　洋子は微笑み、首に下げていたネックレスを外した。なんとか無事だったスカートのポケットから携帯電話も取り出した。惟月にネックレスと携帯電話を預けた洋子は、スキップさえ含んだ軽かろやかな足取りで風呂場へと向かって行った。

「スプリング・カム・ヒア！」

「…………ごきげんだねえ、少年……？」

　ぐったりしたガブリエルが、エクトプラズムを吐き出すように声を漏らした。

　怪我した翼で三人もぶら下げて飛んだのだから、無理からぬ疲ひ労ろうぶりではあった。

「ご機き嫌げんですとも。好みど真ん中のお姉さんキャラのフラグが立ちましたからね」

「そのようだねぇ……けど、フラグを回収する気はないんだ？」

「？　どうしてそう思うんです？」

「君の貌かおがさ、僕ぼくの同どう僚りようにそっくりな男がいるんだよね。なんつの？　心に決めた女性がいるからこその変態ぷりってやつ？」

　惟月は鼻白んだ。

　よりにもよってこの元天使に突っ込まれるとは思いもよらなかったのだ。

「業が深いねぇ、君も」

「どうしたんです？　いまのガブリエルさん、まるで本物の天使みたいですよ？」

　疲れ過ぎておかしくなったのだろうか？

「そりゃ元天使ですから……で？　君の心に住んでる女性はどんななの？　察するに年上、しかも身分を超えた愛！　的なかぐわしい匂においがするんですが？」

　やっぱり気のせいだった。心配して損した。

　惟月はやれやれと首を振ると、ガブリエルへおざなりに返答した。

「ただ単に、お礼を言いたいってだけですよ。ありがとうのあの字すら言えなかったんで」

「お礼？　車にでも轢ひかれそうなのを助けてもらったの？　ドラマだねぇ、ロマンだねぇ」

「医者にも見放された不治の病を治してもらいました」

　にやにやしていたガブリエルは、その言葉を聞いて笑えみを打ち消した。

「……それっていつの話？」

「いまから十年前。ちょうど《大だい零れい落らく》の直後ですね」

「…………そんなの無理だ。あり得ない」

　熱に浮かされた様なガブリエルの呟つぶやきに、惟月は何の事かと眉まゆを歪めた。

「そりゃあ『聖せい霊れい』と切きり離されてこんな様になっても、羽根生やしたり火を吐いたりするくらいは出来る。けど医者に見放された不治の病を完治させる？　それって本物の奇蹟じゃないか。タネのない手品みたいな能力ちからしか残ってない零落せし神々ぼくらには到とう底ていむりだ」

「どういう……？」

「いまだ零落してない主神クラスかそれとも……いずれにしても君が探してる恩神とやらは、ただものじゃないってことだよ」

　あの『神さま』は只者ではない。だがガブリエルが言っているのはそういう意味ではないだろう。ではどういう意味なのかと言えば、それは惟月にもさっぱりだった。

　俄にわかに軽い混乱を覚えた惟月を畳たたみ掛けるように、手にした携帯電話がヴーと震えた。

　預かった携帯電話に眼を落とした惟月は、反射的に携帯を開いた。おかげで曖あい昧まい模も糊ことした悩みともつかぬ感覚は吹き飛とんだ。

　だがそれは、より真に迫った問題が生じたからに過ぎなかった。

「…………やってくれる」

「どうした少年？　ネックレスが落ちちゃったよ？」

　惟月の手から滑り落ちた首飾りに手を伸のばしたガブリエルが声を掛けるが、惟月の眼は携帯の画面に注がれて動く気配はない。

　けれど突とつ如じよ部屋を照らした明るい光に、惟月の視線は移動せざるを得なかった。

「な、なんだ？」

「お、おおおっ！　何か知らないけど元気が湧いて来たよ！」

　いまさっきまで修しゆ羅ら場ば明けの小説家を思わせる疲ひ労ろう困こん憊ぱいだったのが、表情も晴れやかにソファの上に立ちあがった。頭の上の輪っかが真夏の浜はま辺べを照らすようにぎんぎんと光り、傷付いていた背中の羽も生き生きと艶なまめいて、傷の痕あとは何処かへ消えていた。

「なんかこー、ハレルヤッ！　って感じ？　すんがすがすぃぃいいい！」

　いまにも昇しよう天てんしそうな天使が手にした首飾りを見て、惟月は眩まぶしさと理解に目を細めた。




　もともと、誰かと一緒に風ふ呂ろに入る事に慣れていないのだ。そういう習慣もなかったし、環かん境きようもそれを許してくれなかった。だから同年代の少女に背中を洗われる感触に、サキはむず痒さよりも不可解な疑問を抱いだいた。

「薊谷さんの肌、生まれたての赤ちゃんみたいにスベスベね。うらやましいわ」

「そんな……先輩だって、スタイル良くてうらやましいです」

　サキは軽く振り返り、背中を流す天野洋子の身体を視界に収めておずおずと言った。彼女が持つ雰ふん囲い気きに見合った、柔らかでたおやかな身体つき。同性ながら、抱きついたら気持ちいいだろうなと思ってしまう。特に夢と希望に溢あふれた、胸。

「そうかしら？　薊谷さんだって、手足が細くてお腹も腰も引き締しまって、品の良い妖よう精せいさんみたいよ？」

「――ひゃん！」

「それに、かわいい胸だわ」

「あ、ひぅんん……あ、ありが――ひゃうん！」

「あら、意外にびんかん。それに――引き締まってるのにやわらかいおしり♪」

　洋子の指使いは、落ち着いた雰囲気に似合わぬ大胆さだった。

（こ、これが噂うわさに聞く、日本の女子高生が親愛の表現として行う――触りっこというやつか……！）

　裸はだかの付き合いという和の文化を目まの当あたりにし、サキは琥こ珀はく色いろの瞳ひとみを慄おののかせた。

　サキの感度の良さをひとしきり堪たん能のうすると、洋子はサキの髪を洗い始めた。天然自然の鮮あざやかな金きん髪ぱつが珍めずらしいのだろう。洋子は楽しそうに歌をさえずり、繊細な絹糸のような手て触ざわりを楽しむ。肌を触ふれられるのは落ち着かなかったものの、髪を洗う手付きはとても慣れていて心ここ地ち良よい。サキは自然と緊張を解いて身体をリラックスさせた。
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「薊谷さんは守倉くんとコンビを組んでいるのよね？　付き合いは長いの？」

「長いというほどでは……会ってからたった十日足らずです……」

　よくよく考えてみるとまだそれだけしか経たっていないのだと改めて実感した。なんだかどうにも信じられない思いである。

「あなたたち、恋こい人びと同士なの？」

　予想もしない言葉に、サキは心ここ地ち良さげに細めていた瞼まぶたを見開いた。そのせいで泡が入り、染しみ入いる痛みに悲鳴が上がる。

「目が、目がぁああああああ！」

「ああ、大変！」

　目に入った泡を洗い流し、サキはぜいぜいと息を吐く。気を取り直すように首を振ってお湯を払はらうと、目を細めて洋子を若じやつ干かん睨にらみ返した。

「……なんでそう思ったんですか？」

「だって、まるで十年来の漫まん才ざいコンビみたいなんですもの。憎にくまれ口とその返し文句も息が合っているし。それに、その……恥はずかしい秘密も知り合っているみたいだし――」

「誤解ですからそれ！」

　はたしてどの部分が誤解なのか自分でも判然としないまま、脊せき髄ずい反射で叫さけび返した。

「あいつとは仕事上の相棒で、それだけですから！」

「そうなの？　なら良いのだけれど」

　サキは洋子が惟月にも同じような質問をしていたことなど知る由よしもないが、彼女が自分と惟月の関係を疑っているのだと察するのは簡単だった。そして積極的に男女の関係を探さぐる目的は、どう考えても一つしか思いつかない。

　湯船に浸つかった洋子が笑い、サキにも一緒に入る様に手招きした。

　恥ずかしさを覚えたものの、招かれるままにサキも湯船に浸かった。沁しみ渡わたる熱に戦闘を続けた身体の緊張も薄うすまるが、注がれる視線は実に落ち付かない。

　自分の顔を笑いながら眺める洋子は、根本的に勘かん違ちがいしているようだった。誤解されたままでは、更さらなる誤解を招く恐おそれがある。

　サキは洋子の形の良い胸あたりに視線を固定すると、鉛なまりみたいに重い口を開いた。

「…………いろいろ言うのは、あの能天気な顔を見てるとムカついてくるので……」

「自由人だものね、彼」

　洋子の言葉に、サキはうんうんと頷うなずいた。

「最初こそ人を喰った笑みに笑い返してやってもいたんですが、この頃ごろだんだんとイライラしてきて……気に入らないったらありゃしないです、あの男」

「そうか。薊谷さんは守倉くんに憧あこがれているのね？」

　憧れる？

　いったいどうしてそんな言葉が出て来るのかと、サキは目を瞬かせた。

　洋子は、それこそ部活の後輩の相談にのるように、相手を落ち着かせるようゆっくりとした口調で話はなし掛けた。

「どうでもよかったら無視するし、本当に嫌いなのなら近づかないでしょう？　文句を言わずに置けないと言うのなら、それは気に入らないというよりも気になってしまうからじゃないかしら？」

「そんな事は……」

　言葉が続かず、サキは不ふ貞て腐くされたように顎を湯に沈しずめ、表情を隠かくすように深く体育座りになった。

　裸の付き合いというヤツは恐ろしい。まるで心まで剥かれてしまいそうではないか。

「けれど薊谷さん？　守倉くんも悩みや迷いを持った、普通の人間だと思うわよ？」

「そうですか？　いかにも悩みなく飄々と生きてるとしか思え――」

「大変だ！」

　……噂をすればなんとやら、である。

「……何か言う事は？」

「半分は狙ってやったが、もう半分はマジで――」

「しっかりこっちの胸元見ながら言う事か！」

「大丈夫だ。先せん輩ぱいの横ではサキは霞んでぉうぷっ！」

「くたばれ出歯ガメガネ！」

　いかにも悩みのない顔のド真ん中に、風ふ呂ろ桶おけが勢いよく叩きつけられた。




『天野洋子さんのご友人、河野香織さんのお身体をお借りしています。当方としても本意ではありませんが、状況はひっ迫ぱくしておりますのでやむなき処置と思われたし。

　こちらの要求はただ一つ。洋子さんのお父上、天野博士が見つけた『十字架』の譲じよう渡と。それさえなされれば、洋子さんのご友人は傷一つなく解放いたします。

　三十分以内に返信を。その返信如何いかんで、取引場所を送らせていただきます。草々。


ノイズィ・フライズ社』



　メールの文と添てん付ぷされた写真を見て、洋子は顔を青くした。すぐ横で覗きこんでいたサキも、小こ柄がらで眼鏡を掛けた女生徒が縛しばられ猿さる轡ぐつわを噛まされた姿に奥おく歯ばを噛み締める。

「香織……」

「おのれ……人質とは」

「ひとまず、取り引きに応じてやるしかないだろうな」

　鼻の詰つまった声で惟月が言った。声が変なのは、鼻にティッシュを詰めているせいである。

「女の子を拉ら致ちするような奴やつらに従うのは癪しやくだが、人質の安全には代えられない」

「その意見には全面的に賛成だけど、一つ問題があるわ」

　サキはまだ少し湿しめった髪を乱暴に掻き上あげて言った。

「その『十字架』とやらの正体が分からないって事よ。下手な物で装よそおって万が一ウソがばれたら、人質の命はさらなる危険に曝さらされるわよ？」

「その事なら問題ない」

　惟月は部屋の隅すみを指し示した。

「アハ、アハハハハハハハハッ！　最高にハイってやつだぁ！　アーハッハッハッハァ！」

　そこには得意絶頂の笑顔を浮うかべてクルクル踊おどり回る天使の姿があった。

　あえて無視していたが、サキは改めて超ちよう絶ぜつハイのガブリエルに目をやった。

「……なんかヤバい薬でも吸わせたの？　頭ん中だけ天国に還かえったかのようだけど？」

「突然元気になったんだよ。コレを触れた途と端たんに」

　そう言って惟月が差し出したのは、洋子が彼に預けたネックレスだった。サキと洋子の視線が自分の左手に落ちるのを確認すると、惟月は残った右手も差し出した。

「先輩には悪いとは思ったんですが、首飾りを調べてたら、こんな物が出てきました」

「これ、は……？」

「これ、は……！」

　右の手の平が開かれると、洋子は当とう惑わくに、サキは驚きよう愕がくに、思わず声が漏れ出した。

　サキの琥珀色の視線を受け、惟月はちりっ……と右みぎ腕うでが疼うずいたような気がした。




同日　２２：００




「時間通りの御ご来らい訪ほう、痛み入ります紳士淑女レデイス・アンドの皆様方・ジエントルメン。――我が名はベルゼブブ。六十六の軍団を従える東方の魔人にして、蠅はえ騎き士し団だんを侍はべらせる暴食の王。契けい約やく者しやに陰いん謀ぼうと戦功をもたらす者……ま、いまはしがない会社の経営者です」

　取引場所に指定されたのは、コンテナが積み上がった貨物集積場だった。住宅地のド真ん中にあり、すぐ近くにも高そうなマンションが立ち並んでいたりもするが、驚くほどに人気がない。秘密の取り引きにはおあつらえむきだった。

　集積場の中心部。円形広場のような場所で惟月たちを待っていたのは、黒い少年とその護衛らしき男たちだった。

「……傭兵企業ＰＭＣ〈蠅の翅音ノイズイ・フライズ〉、その社長自らが御ご出しゆつ座ざとは」

　答えたのはサキだった。胡う散さん臭くさげな視線を投なげ掛け、鼻を鳴らす。

「わざわざあたしたちまで同行させるとは肝きもが太いわね。さすがは知らぬ者とてない大悪魔……もっとも本物ならば、ね」

「言おうと言うまいと付いてくる者に『来るな』と言うなんて無駄でしょう？　それに下手な策を弄ろうして分断したら、貴方あなたたちは諦めて応おう援えんを頼むかもしれないじゃないですか」

「――こっちの状じよう況きようは全部知られてるみたいだな」

「――さすがは陰謀と暴食に秀ひいでたろくでなしね」

　耳打ちし合う惟月とサキを眺め、ベルゼブブは「それに」と付け足した。

「分かっているでしょう？　僕らは――零落せデグレーデドし神々・パンテオンは、名前を偽る事が出来ない。いや、正確には偽る意味がないと言うべきですね。『運命』から切り離されたとはいえ、神の名は遍あまねく人々の記き憶おくの海に在る。それが僕らをかろうじて〝神〟に留めているのですから……そんな分かり切った事をとぼけて時間稼かせぎしても意味はないですよ？」

　ベルゼブブは微笑んで指を鳴らした。彼の背後の暗がりから、新たな人影がまろび出てくる。縄なわで拘こう束そくされた女子高生を、頭から白い物を生やした男の子が縄の端を引っ張って連行していた。

　女子高生は惟月の知り合いであり洋子の友人である河野香織だ。惟月たちを認めると目を見開いて呼よび掛かけようとしたが、猿轡のせいでそれは叶かなわなかった。

　少女を連行するヴォラクは、自分の後頭部に大根をめり込ませた強きよう烈れつな投球――ならぬ投大根を見み舞まったサキを恨うらめしげに見詰めた。

「……癒ゆ着ちやくしちゃいましたよ、大根コレー」

「でっかい毛根ね」

　間抜けで情けない姿に、サキは笑いをこらえた。

「さ、でははじめましょうか。『もの』は持ってきていますね？」

　ベルゼブブの呼び掛けに、洋子は香織に向けていた顔をはっとさせた。決心したように襟えり元もとに手を差し入れ、ビーズで組み上げた卵型の飾かざりが付いたネックレスを取り出した。

「あたなたちが欲ほしがっていた『十字架』――いえ、『十字架の破片』はこの中にあるわ」

　洋子の言葉に、ベルゼブブは満足したように頷いた。

「良かった。あなたの父上がまんまと逃げおおせた時にはどうしたものかと思いましたが、やはり娘に送っていたんですね。……では、こちらがこのお嬢さんを歩かせるのと同時に、洋子さんがこちらに歩いてくる。広場の中央でお嬢さんと洋子さんが合流した所で、『十字架』を地面に置く――どうです？　かなり平等な取り引きだと思いますが？」

「そこだけ見ればね」

　サキは皮肉を返す。

「けど、こんな物をカルト教団に渡していいと思ってる？　零落したっていっても元悪魔――運命のフエイト・レ調整役ギユレーターでしょ？」

「何分、食っていかなきゃいけませんからね。兎と角かく、悪魔には生き辛い世の中です」

　コンテナの各所から、水面から浮き上がるようにして無数の人影が立ち上がる。サバイバル・ウェアを着た、完全装備の男たちだった。暗視ゴーグルが惟月たち三人の姿を捉とらえ、サブマシンガンの銃じゆう口こうがぴたりと急所を狙ねらっていた。

「さ、これ以上の長話は遠慮願います。取り引きを始めましょう」

　洋子は惟月とサキに振り向むいた。惟月とサキが頷くのを見て、意を決し胸を張って歩き出した。同時にヴォラクがロープを離し、囚とらわれの香織もよろよろと歩きだした。

「――ホントに上手く行くの？」

「――散々打ち合わせしただろ？　後はまぁ……想像するだけだ」

「――何を？」
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「――勝利の女め神がみの下着の色を」

「――ホントにやるの……？」

「――何をいまさら。やるんだよ」

「――う、ううっ、この悪魔……！」

　あと数歩で洋子と香織が中間地点に達しようとした時――派手な音が鳴なり響いた。ピンと張りつめた静せい寂じやくの中響いた音に皆みなが皆すぐに反応するが、どうにもいまひとつ戸惑った風なのは聞こえてきたのが、

　――それはひみつ、ひみつ、ひみつ……

　昭和の魔女っ娘アニメのテーマである為ためだった。

　電車かバスでマナーを忘れた者を見る眼で、周囲の傭よう兵へいたちは場ば違ちがいに明るい着メロを垂れ流すサキを見詰めた。そんなＫＹと見み咎とがめられた少女の足元に、パサリと何かが落ちる。一連の流れで、周囲の人々の視線が落下物に集中した。果たして落ちた物は――

『――パンティ？』『おまけにヒモだ』『紐ひもだな』『ああ、紐パンだ』

　少女の足元にそんな物が落ちたと言うことはつまり――と歴戦の傭兵たちが男の本能で思わず少女の腰こしに目をやった瞬しゆん間かん、そのスカートから新たな落下物がゴロンと音を立てて転がった。江藤探偵事務所御ご用よう達たしの閃せん光こう音おん響きよう弾だんだった。

　閃せん光こう。

　爆ばく音おん。

　ついでに爆竹が爆ぜる音。

　惟月のしっかり閉じられた瞼が開かれた時、広場の中央に爆音と閃光に怯えてしゃがみ込んだ二人の少女が居て――それだけだった。ベルゼブブもヴォラクも、〈蠅の翅音〉の傭兵たちも、何ら動じることなく銃の構えを維い持じしていた。

「子こ供ども騙だましですね」ベルゼブブが、何な故ぜか残念そうに首を振った。「いまどきの暗視ゴーグルは、ちゃんと瞬しゆん間かん露ろ光こう調整が出来ますよ。音なんかも爆竹も加えて混乱を助長させようとしたみたいですけど、そんな程度で僕らが――」

　ベルゼブブは突然言葉を切った。お馴な染じみの音が――パトカーのサイレンが鳴り響いてきたからだった。

『社長！　パンダの大群が突っ込んできます！』

「バカな！　こいつらは独断で行動していて援えん護ごも応援もないハズだ！　通信担当！」

『こちらニブルス１！　たったいま確かく認にんしました！　あいつら所しよ轄かつの刑事たちです！　兵器密売のタレこみがあって緊きん急きゆう出動したと言っています！』

「兵器密売？　だれがそん、な……」

　何かに気付いたらしいベルゼブブが、呆あつ気けにとられた顔で惟月を見た。

　惟月は意地悪い、とても意地悪い、悪魔みたいな笑みで答えた。

「援護も応援も無くても、協力はしてもらえる」

　つまりは、何も知らない警官を山車だしに使ったらしい。

「非道ひどっ！　思い付いてもやるか普通！　悪魔かおま――」

　ベルゼブブの言葉が終わらない内に、パトカーの群れが興奮した牛のように集積場の敷しき地ち内ないに飛び込んでくる。先頭のパトカーの扉とびらが開き、いかにも荒事慣れした顔の刑事がスピーカーを手に呼び掛けた。

『警察だ！　お前たちは完全に包囲されている！　武器を捨てて投降しろ！　モデルガンやサバイバルゲームだなんて言い訳は聞かんぞ！　しっかり爆発と銃声を聞いているんだからな！　恨むなら日ひ頃ごろの行いと、善意の通報者を恨むんだな！』

「ちっくしょおおお！　やっちまええええっ！」

　即そく座ざにこう叫んだのは傭兵たち――ではなくて惟月だった。

　懐ふところから取り出した銃で、呼び掛けた警官に発はつ砲ぽうする。本物ではなく映画で使われる小道具プロツプガンだが、その分発はつ砲ぽう音おんもマズルフラッシュも本物さながらの代しろ物ものである。

『オノレいい度胸だ！　総員発砲を許可する！　日本の安全は所轄が守っていると知らしめるチャンスだ！　慌てず急いで正確に無力化しろ！』

『らじゃー！』

　本物の銃声が響いた。

　本物の銃じゆう弾だんが撃うち出された。

　本物の銃じゆう撃げき戦せんがはじまった。

「とんでもない奴らだ！　まるっきり愚ぐ連れん隊たいじゃないか！　素す晴ばらしい！　トムキャット分隊は警察への牽制を行いつつ、退路を確保！　ジェリーマウス分隊は僕に続け！　あぶない少年ガキとノーパン少女を排はい除じよし、『十字架の破片』を確保する！」

「誰がノーパン少女よ！」

　人質と洋子を奪うばおうとした兵隊たちを、サキが赤い顔をして殴なぐり飛ばした。その隙に惟月は洋子と香織の腕うでを取って立たせ、コンテナの間に逃げ込んだ。

「特別過激な刑事に直接連れん絡らくしてよかったな！　計算以上だ！」

「良くない！　てか、あそこであたしの下着を落とす意味はあったの？」

「意味はある！　保険の意味が！」

「半分は無意味か！　この逆ドモホルンリン○ル男！」

「言いたい事は分かるが分かりにくい！」

　少女二人の腕を引く惟月の前に、完全武装の兵隊が立ちはだかった。

「FIRE!!」

　一いつ斉せいに火を吐はくサブマシンガンの猛威に慌てて少女たちを引っ張って物もの陰かげに隠れる。少し遅おくれ、サキも銃弾を避け滑り込んだ。

「足止め食らったわ！」

「銃弾なんか屁へでもないだろ！」

「当たればちゃんと痛いのよ！　しかも連中、それを見み越こして強装弾にしてるし！」

「そんなこと言ってスカートの裾すそが気になるだけだろ！」

「悪いか！」

　サキがスカートの裾を押おさえて叫び返す。

「身体張ってるのはあたしなのよ！　文句あるならあんたも下半身剥きだしで戦ってみなさいよ！」

「ちっ、しょうがないな……」

「おもむろにベルトを緩めるなぁああああ！」

「分かったよ。だったらこれを着けるといい」

　そう言って、惟月は尻のポケットから黒い布切れを取り出した。

「さっきのどさくさに拾って置いた」

「だったらはじめから出しなさいよ！」

　サキは惟月の手からパンツをひったくると、銃弾が掠かすめる中でいそいそと下着を身につけた。

「ただでさえこんな、布地が少なくてスースーと……絶対見ないでよ！」

「へいへい」

　すでに満足した惟月は、人質にされていた香織の猿轡と縄を解いた。

「大丈夫でした？　……って大丈夫なワケないですけど」

「い、いいいい一体何なのコレは！」

「落ち着いたら話します……？」

　いつの間にか銃じゆう撃げきが止やんでいる。

　もちろん周囲では怒号と悲鳴が飛び交かっているが、この一角だけがしんとしていた。

　無言でサキの顔を見ると、下着を身に付けた彼女も不ふ審しんそうに眉を歪めていた。二人してそっと物もの陰かげの角から様子を窺うかがうと、一人残らず倒れ伏ふした兵隊たちと、場違いな微笑みを浮かべた長身の美女が目に入った。

「「げ」」

　惟月とサキが思わず異口同音に呻うめくと、〈蠅の翅音〉の一隊を一いつ掃そうした〈逆十字聖騎士団〉のエージェントは、讃さん美び歌かでも口ずさむように語り掛けてきた。

「出ていらっしゃい。大丈夫、わたくしは銃などと言う無ぶ粋すいな物は持っていませんので」

　顔を見合わせ、頷き合って役割分担を決めると、サキは立ち上がり、惟月は保護すべき少女たちを背に庇かばった。

　通路に出てマレーネと対たい峙じしたサキは、辟へき易えきした顔で睨みつけた。

「……あんたも『十字架の欠片かけら』が狙いなワケ？　まるでゴミ袋ぶくろをあさるストーカーね。大工の息子むすこもうんざりしてるわよ？」

「もちろん『十字架の欠片』も目的ですが、いまの目標は貴女あなたですわ、薊谷サキ――いえ、サキ・Ａ・アゲート。それとも、こう呼ぶべきでしょうか？『魔ま王おうの遺児』、と」

（……サキ・Ａ・アゲート？　それに〝魔王のアークエネミー遺児ズ・ドウター〟？）

　何の事かと覗き込むと、マレーネと相対するサキの背中が見えた。

　唐とう突とつに、惟月はサキの肩が驚くほど華きや奢しやで――女の子なのだと改めて気付いた。

「ふふふ、あなたが日本に潜ひそんでいると耳にはしましたが……本当に会えるとは思いませんでした。これこそ唯一なる神の思おぼし召めしですわ。あの、魔王の忘れ形見が――」

「――――黙れ」

　その声がサキから発せられたのだと、惟月はにわかに信じられなかった。口は悪くとも後に残らない凛りんとした普ふ段だんの響きとはまったく異なる、鬱うつ々うつとした昏い怒いかりが満ちていた。

「それ以上下らない事言ったら――殺す」

　これは違う、と惟月は思った。惟月に返されるのは皮肉と憎まれ口ぐちばかりだったが、これはあまりにも……

　サキの変わりように、惟月は息を呑のんだ。

　だからつかの間、背後へ気を配るのを忘れていた。

「――なるほど。何処かで見たと思っていたらそうか、あれが〝魔王の遺児〟だったか」

　ハッとして振り向いた。

　彼が保護すべき少女らは、絡からみ合うように抱き合っていた。ただし洋子は気を失ってもたれかかるように脱だつ力りよくし、ついさっきまで人質に取られていた香織はそれをしっかりと、――拘束するかのように抱きとめていた。

「貴様、香織先せん輩ぱいじゃ――」

「嫌いやだな。メールにだって借りているとしか書いてなかったろう？　――ねぇ、社長？」

「それに言いましたよね？　人質なんて心苦しい、と」

　冷たく硬かたい何かが後頭部に押し付つけられる。何か、などは確認するまでもないだろう。

　ゆっくり両手を上げて首を少しだけ回すと、其そ処こには黒い少年が立っていた。

「下手な真ま似ねはしないで下さいね？　僕とツーカーのイスラエルの神様が、あなたに強烈なキスをしたくてうずうずしてるんです」

　そう言ってベルゼブブが構えたのはジェリコ９４１。数えるのも馬ば鹿か馬ば鹿かしいぐらいの人間を天国に送ってきた実績を持つ、イスラエルの砂と血に鍛きたえられた鉄の聖人だった。

「君、ほんとに学生ですか？　よくもまあ、こんな方法を……一本取られましたよ」

「……それはこっちのセリフだ。保険に保険を仕込んで置くとは恐れ入るよ」

「ふふふふ……自己紹しよう介かいしておこうか。吾わが輩はいはロキ。稀き代たいのトリックスターにして人を欺あざむくを悦えつとするひねくれ者。ノイズィ・フライズ社の副社長でもある」

　香織に化けたロキの自己紹介が終わると、惟月はベルゼブブに押し倒された。右腕を捻られ、こめかみにはイスラエルの神様の冷たい唇くちびる。

「惟月！」

　状況に気付いたサキが、飛び掛かろうとしていた目標をマレーネからベルゼブブに変えて急接近する。引き金が引かれるより先に排除しようと思ったようだが、その短たん絡らく的てきな思考に惟月の表情が凍こおり付く。だが幸か不幸か、サキの拳こぶしはベルゼブブには届かなかった。

　蠅の王の頭ず蓋がい骨こつを打うち抜かんとした豪ごう拳けんは、滑り込んだ人影の手前でぴたりと止まった。拳圧で、サキの前に立ちはだかった人物の金色の髪がふわりと揺れる。

「……やはり、実の母親の顔は殴れないか」

　サキの前に立ったのは、彼女と瓜うり二ふたつだが、より成熟した雰囲気を持ち、淡あわい光を放つ赤い瞳の女性だった。

　仰ぎ見みる惟月の表情も強こわ張ばっていたが、相対したサキの顔はもっと硬い。噛み締めた歯を剥き出しにして、意味のない悪態を吐き出した。

「この……」

「さて、人質はこれで二人になりましたね。それでは交こう渉しように移りましょう、サキ・Ａ・アゲート。あのシスター型サイボーグの足止めをお願いしますよ」

　サキはベルゼブブを睨み、『神さま』に化けたロキへいっとう鋭い殺気を叩き付け――結局はマレーネへと向き合った。事態を眺めて攻こう撃げき対象を見定めていたらしいマレーネは、向き直った〝魔王の遺児〟を見て笑みを深めた。

「順番は変わりませんわね。大敵の娘たる貴女を排除して後に悪魔たちを殲せん滅めつし、ゆるりと『十字架の破片』を回収する事に致いたしましょう」

「……勝手にやってろ！」

　戦せん闘とうがはじまった。惟月の部屋での騒さわぎが子供のお遊ゆう戯ぎに見えるほどの激しい殺さつ陣じんが、縦じゆう横おう無む尽じんに吹き荒れる。

「くぅ……」

「ご心配なく。我々が退去するまでの辛しん抱ぼうですよ」

「河野香織さんも心配ない。じきに家へ帰るころだろう」

『神さま』の姿を取っていたロキは再び香織の姿をテスクチャのように張はり替えてにっこりと笑った。そして何処からか取り出したお面を被かぶった。縁えん日にちで売ってるようなヒーロー（バッタ男旧一号）のお面だった。

「ジェス、チャーリー。その娘を回収して下さい。さっさと撤てつ退たいしますよ」

　新たな足音が惟月の耳に届いた。気絶した洋子を運ぶ為に部下を呼んだのだろう。

　状況は刻一刻と悪くなっている。

（くそ、こんな様で……なんとか、なんとか！）

　何とかしなければと焦あせる心に、ちりっと焦こげ付く小さな痛みが引っかかった。右腕のそれは押さえ付けられた事によるものかと思ったが、それにしては鋭く、熱い。

「？　これは――」

　ベルゼブブの戸と惑まどった声に、惟月はその感覚が錯さつ覚かくでないのだと悟さとった。その小さな痛みの引っかかりに神経を集中すると、鋭い熱はより明確になり――――弾はじけた。

「ぐ、ううっおおおっ？」

　熱した金属に触れた動きそのままに、ベルゼブブは惟月の右腕から手を離はなした。

　頭をひねり銃口の戒いましめから脱出すると、惟月はベルゼブブの右腕を右手で掴んだ。驚くほどすんなりと飛び出した〝光の杭くい〟が、ベルゼブブの右腕を貫つらぬいた。

　イスラエルの神様を取り落し、蠅の王は右腕を押さえて飛び退のいた。

「くそっフアツク！　包帯をしてないからって油断してたよ、畜ちく生しよう！　アイシャさんの言った通りだ……日本の中高生は、みんな腕に仕込み物をしてやがる！」

「そんな風に納得されるのも考え物だけど……」

　自分の手に生えた〝光の杭〟を何だこりゃと思ったものの、改めて呼吸を意識したような当たり前さに、惟月はあっさり受け入れた。

　考えるのは後だ。この際、使える物は何でも使う。

「社長！」

「大丈夫だ。霊れい脈が断たち切られただけで、大おお怪け我がしたわけじゃ……」

　部下の呼びかけに言い返すものの苦しそうなベルゼブブの様子に、惟月は光明を見た。

　自分の手に生えた〝杭〟の正体はさておき、即座に取るべき行動を選せん択たくする。

　サキへの援護は余計だ。今するべきは人質――洋子の奪だつ還かん。それさえ為なされればいまはひとまずこの場を離り脱だつできる。

　洋子を抱えた男へ目標を定めた惟月は、手にしたばかりの武器を振って突進した。

　惟月の前に立たち塞がった男がナイフを突き出す。鋭い一撃を間かん一いつ髪ぱつ避さけると、惟月は〝光の杭〟を打ち出した。腹部に命中し、男は痛みに顔を歪ゆがめたものの、すぐに反はん撃げきしてきた。

（効かなくなった？　いや、人間には効かないのか！）

　しかも本職の兵隊相手はやはり分が悪い。勘かんと身体能力に任せて避けるものの、隙のない戦い方にじりじりと押し返される。

　光明が翳かげったその時、通路の角から警官の一団がずらりと押し寄よせた。

「見つけたぞ犯罪者ども！　グハハハハ！　覚悟しろ！」

「タイミング悪っ！」

　自じ業ごう自じ得とくながら惟月が出口を崩ほう落らくで塞がれた気分を味わっていると、銃を構えかけた警官たちの足元がぼこりと膨ふくらみ、爆発したように地面が立ち上がる。

　顕けん現げんしたヴォラクの瓦礫竜ゴーレム・ドラゴンが、慌あわててふためく警官たちを薙なぎ払った。

「オノレくそ署長め！　だから対戦車ライフルくらい配備しろと言ったんだ！」

　例の血気盛んな刑事がガバメントをぶっ放す。他の警官たちも我に返って次々に拳銃を瓦礫竜へと撃ち放った。

　スケールからすれば豆まめ鉄でつ砲ぽうみたいなものだが、瓦礫竜は苛いら立だたしげに二本の首や尻尾しつぽを振り回した。

「うわぁああああ！」「ぎゃあああ！」「ドップラー効果ぁぁあああぁぁぁあああ～～！」

　警官たちがコンテナと一緒に宙を舞まう。

　混乱はますます底なしに深まり、惟月の足元にも跳ちよう弾だんがかすめた。

「あっつっ！　あっぶな！」

「まったく……こんな滅め茶ちや苦く茶ちやなの初めてだ」

　部下に守られたベルゼブブが、苦々しくも愉たのしげな声を惟月に掛ける。

　頭を低くしていた惟月は、黒尽ずくめの元悪魔が無事な方の手が握る物に気付いた。手の平に収まる携けい帯たい電話か小型トランシーバーらしき、ボタンとアンテナの付いたそれは、

「おかげで、こんな物まで使う事に……赤字で真っ赤々だよ！」

　起き爆ばく装置が押し込まれると、集積場の各所から真っ赤な火柱と腹の底に響く轟ごう音おん、濛もう々もうたる爆煙が一斉に噴ふき上がった。

「げほっごほっ……どの口が言うか！」

「ヴヴァハハハハ！　また会おう明あけ智ち君！」

　煙にまぎれ姿を消そうとするベルゼブブたちに、惟月は逃がすものかと突進した。

「先輩を返せ――」

　再び〝光の杭〟を撃ち出そうと右手を伸ばして追おい縋ると、ベルゼブブは笑みを深めて手元のスイッチを再び押し込む。追い縋る惟月と〈蠅の翅音〉らを分断するように爆炎えんが遮った。

　とっさに退いたものの爆発で飛んできた破片が額を強打し、惟月はもんどりうって倒れ込んだ。立ち上がろうとするが、手足が石になったようにぴくりともしない。

　完全に脳のう震しん盪とうを起こしている。

　右手の〝杭〟もいつの間にか消えていた。

　このままではベルゼブブ達たちを追つい跡せきするどころか、火に巻かれかねない――

　――ィィギィィルルルルゥゥウウウウウッ！

「！　ちょっ、まっ、こっ！」

　動けない惟月を踏ふみつぶそうと、瓦礫竜が炎を搔き分わけ迫せまってきた。

　黒くろ焦こげどころではない。このままではすぐさまぺしゃんこだ。

　視界を覆おおう巨きよ大だいな足の裏に顔が引ひき攣つるが、惟月がそれを自覚するより早く、彼の襟えり首くびがむんずと掴まれた。

「サキか――ぅげっ！」

　投げ飛ばされる。コンテナやトラックや街灯を飛び越え、山なりの放物線を描えがいて――搬はん送そう用の道路に叩きつけられ、ゴロゴロと十数メートルも転がった。

　とっさに力を抜いておかげでダメージが最小限だったのは、反射や本能と言うよりも度肝を抜かれすぎた為だった。

「……………………死んだかと思った」

　切り傷擦り傷きず全身打だ撲ぼくに軽度の熱傷。身体がそれでも五体満足なのが、我わが事ながら奇き跡せきを通り越して笑い話だった。

　よろよろとした足取りで立ち上がると、飛ばされてきた戦場は炎と煙が勢いよく立ち上り、東京大だい空くう襲しゆうさながらの大混乱に陥っていた。

「……嵐あらしのような一日だ」

　だが嵐も一日も、まだまだ終わる気配はない。いまさら戻もどる愚ぐは冒おかせず、惟月は全身の痛みを我が慢まんして気配を殺し、戦場を立ち去った。

　――完敗だった。







第三話　神堕おとし
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　ほぼ一ヶ月ぶりに桜田門庁舎に顔を出してみれば、投げ掛けられるのは眠たくなる定型句ばかり。嫌いや味みにすら独創性がないから官かん僚りよう社会は腐くさる一方なのだと、エリート官僚の一員である筈はずの富とみ貝がい律りつ子こは胸中で溜ため息いきをついた。

「溜め息など吐くとは余よ裕ゆうだな！」

　どうやら実際に吐いてしまったらしい。それならそれで我慢する事もないと思い、律子はもう一つ溜め息を吐いた。

「……富貝警視。君はここに呼ばれた意味が分かっているのかね？」

「そうですねぇ……事後処理だと思っていた天あま野の洋よう子この周辺監かん視しが〈蠅の翅音ノイズイ・フライズ〉のみならず〈逆十字聖ターンクルス騎士団・クルセイド〉まで係かかわってくる大事だと判明し、国家公安委員会も一緒になって事態の収しゆう拾しゆうを図はかった。天野洋子の身柄を確保して、外交筋の要よう請せい通り〈逆十字聖せい騎き士し団だん〉に引き渡そうとしていたら…………警護を押し付けたカミカツは天野洋子の行方を把は握あくできていない。その事に対する本官の管理能力の不備を問とい質ただす為、でしょうか？」

　必要以上に広い会議室の向こう側にずらっと並んだ制服を着たお歴々に混じる、数人のスーツ姿の男たちをちらっと見定め、律子はしれっとした口調で言い放った。

「分かっているなら申し訳なさそうにしたらどうかね！」

「そもそも神群活動保全課は、独自行動が多すぎる！」

「特とく殊しゆな事態に対たい処しよする為の特殊な人事だというが、君の採用した人材は滅茶苦茶だ！」

「聞けばつい最近は民間人、しかも学生を雇やといい入れたという話じゃないか！」

「いったい何を考えているんだ！」

　いったい何を企んでいるんだ。

　そう一言問えば済む物を、幹部らはここぞとばかりに愚ぐ痴ちと罵ば声せいを垂れ流す。変かわり映ばえのない遣やり取りもすでに二時間。律子はさすがに寂さびしくなってきた。

　ああ、私の雄お々おしい恋人。弾だん性せいに富んだ先っぽを優やさしく甘あま噛がみし、喉のどに絡み付くあの苦味を思う様に吸い尽くしたい。逞たくましい私のカウボーイ。いま目の前に突き出されたら、きっと涎よだれを垂らしてむしゃぶり付くだろう。涙を流して咥え込むに違いない。

　愛など粘ねん膜まくが作り出す幻げん想そうにすぎない、と誰だれかが言ったが――まったくもってその通り。

　富貝律子の舌は、咽喉のどは、鼻び腔こうは、気管は、肺臓は、全力で恋人マルボロを求めている。

「だいたいあの厄介な魔王の娘を雇い入れた時も、我々に何の相談もなく――」

「で、いったい何ど処こからの圧力が掛かったのでしょうか？」

　恋人との熱い逢おう瀬せ（先せん端たん温度約八〇〇度）を邪じや魔まする幹部らに問い返すと、会議室は水を打ったように静かになった。

「――ええと、そちらの外務省の方？」

　律子に呼ばれた男は、俺おれに話を振ふるなと言わんばかりにそっぽを向いた。

「〈騎士団〉の行動を黙認する見返りは何です？　察するに焦げ付いた基地移転問題で米国が譲じよう歩ほしてきましたか？」

「……富貝警視。そこまで分かっているなら、分かっているだろう？　これはとても政治的な問題なのだ。一部署が扱あつかえる物ではないのだよ」

（政治的、ね）

　彼かれらの認にん識しきの甘あまさに、律子は改めて溜め息を吐きたくなった。

　もし連中が狙っている『十字架の破片』が、律子の予想通りの代物だとしたら……どうなってしまうのか分かっているのだろうか？

「分かりました――が、部下と連絡が付かず、彼らは自ら動いている真っ最中でして」

「な、あ……そ、それで仮にも責任者かね！」

「ですからこうして、管理能力の至らなさを謝あやまる次し第だいでして」

　いけしゃあしゃあとした律子の言葉に、また愚痴と罵声が会議室に飛び交った。

（さて、今夜いっぱいの時間は稼げるかな。あとは、私が見つくろった自じ慢まんの部下たちに掛かってるけど……）

　つい最近部下にしたばかりの少年の顔が思い浮かんだ。

（……期待してるよ、色男くん）

　律子は元から緩んだ顔の表情筋をさらに緩まして薄く笑みながら、責任を押し付けようとしてくる上司らの言葉を右から左に流していった。




同日　　２３：２１




　惟い月つきは電車を使って移動した。ハッタリとはいえ警官を呼び寄せ、図らずも派手な銃撃戦をプロデュースしてしまった張本人である。人ひと混ごみから人混みへと移動するその行動は、まるっきり犯罪者の心理そのものだった。

　電車の揺れに合わせて惟月の全身も軋きしんだが、痛みは徐じよ々じよに遠とお退のいてゆく。自分のやたらと頑がん丈じような身体については平常から気になる所もあったが、今では何となくその理由も察しがついた。

「……そりゃあ、なんちゃって杭打ち機パイルバンカーを仕込まれれば、頑丈にもなるわな」

　ムチウチ気味の首筋を擦り、惟月はやれやれと首を回した。

　電車を降りると、まっすぐ駅のロッカー室へと向かった。特別大きなロッカーに鍵かぎを差し込んで開く。中には棺かん桶おけを彷ほう彿ふつとさせる黒い大箱が収まっていた。

「非常時用の隠し場所、ね。文字通り、箱を隠すなら箱の中、だな……？」

　よっこらせと取り出した棺桶パンドラボツクスの上部から、一枚のカードと一枚のメモ用紙がひらりと落っこちた。メモ用紙には住所が書かれており、裏返すと地図も書いてある。

「…………ふむ」

　メモとカードをポケットに入れ、惟月は駅を出てタクシーを捕まえた。

　メモの住所には、都心の住宅地でも最近出来たばかりの高級マンションが聳そびえていた。

「……金はある所にはあるもんだよな」

　住所と一緒に書かれていたパスワードを押し、メモと一緒にあったカードキーを滑らすと、ガラス扉が静かにスライドした。気け圧おされることなく、惟月は中へと踏み込んだ。

　目的の部屋は角部屋で、最上階のフロアでも一番広いスペースが割さかれていた。

　鍵をカードで解除し、一応息を潜めて部屋の中に滑り込む。おそらくは富貝が用意してくれた緊急時の避難場所なのだろうが、四し面めん楚そ歌かの状況では用心するに越こした事はない。

　広い玄げん関かんから廊ろう下かを抜ぬけると、なかなか使い勝手の良さそうなシステムキッチンがあった。もっとも食器の類たぐいは見当たらないし、コンロには埃ほこりが溜まっている。ダイニングに置かれた木目の美しいテーブルには、空あき缶かんのピラミッドが積み上がっていた。

　まるでＯＬの部屋みたいだ、と惟月は思った。

　さらに奥へ立ち入って行くと、光が漏れるドアがあった。向こうに人の気配も感じた。

　敵か味方か。

　惟月は背負った棺桶を構えた。

　ノブに手を置き、音が出ないようゆっくり回し――そして勢いよく押し開ひらいた。

「……」

　ドアの向こうに居た人物が、惟月を見て硬直した。

「……」

　惟月も、部屋の中に居た人物を見て頭が真っ白になった。が、それも一瞬だった。

　風呂上がりなのだろう。バスタオルで髪を拭ふいていたその人物は、当然ながら裸だった。

　一見華奢に見える細い肢し体たいだが、余分のない引き締まった筋肉がしなやかな強さを形造っている。特に持ち上がった腑ふの下から二にの腕の滑なめらかさがすばらしい。脚あしの付け根から膝ひざに至る太ふと腿ももの内側の締まりも、未成熟な色いろ香かと鍛えられた高潔さが見事に融ゆう合ごうしている。

　そこまで見えると言う事は大事な部分も露あらわであったが、いちおう十八歳さい未満の惟月は、その部分の言語情報化はスキップした。

　腰は柳やなぎの形容がぴったりだった。背筋のくぼみを指先でなぞったら、芸術家ならそれだけで感動を覚えそうだ。後背筋から脊せき柱ちゆう起立筋で形造られた見事な背筋は、魅み力りよく的てきな尻の形成にも一役買っていた。空中元素固定装置内蔵アンドロイドのアニメソングが頭の中でリフレインする。声はもちろん前まえ川かわ陽よう子この方だ。惟月からは見えないが、きっと尻しり笑え窪くぼもひっそりと刻まれている事だろう。

　そして、突き出すように惟月に向けられている、胸。

　うっすら浮かぶ肋ろつ骨こつの陰いん影えいや優美な鎖さ骨こつのラインが繊せん細さいな色気を放っているが……ふくらみが無いワケではないのだが、他のパーツのレベルが高すぎた。あるならあるでもう少し、あるいは逆にぺったんこなら逆ベクトルの感動もありそうなのだが。

　美乳でも微び乳でもなくビ乳（ビミョーな乳）と評すべき『いまひとつ感』であった。

　――と、ここまで長々しくまじまじとねっとり舐なめ回すように観察して言語化し脳内に記憶インプツトしたのは、惟月の本能が激しく訴うつたえていたからだった。
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　――ヤバい。本気でマジで正しよう真しん正しよう銘めい全ぜん身しん全ぜん霊れい、生命いのちが危機ヤバい。

　的確に状況を捉えようとするのは、生存本能のなせる業わざであろう。

　少女の琥珀色の瞳は、大きく大きく見開かれていた。自分を映すその瞳を見て、惟月は琥こ珀はくに閉じ込められた虫もこんな絶望を味わったのかも、とどうでもいいことを思った。

　湯上がり直後の頬は血色良く染まり、唇は艶あでやかな朱しゆを浮き上がらせていた。拭いていた金の髪がタオルの隙間から零れ、少女の雪せつ膚ぴを艶めかしく流れる。

　薊あざみ谷やサキは、油断しきった素すっ裸ぱだかで、守かみ倉くら惟月と相対していた。

　惟月は素す早ばやく思考をめぐらし、この場を乗り切る策を組み立てた。

　どうする。このままでは間ま違ちがいなく本気の一撃で頭をかち割られる。なんとか誤ご魔ま化かすには……自分も裸になるか？　うまくすればあっちも混乱するかも知れない。だが最悪の場合は剥むき出しの弱点が潰つぶされかねない。どうするどうする。いっそ素す直なおに謝るか？　いや、絶対無理だ。だったらやはり賭かけに出て……

　かすかな可能性にすがってベルトに手を伸ばしたところで、それよりも早くサキが反応した。

　口を大きく開いて、

「――――きゃああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　絹を裂さく悲鳴が上がった。

　胸を掻かき寄せたタオルで隠して小さくしゃがみ込んだサキの姿に、惟月はさらなる混乱に突き落おとされた。

　――な、何だこれは？　まるで普ふ通つうの女の子みたいな絹を裂くような悲鳴はっ？　首を縮めて肩を寄せた、このあまりにかよわい怯おびえ方かたは？

　なにか恐ろしい処しよ刑けい法ほうの前まえ振ふりかと慄く惟月に、顔を赤くしたサキが、

「さ、さっ、さっさと出ていって――――！」

　惟月は何かが飛んでくるのを身構えて待っていたが、サキが泣きそうな顔で身を縮めたままなのを見て一言、

「……双ふた子ごの妹さんか何かですか？」

「さっさと出てけ！　破は廉れん恥ち色情変態眼鏡っ！」




　綺麗になったテーブルの上には、湯気を立てる淹いれたてのコーヒーが用意されていた。果たして何ど処こにあったのかとサキは頭をひねったが、買った事実さえ思い出せなかった。

　とりあえずワイシャツを着たサキは、場を和なごますためにか尺の合わないエプロン（これもあるなんて知らなかった）を身に着けた惟月をじぃと睨にらみ付けた。

　惟月は何食わぬ顔でコーヒーを注いでいたが、カップを差し出す時の眼はなにか眩しい物でも見るかのようだった。

　自分の裸を思い返しているのだと察すると、サキは脚を伸ばして惟月の向むこう脛ずねを蹴った。

「イタッ！」

「なんで部屋の鍵を持ってんの？　隙すきを見てコピーしたんじゃないでしょうね？」

「カードキーをほいほいコピー出来るもんか。棺桶と一緒に入ってたんだよ」

　部屋の隅に置かれた棺桶チックなパンドラボックスを睨み、サキは胸中で激しく毒づいた。あの昼ひる行あん燈どんめ。

　苛いら立だたしくコーヒーをのどに流し込むと、予想もしない美お味いしさに意表を突かれた。甘いコーヒーじゃないと満足できないのだが、これは素直に旨うまいと思える。

「……美お味いしい」

「喫きつ茶さ店てんでバイトしてた事があるからな」

「……芸達者なヤツね。いったいどんなバイト遍へん歴れきがあるわけ？」

「俺の過去を聞く前に、サキの過去を訊ききたいな」

　はち会ってから、この質問を切り出すタイミングを狙っていたのだろう。惟月は軽い口調で言うものの、瞳は一ミリもぶれずにサキの一挙手一投足を捉えていた。

「初めて会った時のやり取りで、俺の事は想像が付いてたんだろ？　なんで『神さま』の――えーと、お前の母親の事を黙ってた？」

「…………」

「サキ」

「…………分かったわよ。あたしには説明の義務があるでしょうからね」

〝生前〟とはいえ、自分の親がしたことだ。

　サキは諦めて惟月の顔に向き直った。

「何処から話したものか……まず、あんたが会ったのはあたしの母親、薊谷キョウカに間違いないわ」

「薊谷キョウカ……それがあの『神さま』の名前か」

「正確には、あたしの母親のなれの果て。いまは『魔王』と呼ばれてる」

「魔王？」

「神様ってのはね、『運命』っていう大きな流れの一部なのよ。人間は『運命』の力を認識する事のない、大まかな割わり振りだけ当てられたエキストラ。だから動かせる流れも大したことない。けれど『運命』と密接に接続している存在は、『運命』の力を無む尽じん蔵ぞうに使えるようになる。それがつまり〝神〟よ。けれどその一部となるからには、『運命』に逆らえなくなる。――要するに『長い物に巻かれる』ワケ」

「『運命』、ね。便利すぎて嫌きらいな言葉だ」

「言い方は何だっていい。『聖霊』だろうと『因果律』だろうと『因いん縁ねん』だろうと、なんなら『集合無意識』だって。とにかく世界を動かしてる見えない力の流れを、便べん宜ぎ上そう呼んでいるだけよ。で、神ってのは『運命』に従い力を振るうワケだけど……『運命』に接続しても縛られない規格外も出て来る」

「それが――」

「そう。『魔王』というわけ」

「その魔王になった人の娘だから『魔王のアークエネミー遺児ズ・ドウター』、か……けど『神さま』――キョウカさんは、俺の病気を治してくれたぞ？　とても魔王なんて柄がらじゃなかったが？」

「世界が神に定められた運命シナリオによって成り立ってると思いたい連中にとっては、そんな規格外は我慢ならないんでしょ。だから『大敵アークエネミー』と呼ぶ。神で在りながら『運命』に従わぬ存在。魔王、運命の反逆者ってね。……まあ、《大零落》のどさくさに紛まぎれて成り上がったから、余計に連中には諸悪の根源と映るんでしょ」

「……ようするに、槍やり玉だまに挙げられてるってことか？」

「連中にとっては『神』なんてのは曖昧な方がいろいろ都合がいいしね。零落せデグレーデドし神々・パンテオンへの扱いを見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんでしょ？」

「迷惑な話だなあ」

「まったく」

　サキは深々と頷き、ぬるくなった残りのコーヒーを飲み干した。冷めたからなのか、喉を落ちる液体はやけに苦々しい。

「で、その魔王キョウカ様はいったい今何してるんだ？　俺にしてくれたみたいに、誰かを救ってたりするのか？」

「それはあたしが知りたいわよ」

　サキは胸焼けしたように気分が悪くなった。

「あたしの覚えてる限りでも、とんでもなく気まぐれで自分勝手で――自由な性格だったわ。何を考えてるかなんて、娘のあたしにも分かりっこない。……そう言えば、野の良ら猫ねこをやたらに拾ってくる性せい癖へきがあったわね、生前は」

「じゃあ、これは……」

　惟月が自分の右腕を指差すのへ、サキは顔をそむけた。

「……暇ひまだったから人助けでもしたんじゃない？　あんたには重大事かもしれないけど、あの人は気まぐれだから……たまたま持ってた呪物をひょいとあげたんでしょうよ」

「……そうか。そうか」

　惟月は何度か小さく頷くと、誇ほこらしげな顔で自分の右腕を擦った。そして、改めてサキを見返した。

「けど、まだ半分だな」

「半分？」

「俺に言わなかった理由としては半分だろ？　説明が面めん倒どう臭くさいってだけじゃ、説明には程ほど遠とおいし」

　こう言う所がムカつくのだ、とサキは思った。

　こんな話を聞いたら、まずは本当かどうか疑うか、信じても押し黙って考え込むだろう。けれどこうして風のように自由で飄ひよう々ひようとし、何にも縛られず余裕を崩くずさない。そんな自由な様子を見ていると――

「……誰だれ彼かれかまわず『ああ、あれが』って指差される気持ちが分かる？」

　――自分がとても情けなくなる。

「どいつもこいつも、あたしの周りの大人たちは訳知り顔で『アゲートの娘』とか『魔王の遺児』と言って頷くのよ。『あれがそうだ』『あれが来た』『これがあの』って、まるっきり腫はれ物もの扱あつかいか、さもなきゃ変な宗教の教祖様よ！　大罪人の縁えん者じやだって目の敵にされる一方で、神の権能ちからを掌しよう握あくした『魔ま術じゆつの王』の形見だって言って擦り寄ってくる！」

　自然と体に力が入り、手にしていたカップが音を立てて握り潰された。陶とう器きの破片が拳に喰い込むが、それがサキを傷つけることはない。物理加護と身体強化の魔術の賜たま物ものだった。

　絶大な力を手に入れた魔王の存在は、魔ま術じゆつ師しと呼ばれる者たちの社会ではどんな宝石の輝かがやきよりも人々を惹ひき付ける。《大零落》で神々が現実に顕あらわれてからは尚なお更さら。『人間神化主義』を掲かかげる者たちなどには、まるで第二のペテロかムハンマドのごとき注目のされようであった。

　自分に注がれてきた『私は君を知ってるよ』と言いたげな視線を思い出し、サキはますます吐き気けがした。ほんのついさっき、あのムカつくシスターが注いできたのと同じような、一方的に見み透すかす視線、視線、視線――絡み付いてくる視線の鎖くさり。

「いい加減キレて、十四の時に実家の金庫から金をかっぱらってトンズラこいた。そうして新しい自分をはじめようとして……これよ。何処へ行ってもみんな訳知り顔を崩さない。あたしは訳知り顔の牢ろう獄ごくから出られない！」

「……なるほどね。俺も訳知り顔をすると思って黙ってたのか？」

「違ちがうの？　そもそもあんた、はじめて会った時なんて言った？『会ったことがないか？』ってほざいたじゃない。あたしの身の上知ったら、あんたはこう思うでしょうね。『ああ、これが「神さま」の娘か』ってね」

　いまなら洋子が言った『守倉くんに憧れてるんでしょう？』という言葉にも頷かざるを得ない。そう、守倉惟月は、薊谷サキが――サキ・Ａ・アゲートが憧れ夢見た自由な生き方を体現したような存在だった。

　だからこそ憧れの裏返しで嫉しつ妬とじみた思いもしたし、なによりも……そんな惟月にまで物知り顔の視線を向けられるのは我慢がならなかった。

「……なるほどね」

　惟月は得心した表情で頷いた。そして、見透かすような視線を注いでくる。

　サキの中に既き視し感かんが湧き上がった。ああ、またか……そんな気分だ。

　正直、この少年はそんな眼をしないのだと思っていた。いや、願っていた。けれども、結局は同じだ。誰も彼も、物知り顔で見つめてくる。

　こうやって裏切られた様な気持ちになるのも何度目だろう。正直、もう疲つかれた。どれだけ望んだって、この訳知り顔の牢獄からは逃のがれられないのかも知れない。自分は声こわ高だかに鳴くものの鳥とり籠かごの外では生きていけない、か弱いカナリアに過ぎないのではないか……

「……そりゃ、母親がああだって知ってれば、いろいろ思うところはあるわなあ」

　物思いに沈みかけていると、惟月は得心したように言ってきた。

　思わず顔を上げると、彼はやはりこちらを見透かすような視線を注いでいる。見透かすような視線を胸の辺りに注いでしきりに頷き――

「――って！　そっちかぁあああああああ！」

　すでにツッコミが体に染みついてきたサキは、ほとんど反射的にテーブル返しを惟月へ喰らわした。

「ぬげぁがっ！」

「こっちがシリアスになってる時に、あんたは、あんたって奴は……！」

「……シリアスだろうがコメディだろうが同じことだって」

　惟月はひっくり返ったテーブルの下から呻くように声を上げた。

「そんなのはいつもサキがやってるように『ふんっ』て鼻で笑えばそれで済む話だろ？　気にするなよ。人間、なるようにしかならないんだから、無理やり自分らしさなんて追求する必要もない。自由にやればいいんだって」

「惟月、あんた……」

　これはもしかして、元気付けようとしてくれてるのだろうか。サキは自分に問い掛けた。

　さっきのもわざと怒らせるために――

「シリアスに振ふる舞まおうがコメディに振る舞おうが、胸はなるような大きさにしか――」

「やっぱりセクハラかぁああああ！」

「ぱららっち！」

　丁度手て頃ごろな位置に転がっていた頭を思い切り蹴けり付けた。

「ああ、もうっ！　あんたと話してるとほんっと調子狂くるうわ！」

「お褒ほめの言葉と受け取っておくよ」

「だいたいね！」

　サキはテーブルの下から這はい出した惟月の鼻先に指先を突き付けた。

「あんた、いったい何なのよ！　何したいわけよ！」

「何って、そりゃあ……」

　惟月は突き付けられたサキの指をしばらく眺めていたが、やがて少しだけ真ま面じ目めな顔で、

「俺のささやかな願いは、『自由気ままに、面おも白しろおかしく生きる』ことだよ。別に大したことがしたいわけじゃない」

　と言って、いつもの人を喰くった笑みを浮かべた。

「だからまあ、身近な人にも面白おかしく生きて欲しいのさ。その方が、俺も面白い」

　この時、薊谷サキは、ようやく守倉惟月という人間が分かった気がした。

　呑のん気きで能天気で何を考えているか分からない３Ｎ男。真っ昼間から酔っ払ぱらったセクハラオヤジ。そういう印象は変わっていないが、あるいはその裏にお人ひと好よしで義理人情に厚い、正義漢じみた顔を隠しているとも思っていた。

　だが、そんなものではないのだ。結局この少年は、ただ単に『面白けりゃあそれでいいだろ？』という、ただそれだけに忠実で、ただそれだけに全ぜん身しん全ぜん霊れいを注ぐ、極きわめて純じゆん粋すい無む垢くな――

「――自由ダメな人間だ、こいつ……」

　なのであった。

　およそ良識的マトモな人間とは程遠い。常識的な対応を求める方が間違いなのであった。

（……けど、それがいまはありがたいかも、ね）

　くだらないと一いつ蹴しゆうするでもなく、親身になってくれるでもなく、ただ『へぇ、それで？』と見返すくらいがせいぜいの、相談や告白の相手としては明らかに不適格者である。だが、人を導くことに掛けては、これ以上もない人材だった。

　いつの間にやら、さっきまでの鬱々とした気分は何処かに消えていた。

　そう。とどのつまり、なるようにしかならないのだ。

「……ありがと」

「はい？　何て言った」

「な、何でもないわよ。ふんっ、耳が悪い方が悪いのよっ」

　思わず礼の言葉が口を突いて出てから、サキは大いに後こう悔かいした。言ってしまったことではない。『ああ、あたし傾きかけてるな』と自覚してしまった事がだ。

　だが、そんな感情をおくびに出すわけにはいかなかった。もし万が一にも認めてやるにせよ、こんな男に引っ掛かったら振り回まわされるのは目に見えている。

　億に一つ『傾いた』としても、そうなったらそこからは男と女の勝負になる。やはりこっちから言うわけにはいかないのだ。

　どっちにせよ、サキには言論の自由がまったくない。なるようにしかならなくとも、彼女にも意地というものがある。

「……ふんっ。さっさと行くわよ！」

「行くのは良いけど、何処かは分かってるのか？」

「それはあんたの仕事でしょ？　役割分担くらい把握しときなさいよ」

「へいへい。ならばせいぜい相棒の期待に答えるとしますよ」

　そう言って肩を竦める惟月に、サキはこれくらいは良いかと、少しだけ心の紐を緩ゆるめ、

「頼りにしてるわよ、相棒」

　と言って笑った。




「……頼りにしたあたしが馬ば鹿かだったわ」

　惟月に連れられ入った店内を見回し、サキは頭が痛そうにこめかみを押さえた。

「いらっしゃーい！　惟月くんたら、この頃全然顔見せないんだから。おねーさん寂しかったわよ？」

　猫ねこ耳をぴこぴことご機嫌に動かして抱きついてきたオリエンタルな雰囲気の美女――零落せし神々のバステトは、彼女の経営する店のコスチューム姿がとても似合っていた。

「お久しぶりです、テトさん。ご厚こう意いに甘えてやってきちゃいました」

「惟月くんならみんな大だい歓かん迎げいよ。はいはい、二名様ごあんないして」

　バステトが店の奥に声を掛けると、彼女が着ているのと同じメイド姿の美少女たちが現れた。どのメイドさんも、猫耳カチューシャが超絶的に似合っていた。

　惟月が立ち寄ったメイド喫きつ茶さ『猫神さまっ』は、深夜近くにもかかわらずそこそこ混こんでいた。心からの笑え顔がおを浮かべた猫耳メイドは、店内で一番立地のよいＶＩＰ席へと二人を案内した。

「おしぼりをどうぞ、ご主人様！　おしぼりをどうぞ、お嬢じよう様さま！」

「……どうも」

　メイド喫茶初体験のサキは、落ち着かない様子でおしぼりを受け取った。何とはなしに手を拭くと、じとっとした瞳で惟月を睨みつけた。

「……なんでこんな所に？」

「良い店だろ？」

「確かに美少女ぞろいでいいお店ね。みんな猫耳がこれ以上ないくらい似合っているわ」

「テトさん曰いわく『猫耳萌もえは既すでに四千年前に通過した！』らしいからな。年季が違うそうだ。猫耳が似合う娘むすめかどうかは匂いを嗅かいだだけで分かるんだってさ」

「……ああ、そう」

「サキも付けたら似合うんじゃないか？」

「……嬉うれし涙なみだが三さん峡きようダムを決けつ壊かいさせそうだわ」

　持ち直した株が世界恐きよう慌こう真っ青に大暴落したのを隠しもしない視線だった。

　惟月は気にせず注文した料理を食べていく。

　やがて店長のバステトがスキップしながらやってきた。

「それで？　今日はどうしたの？　こっちのお嬢じようさんは彼女？」

「仕事の同僚です。実は今夜伺ったのはその仕事に関係してまして」

「ふぅん？　報ほう酬しゆうは？」

「こちらに」

　惟月が手に下げていた紙かみ袋ぶくろを渡すと、バステトは早さつ速そく中身を取り出し、その正体に気付くと頭の猫耳をピンと立てて驚おどろきを表した。

「こ、これは超ちよう高こう級きゆう、大関の品格を持つ、遠州の清水節！　……良くやった越えち後ご屋や！」

「気に入って頂けて幸さいわいです、お代官様。――で、ちょっと訊きたいんですけど、神しん殿でんの集つどいの隠れ家がで、まだ手入れも喰らっていない、東京にほど近くて人目も付かずに大人数を収容できるような施し設せつって何処にあります？」

「丹たん沢ざわの方にそんなのがあったわ。今は〈蠅の翅音〉の傭兵たちが警備してるみたいよ？」

　さらりとした遣り取とりに、サキが目を見張って鰹かつお節ぶしを掲げるバステトを凝ぎよう視しした。

「あと、頼たのんでた物は？」

「はいはい。ちゃあんと用意してあるわよ」

　バステトはポケットから取り出した二つの筆箱大のケースをテーブルに置き、スキップしながら厨ちゆう房ぼうの方へ消えて行った。

「……あんた、本当に何者？」

「ただの高校生アルバイターだよ……中々良いのを用意してくれたな。ほい、これがサキの分な」

　そう言って、惟月はサキへひょいと黒いケースを投げ渡した。

　サキが首を傾かしげつつケースを開くと、中には――

「――サングラス？」

「必ひつ須すだろ？　悪党の本ほん拠きよ地ちに殴り込むには」

　惟月は笑い、伊達だて眼鏡を外してサングラスを掛けた。ノリノリである。

「……悪ノリし過ぎなんじゃないの？」

　呆れたように言い捨てつつ、サキもサングラスを装備した。ノリノリであった。

「行ってらっしゃいませ御ご主しゆ人じん様さま！　お嬢様！」

　猫耳メイドたちの見送りを受け、サングラスをかけた二人組は夜の闇やみへと踏み出した。
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　部屋には大画面ディスプレイの投げ掛ける白々しい光と、古めかしい燭しよく台だいの橙だいだい色いろの炎とが不調和に薄うす暗ぐらく照らしていた。軽い酩めい酊てい感を覚える不安定さである。

　ディスプレイに向かって、一人の男が跪ひざまずいている。毛が薄くなりつつある頭を脂あぶら汗あせでテカらせる四十がらみの男。元神殿の集い教祖神かみ雅が狩かり六りく道どう（本名田た中なか三さぶ郎ろう）であった。

「多少の間違いはございましたが、見事目標であった『十じゆう字じ架かの破片』を手中に収めました。これで『神成教団』のさらなる繁はん栄えいは間違いなく、総教主聖下の神化も大いなる飛ひ躍やくを遂とげられる事かと存じ上げます」

　それは報告というより、装そう飾しよく過多なおもねりだった。

　神成教団――《大零落》後に誕生した『人間神化主義』の先さき駆がけとなったカルト教団だった。最初こそ米国に数ある一弱小新興宗教に過ぎなかったが、ほんの数年で急速な拡大を続け、現在では世界的な規模で信者を獲かく得とくした。もっとも拡大とともに、既き存そんの宗教と社会を軽視する傾けい向こうも顕けん著ちよになり、幹部は国際指名手配までされている。

　それでも未いまだ名前を変えた同系統の下部組織も無数に存在し、田中が教祖として収まっていた『神殿の集い』も、神成教団の題目とマニュアルに従って組織したものだった。

　組織を失ったものの最重要目標は手に入った。これで失敗も帳消しになると、田中は喜き悦えつの只ただ中なかにあった。

　田中とディスプレイの中間にある小さな台座には、天野洋子の首にあったペンダントが置かれていた。卵の殻からを割ったように、ビーズ飾りの中に隠されていた、小指の先ほどの大きさの黒ずんだ木もく片へんが露わになっている。綺麗なビーズの中に埋うめ込まれているとみすぼらしさが増して見えるが、この木片こそが、多くの勢力が奪い合あう『十字架』――〈聖せい十じゆう字じ架かの欠片〉に他ほかならなかった。

『――よくやってくれました。同志神雅狩。総教主聖下も御お喜よろこびです。聖下からもお言葉を預かっています』

「ハハァ～～！」

『「ごくろうさまでした」との事です』

「……は？」

　自分の予想よりはるかに簡潔な一言に、田中は思わず顔を上げた。

　ディスプレイは通信不良のように画像が悪い。人ひと影かげがぼんやりと映る程度だったが、音声がクリアである以上、意図してそうしていると考えるべきであろう。

『あなたには日本での実行組織をつくる重要な役割を任せたと言うのに、何の意味もない自己満足でボロを出し、挙句に一日足らずで壊かい滅めつとは……』

「あ、いえ、いや、しかし……」

『これまでの貢こう献けんを鑑かんがみ、新たな名前と身分を与えましょう。『十字架の破片』の移送は……引き続き〈蠅の翅音〉の皆さんにお願いしたいのですが？』

　話を振られ、壁かべ際ぎわに佇たたずんでいたベルゼブブは苦い顔になった。苦味を押し流ながすようにコーラを音を立てて飲んだが、顔色は晴れなかった。

「……正直、僕ぼくらは『十字架』には近寄りたくないんですよ。何と言っても猛もう毒どくに等しいですからね。零落して受肉し、幸か不幸か耐たい性せいを獲得しましたけど、今こうして一緒の部屋に居るだけでも悪お寒かんが止まりません。それに――火傷やけどもしちゃいましたからね」

　ベルゼブブは吊つった右腕を見下ろして情けない顔になった。

　惟月の〝杭〟で貫かれた彼の右腕は、力の循じゆん環かんを断ち切られて動かなくなっていた。人間ならば多少の痺しびれで済むかもしれないが、零落したとはいえ人より幾いく分ぶんは精神寄りの存在だ。力の寸断がストレートに肉体へフィードバックしていた。

　余波だけでこの有様。ベルゼブブは悪いた戯ずらに失敗したみたいにバツの悪い顔だった。

『そうおっしゃらずに。契けい約やく料りようは弾はずみますので』

「……すぐに本社の経理部長と相談しますので、しばしの猶ゆう予よを」

『分かりました。期待しております』

　ディスプレイの通信が途と切ぎれ、部屋の電気が点つけられる。部屋の中央に置かれた二つの燭台が、しらじらしい空気を演出していた。

「この国に来てから、楽しむ限度を超こえてるな……もう帰りたい」

　情けない顔でもさもさとハンバーガーを貪むさぼるベルゼブブを、彼の両りよう脇わきに立っていた仮面をかぶったロキと、いまだ大根を頭に生やしたヴォラクが慰なぐさめた。

「吾輩も同意見なのではあるが……」

「経理部長は『先月の赤字を取り戻せなかったらお小こ遣づかい縮小！』と言ってたですー」

『十字架の欠片』をアタッシェケースへ厳重に封ふう印いんし、ベルゼブブらは部屋を去った。

　ひとり取り残された田中は、わなわなと肩かたを震ふるわせ、絨じゆう毯たんに爪つめを立てた。

「……！　ち、畜生！　わ、わわ、わたしを安く見やがって……！　わ、わたしはこんな所で終わる人間じゃないんだ……こんな所で……！」

　田中は立ち上がると、廊下に出て人ひと質じちの少女を閉じ込める一室に向かった。

　目を覚ましていた天野洋子は、目を血走らせて入って来た田中に、怯えた視線を向けた。

　そうだ。これが正しい。わたしはこうして畏おそれられ、崇あがめられる存在なのだ。

　望めば金も女もバカな信者が進んで献けん上じようしてきた在りし日の栄光を思い出し、田中は口角を吊り上げた。かつてと同じように、怯える少女の肩を押さえつけ、その衣服を剥はぎ取る。

「い、いや！　助けて守倉くん！　助けて薊谷さん！」

「くく……叫んだって無む駄だだよ。私がすべてを決める。君も私のものなのだからね」

　にたにた笑っていた田中だが、後ろから襟首を掴つかまれて引きずり倒たおされた。

　屈くつ強きような体たい躯くの傭兵が、冷たい表情で田中を見下ろした。

「……下衆が」

「き、きさま！　ただの傭よう兵へい風ふ情ぜいが、わたしを誰だと思って――」

「思い出すなぁ、強ごう姦かんが趣しゆ味みのクソ上官を撃ち殺ころして脱だつ走そうした日を。いまでも貴様みたいなヤツを見ると、その時使ったのと同じ９ミリ弾だんをぶち込みたくなる」

　すごんで見せても、所しよ詮せんは場数が違う。

　プロが引きぬいた拳けん銃じゆうは、殺気を鋳い溶とかしたように黒光りしていた。

「失せろ。ぶち込まれたくなけりゃ、木の股またにでもぶち込んでろ」

　田中はあわてて部屋を飛び出した。

「ち、畜生……ち、ちちちっ、ちくしょう！」

　どうしてこうなる。なんで思い通りにならない！　これと言うのも、あの妙なガキどものせいだ。あいつらがわたしの栄光に泥どろを――

　……銃声が聞こえてきたのは、ちょうどその時だった。




「――しっかしカルト教団てのは、本当に新宿の街中と丹沢の山やま奥おくが好きなんだな」

　すでに夏の気配を匂わす広葉樹林は、欝うつ蒼そうという形容でもって惟月たちの前に聳えていた。街灯などある筈もないが、中天より少し傾いた盈えい月げつは白々しいほどの明るさだった。歩くのにさほどの苦労はない。

　二人は尾お根ねへ向かっていく。もうじき、神殿の集いと〈蠅の翅音〉が潜む建物が見える筈だったが……

「しかし、どうやって突っ込むかよね。偵てい察さつに監視、実行戦闘部隊と分けていた戦力が集中してる筈だから、さすがに正面からはきついものがあるけど」

「また混乱状態を起こしたいところだが、さすがにここまで機動隊やら自衛隊をだまくらかすのはムリがあるし、その時間もない……と思っていたが」

　木々の合間から怒ど号ごうと銃声――明らかな戦闘音が漂ただよってきていた。どう聞いても二人の目指していた目的地からだった。姿勢を低くして近づいて行くと、遠くからも聞こえた戦闘音は、超ちよう過か激げきな大狂乱の余よ禄ろくでしかなかったと分かった。

　大きい平屋作りの建物の前で、多くの銃じゆうが火を吐いていた。二十人近い〈蠅の翅音〉の傭兵たちだ。彼らが降らす鉛の弾雨スコールの中を駆かけ回るのは、死神の如き黒いコートを羽織り、聖母の笑みを浮かべた妙みよう齢れいの美女――〈逆十字聖せい騎き士し団だん〉の刺客エージエントマレーネ・ヴァイス。手にする得物は刃は物もののみだが、圧あつ倒とう的てきな間合いの差を覆くつがえしていた。

　防ぼう弾だん処理というより、大量のナイフが仕込まれたコートで急所を守りながら驚くべき速力で接近し、コートの下から取り出したナイフで敵を薙ぐ。あるいは指の間に挟はさんだ投とう擲てきナイフをほとんど銃弾と違わぬ速さで投げ付ける。

　肩や足をやられた傭兵が口くち汚ぎたなく罵ののしった。

「くそっ！　本当に人間か！」

「凶きよう器きみたいなダイナマイトボディして、ダイナマイトよりおっかねぇ！」

「無む駄だ口ぐち叩たたく暇があったら引き金を引け！」

　浮うき足あし立だつ部下たちにベルゼブブが言い放つ。

「あの女は悪あく魔まも恐れる弾だん圧あつと虐ぎやく殺さつの神に仕えてるんだ！　生きたまま火ひ炙あぶりされたくなかったら、ありったけの弾だん丸がんで、ネチネチ足止めしろ！」

　プロフェッショナルはめったに連射バーストモードを使わないと言うが、そんなセオリーは空の彼方かなたへ吹ふっ飛んだ。とにかく銃弾の豪ごう雨うで叩たたく、叩く、叩き付ける。動けなくなった者は肩を借りながらも撃つ。倒れた者も撃つ。とにかく撃ちまくる。

　四方八方から押し包つつむ弾丸の嵐に、狂きよう信しん者しやの足がつかの間止まる。

「いまだ！　ＬＯＷを叩き込め！」

　構えられたのは、惟月も使わされた事のある対戦車ミサイルだった。装甲車も貫通する形成炸薬弾は、ほぼ一いつ瞬しゆんでマレーネに着ちやく弾だんし、灼しやく熱ねつの土煙が轟ごう音おんを立てて舞い上がる。わずかに緊きん張ちよう感が緩む……が、煙けむりの向こうで屹きつ立りつする影かげが目に入ると、男たちの顔は盛大に強張った。

「……〈刃装のママレーネ・ザ・ブレーネレードアームズ〉……そう言う意味か」

　無反動砲ほうを受け止めたと思しき左ひだり腕うでは、無残に――否いや、凄せい惨さんに変わり果てていた。

　出で刃ば包丁を思わせる太い鋼刃の上じよう腕わん骨こつ、橈とう骨こつと尺骨はゆるくカーヴする刀、手の甲こうは鱗うろこのごとく連なる剃刀かみそりの薄はく刃じん、指は鎌かまとナイフが噛かみ合う発条仕じ掛かけ。

　見ているだけで背筋が冷える、兇きよう器きで構成された狂きよう気きの戯画カリカチユア。

「嫌ですわ。あまり見み栄ばえが良くないので、お恥ずかしい限りです」

　ニキビでも見つけられたといった恥ずかしげな苦く笑しようだが、掲げられた左腕はハサミ男シザーハンズが泣いて逃にげ出す禍まが々まがしさである。

「……だから狂信者って嫌いなんだ。努力と根こん性じようで何でもありなんだから！」

　ベルゼブブのうんざりした叫びを切り裂き、〈刃装のママレーネ・ザ・ブレーネレードアームズ〉改め〈刃腕のママレーネ・ザ・レーネブレードアーム〉は、刃そのものとなって突とつ進しんした。

　戦場はさらなる混乱へと転がり落ちて行く。

「……マジで未来から来た殺人ロボットだったとはね」
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「あれとカーアクションなんてしたくないな。映画と違って速そつ攻こう刻まれそうだ」

「あたしの運転は負けないわよ？」

「そうだな人間シューティングスター。――限りなく悪運に近い運だが、意識は正面に向いてる。裏に回ろう」

　サキと惟月は銃撃と爆ばく撃げきの交差する戦場を迂う回かいし、建物の裏手へと回る。三人の護衛が居たが、正面の激戦が気になって集中力がそぞろになっていた。サキが疾しつ風ぷうの如く接近して暴風の如き拳けん脚きやくを叩きこむと、傭兵たちは為なす術すべなく昏こん倒とうする。

「行くわよ！」

「応！」

　惟月は背負った棺桶を腰だめに構えた。数度の予備動作で勢いをつけ、ぶぅん、と一ひと際きわ大きく振るい扉に叩きつけられる刹せつ那な、右手の取っ手に付けられていた引き金を押し込む。

　バガァアアン！

　破城槌づちならぬ〝棺かん桶おけ槌づち〟の打だ撃げき面から発せられた衝しよう撃げき波はが、扉を木っ端みじんに吹き飛ばす。サキが先行し、惟月が続く。

「先まずは先輩の救出！　しかる後に『十字架』を回収！」

「優先順位はともかく、虱しらみ潰つぶしに行くしかないけどな！」

　建物内に人気はほとんどない。護衛のほとんどがマレーネの迎げい撃げきに向かったらしい。

　惟月たちは片かたっ端ぱしからドアと言うドアを開け放っていく。とにかく当たるを幸いに突つき進すすんで行くと、廊下の向こうから走ってくる男とかち合った。

「な、何者だ！」

　アタッシェケースを両手で抱かかえた、頭の薄い中年男が怯えた叫びを吐き出した。

　見覚えのある男を見て、惟月とサキは顔を見合わせた。

「……呼ばれて名乗るもおこがましいが、問われたからにはお答えしましょう！」

　にやりと笑って、サキが名乗りを上げ――ようとしたのを惟月が、

「俺こそは巷ちまたで噂の人気者、セクシー守倉！」

　軽快なステップでテンポを取って横取りし、さらに指を鳴らしてサキを指差し、

「そしてこちらは、神も仏も鎧がい袖しゆう一いつ触しよく！　黄色と黒は危険の目印！　バイオレンス薊谷！」

「ちょっと待てぇ！」

　バイオレンス薊谷が神速でツッコんだ。

「また見せ場を奪ったわね！　それになによ『バイオレンス』って！」

「暴力、暴行、暴力行こう為い、暴力ざた、暴挙、冒ぼうとく、乱暴、暴言、暴ぼう虐ぎやく、蛮ばん行こう……好きなのから選んでいいぞ？」

「き、ききききき、貴様らわぁ……」

　観客を無視しておちょくるような掛け合いを忘れる筈もなく、田中三郎は青筋を浮かべて金切り声を上げた。

「き、ききっ、貴様らのせいでわたしは！　まだ足りんかガキどもが！」

「？　あたしらのせいも何も」

「全部自業自得じゃないの？」

　あきれ顔の二人を見て、田中は火を吐く勢いでまくしたてた。

「わたしは選ばれた人間なんだ！　わたしは凡ぼん人じんを支配し導いてやった！　信者どももわたしに支配されることを望んでいたのだ！　それの何が悪い！　むしろもっと称しよう賛さんされるべきだ！　自分では何も考えられない愚おろか者ものどもを導いてやったんだからな！　わたしを誰だと思っている！　わたしは新世界の神となる男、神雅狩六道だっ！」

「「…………」」

　惟月とサキは苦い物を含ふくんだように唇をひん曲げ、お互たがい田中を指差して顔を見合わせた。二人ともに『おいおい、勘かん弁べんしてくれよ』という表情である。

　そんな二人の表情にも気付かず、田中は彼らが黙ったのをいい事に演説を続けた。

「人類はいまこそ進化する時だ。《大零落》こそはその契けい機きに他ならず、我々がより高次に移行しようとしている証しよう左さに他ならない！　有史以来、人間は自分たちを操あやつる運命をこの手にしようと試し行こう錯さく誤ごを繰くり返かえしてきた。宗教はさかんに神や悪魔を論じ、運命の一いつ端たんに指を掛けようとしてきたが――すでに形けい骸がいに過ぎん！　いまこそ我々は運命を掌握し、真に世界の主役とならねばならんのだ！」

「「…………」」

　元教祖の熱弁に、惟月は耳の穴をほじくり、サキは爪の形を矯ためつ眇すがめつ眺ながめていた。

「わたしはそんな時代の求めに応じて愚ぐ民みんどもを導くべく選ばれた！　事実、神殿の集いは神への道を、神への転生を約束し、その為に邁まい進しんしていたのだ！　貴様らは自分が正義だとでも言うつもりか？　否！　我々こそが正義なのだ！　貴様らの掲げる矮わい小しような正義などは、社会の都合に過ぎん！　我々はより大きな人類の正義を掲げて動いている」

「「………………」」

　惟月は気を紛らわすように頭を掻き、サキは煩わずらわしげな顔で枝毛を探していた。だんだん聞いていられなくなってきているようだ。

「いや、そもそも正義などは存在しない！　だれもそんな概がい念ねんを規定出来んのだからな！　この世にあるのは種としての本能と要請だ。それは小さな社会理念などとは比べ物にならない、神聖不ふ可か侵しんな使命に他ならぬ！　それを貴様らみたいなガキどもに――ゴブッ！」

「じゃかましいわハゲオヤジ！　壊こわれたラジオじゃあるまいし！」

　廊下に飾られていた花か瓶びんを投げ付け、サキは耳障りな騒そう音おんをストップさせた。顔のど真ん中に陶器の一いち撃げきを受けた田中が「ぎ、ぎざばぁ……」と鼻血を流しつつ言い返そうとするが、サキは良く通る声でぴしゃりと遮さえぎった。

「神も悪魔も知ったことか！　悪党を潰すのに、正義も理由も要いるか！」

「あ、悪党？　わ、私が悪党だと！」

「一目瞭然でしょうが。誰がどう見たって、小悪党臭がぷんぷんすんのよ！」

　言い切った。

　あまりに一方的に決めつけられたので、田中はパクパクと声が出せなかった。

「だいたいあたしは、アンタみたいな人種が大っ嫌いなのよ！　何かと言えば『真理』だの『運命』だのって言葉をバカの一つ覚えで並べ立てて！　あんたがやってんのは想像力のない人権擁よう護ご団体や動物愛護団体と変わんないのよ！　矢や面おもてに立たず、言葉の陰に隠れて囀さえずりまわる。これが悪党でなかったらなんだってのよ！

　あんたは悪党。それも卑ひ怯きようで陰いん湿しつな小悪党！　だからぶん殴ってとっ捕つかまえる。文句あるなら言ってみろ！」

　またしても言い切った。というか、ここまではっきりと『ムカついたからぶん殴る』と言われれば、どんな理り屈くつも役に立たない。

　田中は、まるで理り不ふ尽じんなオヤジ狩がりに遭あった中年サラリーマンのように唖あ然ぜんとしていた。

「……まあ、そういうワケなんで」

　サキの頭をポンポンと叩いて惟月がセリフを受うけ継ついだ。微び苦く笑しようしているのは、おおむねサキと同意見だからであろう。

「それで？　洋子先輩はどこだ？　変な事はしてないだろうな？　もしそうだったらこのバイオレンス薊谷が、あんたのムスコを完かん膚ぷなく踏み潰すことになる」

「……いま、ものすごくバイオレンスな気分になって来たわ」

「なんで足を振り上げてんの？」

「ランジェリーショップに胸を張って入れる身体にしてあげようかと思って」

　相変わらず自分を無視して漫才しだす二人の態度に、田中は世界そのものが自分を馬鹿にしているように感じられた。ささやかだった支配欲は怒りによって膨ぼう張ちようし、その裏返しの強烈な破は壊かい衝しよう動どうが精神を苛さいなむ。

　彼のほとんど病的に血走った目が向けられたのは、抱えられたケースだった。

　田中はケースを開くと、中に封印されていた木片を――

「ば、馬鹿にしやがって。お、思い知らせてやる！　わたしが、わたしが――！」

　飲み込んだ。時間にして一秒足らずの出来事だった。

「いったい、何を……」

「な、なんて馬鹿なことを……！」

　惟月は突とつ然ぜんの奇き行こうに驚いただけだったが、サキの方は顔面を蒼そう白はくにしていた。

「ハハハァ！　わたしが神となる！　わたしが物語の主役になる！　わたしが、わたしが、ワタシが、ワダシが、ワダジガ、ワダジィィィガァァアアアアアアアっ！」

　田中の笑い声は徐々に変質してゆく。肉が盛り上がり、口こう腔こうの構造が変わったからだった。ぼごぼごと急速な勢いで肉にく腫しゆが生じ、その質量と体積を急速に増大させてゆく。

「ア、ア、ア、アギ、ギ、ギィィぃヤァあああああああああんんっ！」

　人間のものではない、まさしく獣けものの咆ほう哮こうが部屋を、空気を、建物を揺ゆらした。

　惟月とサキの視界が、サングラス越しにも真っ白に染まった。




　突然聞こえてきた特大の叫び声ごえに、ベルゼブブとその部下、刃の腕を振りかざしていたマレーネ、敵味方関係なく全すべての視線が建物へと集中した。

「いったい何のさけ――」

　疑問が形になる前に、建物は内側から吹き飛ぶ。膨れ上がったまばゆい光があらゆる者の視界を真っ白に染めたかと思うと、刹那で遅れてきた大爆音と衝撃波が一帯を襲おそい、あらゆるものを一様になぎ払っていった。

「くそっ。この仕事受けてから、僕の辞書の『最悪』の頁ページが更新リライトされまくってる……」

　細かな瓦が礫れきを振り払い、ベルゼブブがふらふらと立ち上がった。辺りは明るい。其そ処こ彼か処しこで火が燻くすぶっていた。周りを見回すと、部下たちもなんとか無事のようだった。彼が埃を振り払っていると、すぐ近くでまた瓦礫を撥はね除け誰かが立ち上がった。

　立ち上がった人物の顔を見て、ベルゼブブは顔を顰しかめた。

「やっぱり君ですか。君が騒ぎを聞き付けるのか、騒ぎが君を追いかけるのか……いったいどっちなんでしょうね？」

「悪魔なら俺が呪のろわれてるかどうかなんてすぐ分かるだろ？」

　ずり掛けたサングラスを直しながら立ち上がる惟月の悪態に、ベルゼブブは目を眇めた。

「いまではとんと見当もつきませんが、それを確かめる為に返り咲ざきたいと思いはじめましたよ。……で、一体何事ですか？」

「あんたらの雇やとい主ぬしよ」

　惟月のすぐ横で立ち上がったのはサキだ。金髪に付いた粉ふん塵じんを忌々しげに振り払う。

「あの薄うすらハゲ、よりによって『十字架』を飲み込んだのよ」

「おや、それはそれは。――計算通りですね」

「……な、ん……ですって？」

　――ぉぉおおおおおぎゃぁぁあああああああああんっ！

　いままた獣の、しかし地上のいかなる獣にも当てはまらぬ咆哮が響ひびいた。

　空気を震わす絶ぜつ叫きように、ベルゼブブは肩を竦すくめた。

「正直、もう関かかわり合いになりたくなかったんですよ。『十字架』を狙ってくる殺人サイボーグシスターの相手とか願い下げですからね。とはいえこっちから断りづらいのもあったんで、田中氏がガメて隠してくれるのが言い訳としては一番理想だったんですが……まさか飲み込むとは。只ただ人びとが不用意に奇き蹟せきに触ふれて、無事でいられると思ったんですかねぇ？」

「「…………」」

　惟月とサキは顔を見合わせた。この瞬間、目の前の少年が本物の悪魔じみて見えたのだ。

　状況を悟り、周囲の傭兵たちも撤退準備をはじめていた。捨てられる荷物を捨て、身軽になってすぐさま逃げ出す態勢になる。

「じゃ、そう言う事で逃げさせていただきます。これ以上ここに留とどまって怪け我がしたくないんで。これ以上社員に怪我させたら……ウチの経理が僕の食費ハンバーガー代を削けずり出すんです」

「……うすら寒い事言ってくれてんじゃないわよ。少なくともあんたは逃がさないわよ」

「同感」

　周囲の様子を窺いつつも、惟月とサキはベルゼブブへと狙いを定めた。雇われ兵とはいっても、騒ぎの発ほつ端たんに一番近い所にいた連中の親玉だ。ハイそうですかと逃がすわけにはいかない。

　二人の油断ない視線を受けながらも、ベルゼブブはにこやかに笑ったままだった。

「逃げられますよ。なんて事はない。とても容易たやすいことですよ。僕は最強ではありません。けれど無敵です。残った力をほんの少しだけ、効果的に使うだけで良いんですから」

「へぇ？　ならその無敵の力とやらを見せてもらおうじゃ、ない、の――――！」

「もちろん、そのつもりです」

　炎の光に照らされる中、ベルゼブブの足元に黒い影がざわざわと集まって行く。影――いや、影ではない。炎の光を浴びて、黒い翅がねっとりと輝いている。

　黒い元悪魔の周囲に渦うず巻まくものの正体に気付き、サキがさっきまでの威い勢せいを霧む散さんさせて絶句した。

　惟月も、髪かみの毛けから背中の産うぶ毛げまでを総毛立たせた。まさかこんな、こんな事が！

「僕はベルゼブブ。蠅はえの王にして、退たい廃はいと暴食の主。翅はね持ち貪るものたちは、みんな僕の臣下です。さぁ、破れるものなら破ってみなさい。我が無敵の奥おう義ぎ――〈黒い津波ＢＢＷ〉！」

　ベルゼブブの足元に蟠わだかまっていた昆こん虫ちゆうたち――地球上のどこにでも存在する、正しよう真しん正しよう銘めいの黒い悪魔たちが、文字通り津波となって押し寄せた。

「きっ――」

「きぃぃいいやぁぁぁあああああああああああああ！」

　体を硬こう直ちよくさせたサキに、惟月が目にも留らぬ速さで抱き付いた。

「ちょ、ちょっと！　どさくさに紛れて何を……」

「こいつだけは……こいつらだけはダメなんだぁああああああああああ！」

　サキが顔を真っ赤にして引き剝がそうとするが、切せつ羽ぱ詰つまった表情の惟月は彼かの女じよの剛ごう力りきをものともしない。惟月は黒く波打つ地面から一センチでも離れようと、火事場に放ほうり込まれた感じでサキの頭の上によじ登る。

「ちょっ、重い！　お、降りて、首が折れるから降りて……」

「降りれるかぁあああああっ！　降りたら死ぬ！　絶対死ぬぅううううううう！」

　本当に死んでしまいそうな大絶叫。トンガリ頭ず巾きんのカルト教団に囲まれても、悪魔の率いる傭兵たちと対峙しても、けして余裕を崩さなかった守倉惟月。彼はいま、黒い悪魔に心の底から脅おびえきっていた。

　惟月が頭を包むように必死ひしっと抱き付いたおかげで、サキの身体がぐらぐらと揺れる。ここで倒れたら大事な何かが終わると、サキもバランスを取るのに必死になった。

「ヴヴァハハハハハハハ！　あ～ばよ～、とっつぁ～ん～～……………」

　黒い悪魔たち――黒い津波が過ぎ去ると、〈蠅の翅音〉たちの姿もきれいさっぱり消えていた。残されたのは連中が捨てて行った装備と、全身を強張らせた惟月とサキだけである。

「……も、もういない？　もう大だい丈じよう夫ぶ？　本当に大丈夫？」

「だ、大丈夫だから降りて…………」

「ヤダ！　ヤダヤダヤダ！　ま、まだ何処かに、ご、ごごっ、ごごごゴキっ……！」

「ほ、ほらほら泣かないで。男の子でしょ？　ほら、泣かなーい泣かなーい……」

　怯えたウサギのように震える惟月を、サキが複雑な面おも持もちであやしていると、

　バガァァアアアアンッ！

　新たな衝しよう撃げき音おんが響き、空から人が降ふって来た。

　黒いコートでも隠せぬモデル体型、そして隠しもしない鋭するどい左腕。

「あら、御ご機き嫌げんよう。わたくしに斬きられに来ていただいたんですか？」

　マレーネはにっこり微ほほ笑えんで立ち上がった。銃弾さえ跳はね返した刃仕込みの防ぼう弾だんコートが、ところどころ無残に斬り裂かれている。爆発の衝しよう撃げきと言うより、何物かとの戦闘で受けた真新しい傷だった。

「とても嬉しいのですが、今はあちらに掛かりきりなので、静かに待っていてくださいね」

　左腕をジャリンと鳴らし、マレーネは飛ばされてきた方角へと戻っていった。

　建物が跡あと形かたもなくなった爆ばく心しん地ちから、煙を裂いて巨大な何かが這い出でてきた。

　それは――圧倒的な質感と質量を持った肉の塊かたまりだった。鮮あざやかなピンク色の肉粘ねん土どで構成された、人体らしきもの。巨大な赤あかん坊ぼうと言ってしまってもよいのだろうが、それを人に連なる言葉で表現するのは躊躇ためらわれた。

　肉の塊はずるずるとハイハイをしながら進み、ぽっかりと空いた口から悲鳴とも歓かん喜きともつかない産うぶ声ごえを上げた。

「な、なんだありゃ……」

「神の成なり損そこないよ」

　相変わらず頭に抱き付いたままの惟月に、サキが硬い声で言った。

「あの〈聖十字架の欠片〉……あれには神になった男の血と影えい響きよう力りよくがこびり付いている。それをガイドに『運命』と接続しようとしたのね」

「あれが――神？」

「正確にはその失敗作。脆ぜい弱じやくな精神が『運命』に駆く逐ちくされて正気を失った、けれど〝力〟だけは振るう存在。神でも悪魔でもない。ましてや魔王ですら。いわば――『魔ま獣じゆう』よ」

　――ぉぉおおぎぃぃぃいいいいいいいいいいいいいいいっ！

　魔獣はマレーネだけでなく惟月たちも敵と認識したようだ。身体の各所から急速に成長させた、常人の胴どう回まわりくらいはある極ごく太ぶとの触しよく手しゆをやたらめったらに振るった。

　惟月とサキは土ど砂しやとともに吹き飛ばされるが、両人とも何とか受け身を取る。惟月が手放していた棺桶に駆け寄ると、そこに魔獣の肉触手が鋭い爪を無数に生やして分ぶん裂れつさせ、熊くま手でのように振り下おろしてくる。

　棺桶を掲げて受け止める。足がずんと地面にめり込んだ。

「こ――のぉお、おおお！」

　手元のボタンを押し込むと、棺桶の側面からいくつもの銃口が口を開いた。極大のハーモニカじみた形に変形した棺桶パンドラボツクスから、連続して鉛えん筆ぴつ大の杭が無数に打ち出だされる。

　フシュレット弾で引き千切られた触手から赤い血が飛び散った。嫌けん悪おを催もよおすが、顔を歪ゆがめる前に惟月は肉の檻おりから脱出し、棺桶を肩に担かつぐようにして天面を魔獣本体へと向けた。

「まったく！『パンドラボックス』とはよくした名前だよな！」

　撃ち出されたのは、暴徒鎮ちん圧あつ用の強力粘着弾だった。白いトリモチが連続して着弾し、小型トラックほどもある魔獣の手と足とを縫ぬい止とめた。

　地面に突き立てて蓋ふた面を向けると、惟月はダメ押しとばかりに隠れていたトリガーを押し込んだ。棺桶の縦に割れた射出部から撃ち出されたネットは、腕を広げて抱だきつくように肉の塊を覆い、無数の触手ごと動きを封ふうじ込めた。

「よし！　これ、で……え？」

　――ぃぃぃいいいおおおおおぎゃううううううっ！

　雄お叫たけびが空気を震わすと、魔獣を封じていた粘着弾もネットも、ビデオの早回しでも見せられたように風化した。

「んな馬鹿な！　ネットなんて炭素繊せん維い入りだぞ！　これじゃまるで――」

　まるで魔ま法ほうか神かみ業わざか――そう思ったところで惟月は乾かわいた笑いを浮かべた。

　砂と化した捕ほ獲かく武器を乗のり越こえた巨大な赤ん坊は、穴と凹おう凸とつだけの顔を惟月に向けた。

　――ぉぉおおおぎゃあああああああ！

　再び触手が伸びて襲いかかる。惟月は再び棺桶の側面を開いて無数の弾針を見舞ったが、触手は弾はじき返して意にも介さない。射線を逆流して迫ってくる。

「くっ！」

　飛び退いた惟月の後ろにあった巨きよ木ぼくが、いともたやすく穴だらけになった。

「経験したダメージは効かないとか、どんなチートだ！」

「相手は成り損ない出で来き損そこないといっても神の眷けん属ぞく。チートなんてお手の物よ！」

　徒と手しゆ空くう拳けんで打つ手のないサキが悔くやしそうに言った。

　二人はホーミング・レーザーを思わせる触手の攻こう撃げき範はん囲いから全力で遠ざかり、森の奥おくに飛び込んだ。

「ハァハァ……何か、弱点とか、ないのか？」

「……ほっておけば核かくになってる禿はげオヤジの魂たましいも消しよう滅めつするだろうけど、それが明日か明後日か一年後かは分からない。実じつ弾だん兵器もああなると効果はないわ。霊格が上がって、肉体への依い存そん度どが格段に減ってる。すぐさま再生――復元するわ」

「八方塞ふさがりか……」

「いや、そうでもなさそうよ」

　木々の間から窺うと、象ほどもある赤ん坊が巨大な触手を生やして暴れ回っている冗じよう談だんじみた光景がそこにはあった。

　そして、凄惨なダンスを披ひ露ろうするマレーネの姿もある。

　大型ナイフとナイフそのものの左腕を振り回し、魔獣の本体へと肉にく薄はくしていた。上品にステップを踏みながら、容よう赦しやなく血肉をまき散らして行く。

「あとはイっちゃった同士で、ということで。あたしたちは先せん輩ぱいを救い出しましょう」

「異議なし」

　惟月は美女と魔獣の戦いを横目に建物跡あとへ向かおうとするが、肉団子のような魔獣の一部に気になるものを発見した。目を凝こらして確認すると、惟月の顔から血の気が引いた。

「どうしたの？」

　サキの呼び掛けに、惟月は黙だまって魔獣を指差した。

　犀さいか象ほどもある巨大な赤子の背に、触手とは違う何かが生えている。それは女性のものと思える細ほそ腕うでに見えた。すぐそばに生える肉触手とは、明らかに太さも質感も違う。

「まさか、アレって……」

「考えたくはないが、状じよう況きよう的てきに見て洋子先輩なんじゃ……」

　サキと惟月が顔を青くして戦せん慄りつする間に、刃の骨格を剥き出しにした左腕を振るう女ターミネーターは、とうとう魔獣を間合いに捉とらえた。多少のダメージを除外し、触手に身体を裂かれながらも高く魔獣の直上へと飛び上がり、渾こん身しんの左腕を振り被った。

「塵ちりは塵に――」

　――あぎゃぁあああああああああ！

　魔獣の体表に無数の眼がずらりと浮き上がり、上空のマレーネを見み据すえた。血のように赤い光を放つ眼が輝き――刹那、すべてを白く染める強烈な光が天に向かって放たれた。

「なん、だ――」

「雷かみなり――！」

　衝撃波に身を低くして耐たえ、耳を塞いで眼を閉じる。

　ちかちかとした視界で何とか確認すると、体中に眼玉を浮き上がらせた魔獣が、高らかに雄叫びを響かせていた。

　――おおぉぉおおぎやぁああああああんっ！

「……本当に何でもありだな」

　一体どれほどのエネルギーを扱うのかと途と方ほうに暮れた惟月の背後に、ドサッと何かが落ちた。黒焦げになったマレーネだ。ぶすぶすと煙を立てているが、うめき声を上げるくらいの元気がまだあった。

「う、うう……か、雷などで私の信しん仰こうが……がくっ」

「がくって言って気絶するの、はじめて見た……しかし良く生きてるな」

「その左腕に生えた光り物のお陰かげじゃない？　神の御ご加か護ごがあったんでしょ」

　目め障ざわりなシスターを排はい除じよして気を良くした魔獣は、無数の赤い眼を惟月たちに向けた。面白い玩具おもちやを見つけた赤ん坊さながらに向き直る。

「うわ……ものすごい眼がん付つけだ」

　惟月は自分の右手に目をやった。

　あの力は、あの〝光の杭〟は魔獣に通用するだろうか。人間には通用しなかったようだがあいつになら――

「止めときなさい」

　惟月の思考を読んだようにサキが忠告した。

「あんたのソレ、もう使うんじゃないわよ」

「どうして？」

「ああは成りたくないでしょ？」

　サキはそう言って、這ってくる巨大な肉の塊を示した。

「過か剰じような加護や奇跡は、過剰な保護や愛情と一いつ緒しよよ。少量ならば助けになるけど、多すぎれば侵しん食しよくされる――毒よ、それは」

「なら――どうする？」

「きまってるでしょ？　気は進まないけど、らしいやり方でやるしかないわ」

　すっくとサキは立ち上がった。

「見せてやるわ――あたしが〝魔王の娘〟と呼ばれる、その本当の意味を、ね」

　無数の赤い眼光を閃ひらめかせる魔獣が、サキの眼光を目まの当あたりにして戸惑ったように動きを止めた。

　惟月も、サキの眼を見て息を呑のんだ。

　右は相変わらずだが、左目が徐々にその色を変え、やがて夜闇の中ではっきりと光る蒼あお色となった。色こそ冴さえ冴ざえとしているが、あたりを照らす炎の光を押し退け輝くその左目は、『魔ま眼がん』と呼ぶべき禍々しさがある。

「分かる？　あたしは――あたしたちはあんたらの天敵よ。

　――其は鞭むち打うたれたる主を皮肉る罪の徴しるし／而しこうして罰ばつの証に在らざるなり／其は贖あがないの洗礼／其が飾るは苦難の道、試練の橋、悲ひ惨さんの港――」

　サキの肌はだに、細かい回路図を描く光の線が浮き上がる。全身を覆っていたそれらは光の粒りゆう子しとなって弾けた。蛍ほたるのように漂った光が再びサキの両りよう腕うでに集うと、六角の星――ダビデの星を基本とした陣じんを宙に描いた。

「――其その棘いばらが我が肌を刺さし、肉を裂きて血を流させども、我は其を恐おそれず」

　サキの袖そで口ぐちから、ぞろりと細長い物が無数に伸のび出した。蛇へび――否。それは細かで鋭い棘を生やした、無数の茨いばらだった。

「――其を畏れるは背信者／其を厭いとうは背任者／然しかれば我、其の冠かんむりを頂きて、遍あまねく罪を科とが人にんどもに知らしめさん！」

　――おぉおおおぅぅううううぎぃいいいいいいっ！

　魔獣の赤い眼が、一斉に輝く。また雷を放つつもりだ。

　惟月はせめてもの抵てい抗こうでパンドラボックスを盾たてにした。

「そんな猪ちよ口こ才ざいな眼光、効くかぁ！」

　魔獣の帯電した眼光に対し、サキは茨の絡からみ付いた腕を振った。電光石火で振られた茨が、雷を真っ二つに切きり裂く。

　――おぎぃやぁああああああ！

　ばかっと大口を開けたどでかい赤ん坊の背中から、無数の触手が天に伸びて一転、こちらに向かって降り注ぐ。

「あたしの〈茨の王スピニウス〉に張り合うには――」茨が絡み合い、長大な鞭むちとなる。「――粗そ末まつすぎるのよっ！」

　一いつ閃せん。

　身体ごと振り抜かれた茨の鞭は、雨の如く降り注ぐ触手を一ひと断たちにする。断ち切られた触手は白く変色し、地面にぶつかると粉になって砕くだけた。
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「行くぞ、不細工なキュー○ー人形が！」

　蒼い左目を爛と輝かし、両腕の茨を振り翳かざし、サキは一直線に突とつ貫かんして行く。

　肉の触手はサキの茨に触れた途と端たんにぼろぼろと崩れ去さる。まるでサキの茨の棘に、猛毒でも仕込んであるかのようだ。

　魔獣は先に倍する量の触手を全身から吐き出し、辺りかまわず抉えぐり貫き蹂じゆう躙りんする。マレーネの時とは違う、明らかな防衛行動だった。

　サキは、本気になった魔獣の攻こう撃げきを片かた端はしから茨で断ち切り、削り斬って無効化してゆく。先さき程ほどまで逃げ一いつ辺ぺん倒とうだったのがウソのようだ。

「すごい、圧倒的じゃないか……」

「さすがは魔王の娘――いえ、此こ処こでは『神殺しの血族』と呼ぶべきですか」

　倒れ伏ふしていたマレーネが、薄うす目めを開けてポツリとつぶやいた。

　雷が直ちよく撃げきして話す余裕があるのだから、たいていこの女性も化け物である。

「神の力を尽く断ち切る力――忌いむべき力ですね、本当に」

「そのお陰で助かるんだから、あんたも感謝していいんじゃないの？」

「助かる？　あなたは本当にそう思っているのですか？」

「思うも何も、ああして圧倒的に――」

　目を戻すと、サキは相変わらず無数の触手を蹴け散ちらしていた。時折弾ける雷らい撃げきや炎も、茨の棘が粉々に引き裂いて行き――――それだけだった。

　サキの攻撃は鮮やかすぎるほどに魔獣の攻撃を無効化して行くが、休みなく続く相手の手数に足止めを喰らっていた。

　優位に防ぼう御ぎよしているだけで、優位な攻こう勢せいをしているわけではない。

「当然の帰結ですわ。出来損ないの魔獣と言っても、仮にも神の眷属――利用する『運命』のリソースは膨ぼう大だいです。いかに神殺しの力を以もつてしても、所詮は人間。スポンジ一つで河の水を堰せき止めようとするようなもの」

「そんな……」

「ふふ、魔王の娘の命も風前のともし火ですわね……私も同じですけど……がくっ」

　マレーネは再びバタリと気絶した。

　慇いん懃ぎんな口調で嫌味を言うのだから、見上げた根性ではある。

「……」

　惟月は改めて自分の右手を見み詰つめた。

「……やってみますか」

　相棒が奮ふん闘とうしているのに、ただ見ているのも恰かつ好こうが付かない。

　惟月はパンドラボックスを背せ負おい直し、立ち往生するサキを側面から援えん護ごした。魔獣の気を逸そらそうと、本体へ向かって石を投げ付ける。

「何やってるバカ眼鏡！」

　魔獣はサキに集中させていた触手のいくつかを惟月へさし向けた。

　煩わしい虫を撥ね除けようと振るわれた触手へ手を向け、惟月は念じる。

（――貫け！）

　もはや自分の一部となった〝杭〟はいとも容易く打ち出された。〝杭〟に突き刺された触手は一いつ瞬しゆん痺しびれたように動きを止め――すぐに勢いを取り戻して惟月に巻き付いた。

「ぐぅ！」

　肋骨が軋む。肺が圧あつ迫ぱくされる。蛇に襲われたネズミの映像が惟月の脳のう裏りをかすめた。

「纏まとわりつくな腐れイソギンチャク！」

　サキが飛び込み、茨で触手を断ち切った。そのサキを横合いから触手の切っ先が襲う。

「ちぃ！」

　茨を網あみ目め状じように編んだ即そく席せきの盾で防ぐが、一部が掻い潜くぐってサキの蒼く染まった眼前に迫せまった。束そく縛ばくから脱出した惟月が間かん一いつ髪ぱつで触手を捉え〝杭〟で貫く。痺れたように動きを止めた触手を確認することなく、惟月はサキを抱えて後退した。

「すまん、足あし手で纏まといになっちまった」

「本当よ……本当に、恰好ばっかり付けるんだから……」

　いつもなら返ってくる筈の皮肉が、今は弱々しく呟つぶやくだけだった。支える腕にも力強さを感じず疑問に思った惟月だが、自分の手に付着した血液を見てぞっとした。

「！　何ど処こか怪け我がを!?」

「……ふぅ、うっ……これが代だい償しようよ」

　腕に絡み付いた茨に血を滲にじませながら、サキは皮肉げに笑った。

「〝神殺し〟の力は、母さんからあたしの血に受け継がれた力。〈茨の王〉の触しよく媒ばいは、あたし自身の血……当然、いつもの肉体強化や物理保護にまわす余力はないわ」

　かつて瓦礫竜を倒す際、サキが『疲れるのよ』と言っていた意味がようやく分かった。文字通り身体を削るのがサキの能力ちからなのだ。こんなハイリスクな力、おいそれと使えるものではない。惟月は滴したたるほど濡ぬれた己の手を見て愕がく然ぜんとした。

（下手をしたら……いや、いつ倒れてもおかしくないんじゃないのか？）

「だっつーのに、相手は余裕しゃくしゃくで力を使いたい放題。まったく、割に合わないわ。相手を貶おとしめる言こと霊だまを捻ひねりだすのも一苦労だってのに……」

「……素じゃなかったのか？」

「あたしだって必要がなければ、もっとお淑しとやかな言葉遣いを心こころ掛がけるわよ」

　魔獣は天敵たるサキが後退した隙に、自分の体をさらに組くみ替かえていた。

　触手がぞわぞわと本体を覆い隠すように蠢うごめき、遠目からはピンク色の毛玉となった。

　防御を固めているのだと、惟月は察した。

「触手にこだわるな……なんかそういうプレイが好きな、歪な性癖でもあるのかね？」

「変な想像してるんじゃないわよ。あれに突っ込んで行くのはあたしなんだから」

「いや、今度は俺だ」

　惟月の言葉に、サキは蒼と金の瞳ひとみを見開いた。

「片方だけに貧びん乏ぼうくじ引かせたんじゃ、相棒じゃないだろ？」

「……本気？　アレの厄やつ介かいさは身に染しみたでしょ？　アナコンダが犇ひしめく檻の中に入ってくような物よ？」

「そこは相棒がフォローしてくれるだろ？」

　惟月はいつものように笑う。俺も無む茶ちやするからお前も苦茶してくれと共犯を唆そそのかす笑えみに、サキはゆるゆると息を吐いた。

「……ほんと、時々呆あきれるくらい無む茶ちや苦く茶ちやなんだから」

「相棒に合わせてるんだ。俺って器用な男だからな」

「はん。言ってなさいよ、大口眼鏡」

　惟月の胸を押して離れると、サキは蒼い魔眼の眼光を再び鋭く燈ともし直した。

「――イイ、惟月？　あんたのその右腕は、破は壊かいする為ための力じゃない。それの本質は『固定する』こと。だから本体まで辿たどり着ついて直接突き立てなきゃならない。あたしが道を開く。あんたが右腕それを突き立てて、力の流れを遮しや断だん。あとはあたしが斬り刻む」

「了りよう解かい」

「……悪いわね。こんな事に巻き込んで」

　らしくない言葉に振り返ると、サキは唇を噛んで視線を逸らした。

　いったいどの辺りの事を言ってるのかと思ったが、どちらにせよ惟月にとっては同じことだったので「何を今さら」と苦笑した。

「巻き込んで一々そんな顔してたらキリがないんじゃないか？」

「だってあんた……後悔してないの？　恨んでないの？」

「たっぷりしたさ。十年前に」

　死に瀕して、恨み言はいくらでも湧いてきた。けれど文字通り奇蹟的に助かって、幼い惟月は愕然とした。なんてみっともなくて惨めったらしかったんだ俺は、と。

「だからもう、何かの所為にするのはヤメた。んで決めた。どんな境遇に巻き込まれたって、笑って楽しんで巻き込み返してやる。だから気に病むな。胸を痛めるのは発育に悪い」

「ふんっがぁああああ！　なんであんたは真面目な話が出来ないのよ！」

　追い込まれた状況を忘れて怒り狂うサキに、惟月は笑ってしまう。

　やっぱり楽しい。サキ、お前はやっぱり面白いよ。いつも感情のままで飾らないお前は、とても自由そうだ。我ながら呑気だが、『神さま』そっくりで母おや娘こなんて考えもつかなかったのは、お前と騒ぐのがとびきり楽しかったからなんだよ、きっと。

　だからシリアスな顔なんて、してくれるなよ？

「ほんじゃいきますか――なぁ、相棒！」

「ふんっ。上等よ！　さっさと終わらしたら、きっちり言うことがあるんだからね！」

　走り出した惟月とサキに、準備万ばん端たん待ち構えていた魔獣が、最終戦ラストラウンドの開始を高らかに告げた。

　――おぉぉんんぎやぁぁあああああああああああああっ！

　迫ってくる触手は、もはや雨ともいえない。肉の壁かべが迫ってくるかのようだ。

「数が多けりゃイイってもんじゃないでしょうが！　男なら、量より質で勝負してみろ！」

　サキが両手を掲げ、茨を絡み合わせて長大な剣けんを形造った。

「削そぎ、斬る！」

　振り下ろされた一撃は、ひき肉製造機のように肉の壁を削り散らした。サキはステップを踏んで茨の大剣を回転させ、真一文字に大おお振ぶりする。十字に断ち切られた肉の壁が、ざぁっと白い灰となって崩れ落ちた。

「惟月！」

「応！」

　茨を長大な槍やりに組み替えると、サキは背を限界まで反らして投擲体勢になった。

「１！」サキが茨の槍を振り被る。

「２！」惟月がサキの横を駆け抜ける。

「「３！」」

　サキの投げ放った茨の槍が切り開いた道を、惟月はまっすぐ駆け抜けた。

　巨大な毛玉の如き触手の壁に突き刺さった茨の槍だが、本体へ届く前に停とまってしまった。膨大な肉厚の触しよく手しゆ壁へきが本体を守っている。

「しゃらくさい！」

　惟月は棺桶を振り被り、茨の槍の端はしに叩き付けた。

　遠心力と質量にプラスし、棺桶の衝しよう突とつ面から発せられた衝撃波が槍を推おし進め、さらに爆散させる。神を引き裂く茨の散さん弾だんが、魔獣の肉壁を大きく削り取った。

　惟月の眼前に、軽自動車ほどもある巨大で適当な造作の頭が露出した。棺桶を捨てて魔獣の頭に飛び乗ると、〝光の杭くい〟を生やした右手を振り上あげる。

「これで――」

　ぐっと持ち上がった女性の姿に、惟月の動きが凍こおり付く。目の前に現れた洋子の一糸まとわぬ姿に、勢い良く振り下ろそうとした腕が反射的に止まった。

「バ――」

　背中にサキの罵ば倒とうがぶつかる前に、すぐさま再生した触手の群れが突き刺さった。

　右みぎ肩かた、右肺、左脇腹、肝かん臓ぞう、右みぎ膝ひざ、左脹脛……串くし刺ざしになった身体を、妙みように冷静に分ぶん析せきしていた。もっとも、慌てた所で何がどうなるものでもない――致ち命めい傷しようだ。

　そして更さらなる触手が、ダメ押しに惟月の喉を貫つらぬいた。口から零こぼれた冗談じみた量の血が洋子の顔や胸を汚よごしたのが、自分の事を置いてやけに申し訳なく感じられた。

（ヤバ、い……今度こそマジで死に……ああ、くそ。走そう馬ま燈とうまで……）

　泣なき伏ふす男の子に、金きん髪ぱつに赤い瞳の、サキにそっくりの『神さま』が優しげに語りかける――――強く生きなさい、運命のフエイト・反逆者レベリオン。運命に負けないように、神々に負けないように――神サエ殺スヨウニ――神ヲ落トセ――神ヲ殺セ――神ヲ貫ぬきケ――是コレハ楔クサビナリ。是ハ碇イカリナリ。是ハ戒イマシメナリ。諸もろ々もろノ神ナル力ハ、是ナル切ッ先ニ悉ク貫カレルベシ――神ノ仔ノ諸もろ手てヲ、諸足ヲ、縫イ付ケタガゴトク――

「――！　ご、ぐぁ――！」

　熱い。熱い熱い熱い熱い熱い！　右手が燃える！

　そう思ったのもつかの間、身体をめった刺しにした触手が目に入り、

「――このようなもので〝我〟を殺そうと思ったか」

　声帯が潰されたのに発せられた己の声の奇き妙みようさを、惟月は疑問にも思わなかった。

　右腕の〝杭〟の切っ先を触手に突き刺すと、力の流れが断たち切れた触手は魔獣の支配下から一時的に離れた。支配権の浮ういた肉の塊を容易く掌握し、組織を組み替えて肉体の修復にそのまま転用する。

　――おぎぎぎぎぃぃぃいいいいいいいいいいいいっ！

　目の前の人間の少女が沈しずみ込むと、代わりに無数の眼が浮き上がった。物理現象として雷撃が顕けん現げんする前に、素早く力の経路を視て〝杭〟――否、〝釘くぎ〟を突き刺した。

　正確に力の経路の重要部分が潰され、無数の目玉はただのガラス玉になった。無害で巨大なガラス玉に、惟月の顔が映り込む。

　彼の右目は、彼を映すガラス玉と同じ色に染まっており、なお深く鮮やかな赤色に輝いていた。深く歪んだ唇は笑みを表現しているように見えたが、それは表現しているだけで、何も伝えず語りかける事もなく、ひたすら浮きあがっていた。

　機械――歯車の集合体のごとく、守倉惟月の精神こころと表情かおが変質しかけていた。

「――惟月！」

（惟月？　誰だ？　誰、だれ？〝我〟――俺？　そう、俺の名だ。俺の名を呼ぶ声――）

「何を呆ほうけてるのよ、守倉惟月！」

　触手の肉壁を削り、暴れ回る魔獣を茨の鎖で縛しばり付け、サキが噛み締しめた歯と歯の隙すき間まから声を絞しぼり出していた。

「しっかりしろバカ！　振り回されるのも押おし付けられるのも真っ平御免なんでしょうが！　だったら情けない姿曝さらしてんじゃない！　格好の一つも付けられないんじゃ、お前はただのキザ眼鏡だっ！　尻しりの穴に力を入れろ！　抗あらがって見せろ！　笑って見せろ！　勝って――見せろぉ！」

　叱しつ咤たする声。

　罵倒する声。

　他ならぬ守倉惟月が、ただの人間である事を知らしめる声。

（こんな時まで口が悪い……理不尽な女だ！）

　母性や優しさなんぞとは無む縁えんのサキの激げき励れいに、惟月の心に反骨心が沸わき上がる。

「――なら、見てろよ相棒！　そこで見てろ！　その目で確かめろ！」

　右みぎ腕うでに力を込める。意思を込める。意地を込める。守倉惟月という人間の矜きよう持じ――自分が由って立つ想いのすべて！

『運命に負けないように』

　幼い日に聞いた言葉が脳裏によみがえった。目の前の運命に抗えと。

『神々に負けないように』

　そうだ、負けるワケにはいかない。目の前にいるのは何だ？　現実に負けて、神なんて幻げん想そうに縋すがり付いた揚あげ句く、それすらに負けた男の成れの果てじゃないか。

　そんなつまらない男に、そんなつまらない思い上がりに負けてたまるか。

『自分に負けないように』

　イマの弱い自分を叱咤し罵倒し、少しでもマシな自分を思おもい描け。それが――

『強く強く生きなさい』

　魔獣の核、力が流れ込む〝結節点〟を見み極きわめようと眼を凝らす。

　あった。巨きよ大だいな頭のド真ん中。すぐ足元だ。

　狙ねらいを定めて〝釘〟を構えると、また音声こえが惟月の頭の中でがなり立てた。

　――是コレハ楔クサビナリ。是ハ碇イカリナリ。是ハ戒イマシメナリ。諸々ノ神ナル力ハ、是ナル切ッ先ニ悉ク貫カレルベシ――――

「黙れ鉄釘！　誰が道具おまえの支配じゆうになるか！　打ち付けるのはお前の意思じゃない！」

　惟月は力の限り掌てのひらを振り翳す。

「俺の意地だっ！」

　気合いは撃鉄。感情の炸薬が爆ばく裂れつし、埋め込まれた鋭い弾針が打ち出される。

　――あぎゃぁぁああああああああああああんんっ！

〝釘〟がまともに突き刺さり、魔獣が苦しげな悲鳴を上げた。

　幽かすかに赤色の残った惟月の右目に、力の流れを断ち切られて苦しむ様子が視えた。いまや魔獣は『運命』と切り離され、己の力だけで自らを支えるしかない。巨大な力と切り離された魔獣が、その核となった想念が、貫く〝釘〟を通し惟月の中に響いてくる。

　――私ハ特別ナンダ！　私ハソノ他大勢エキストラナンカジャナイ！『運命シナリオ』ニ連ナル、特別ナ存在ニ……『神』ニナルンダ――！

「……何が特別だ！」

　惟月は腹の底から叫さけんだ。

〝釘〟を打ち込む惟月を、魔獣は茨の縛ばく鎖さに巻き付かれながらも必死に振り落とそうとする。ものすごい衝撃。身体一つでジェットコースターに放り込まれたような恐きよう怖ふ感。

　惟月は〝釘〟を突き立たてた右の手の平はもとより全身で魔獣の額にしがみ付き、強きよう烈れつなロデオに対たい抗こうする。指の爪が剥がれて拷ごう問もんじみた激痛が襲ってくるが、歯を食いしばって涙を流しながら壮そう絶ぜつな顔で耐え抜く。ここで振り落とされたら後はない！

「平へい凡ぼんが嫌いやだってなら、自分の由り処ぐらい自分で打ち立てろ！　どんな力を手に入れようが、ダメな奴やつはダメなんだよ！　最後に物を言うのは――！」

　――あぎゃあっ？

　噛み付いた。みっともなくがむしゃらに、全身全霊で齧かじり付く。

「ぐ、がぁあああ！　喰いしばって鍛きたえた、顎あごと歯だぁあああああああッ！」

「その通り！」

　茨を手た繰ぐり寄せるサキが叫び、ふてぶてしく笑う。

　魔獣は抗うが、もはやサキの茨はバターを溶とかすようにその身体へ食い込み、身体と力を削ってゆく。

「拾い食いみたいな力で威い張ばるのは勝手だけどあたしは――あたしたちは！　そう言うヤツらを蹴たぐり倒すのが、一番の趣味なのよ！」

「その通り！」

　魔獣はあっさりと輪切りにされた。輪切りの中から洋子の身体を茨で優しく包んで引き離すと、サキは残った肉にく片へんに、容赦なく〈茨の王〉を叩きこんだ。

「業ツケを――」「――払はらえっ！」

　花弁を散らすように、茨の棘が魔獣を削り、引き裂き、吹き散らし――跡形もなく崩ほう壊かいさせる。茨の嵐あらしが収まったとき、惟月の右手にはすっかり髪が抜け落ちた中年男性の頭が握にぎられていた。

「うげっ。やなもんを見た……」

　中年男性の裸はだかなんて見たいもんじゃなく、惟月は田中を放り出した。地面に倒れた田中は「わたしは特別なんだ特別なんだ特別……」と熱に浮かされたように呟き続けていた。

　身体の至る所が痛む中、惟月は最後まで自分のケツを叩いた相棒に笑い掛けた。

　サキは上着を気絶した洋子に掛けてやると、惟月の笑いに応こたえて手を上げた。

　歩み寄って来たサキの手に、自分の手を打ち合わせようとした惟月だが――強烈な熱を右手に感じ、堪たえきれずに呻うめいてその場に崩れ落ちた。




「惟月！」

　駆け寄り呼よび掛けたサキの言葉に、惟月は何の反応も返さない。右手を抱え、ぶるぶると全身を痙けい攣れんさせている。埃ほこりと煙に汚れた顔が、流れ出る汗あせで泥を被ったようになっていた。

「拒きよ否ひ反応……！」

　惟月の右腕に埋め込まれた呪物が、いまや惟月を蝕むしばんでいた。適度の奇蹟は加護となる。が、奇蹟と呪いは紙かみ一ひと重え。このままではさっきの田中みたいに魔獣に成り果てるか、それとも神に――完全なる『運命の歯車』に成り上がりかねない。

「……そんなのは死んだってゴメンでしょうね。ねぇ、惟月？」

　サキは血が抜けて力の入らない身体を酷こく使しし、震える惟月の身体を仰あお向むけにした。びくんびくんと痙攣する少年の身体を、馬乗りになって抑おさえ込む。

　サキは心を落ち着けるように深呼吸すると、無理やり笑顔を浮かべた。明らかに強がった表情だったが、眼だけは真まっ直すぐに呻く惟月を見下ろしている。

「――惟月。どうやらあたしにはあんたが必要だわ。あんたのその〝神堕おとしの力〟が……だから」

　サキは唇を噛んだ。血が滲み、紅をさしたようにサキの唇が彩いろどられた。

「だから――――あんたをあたしの自由ものにする。それでまあ、貸し借り無し、よ？」

　赤く染まった少女の唇が、蒼白になった少年のそれに重ねられた。

「ん、――んんっ」

　半開きになった少年の唇をほぐすように甘あま噛がみし、舌で歯と歯の隙間を抉こじ開あける。舌と舌が触れ合うと、サキは口こう内ないに溜めた唾だ液えきと血液を流し込んだ。熱く潤うるんだ音が、唇の隙間から漏もれ出す。

「は、あ――ぁん」

　少女の柔やわらかな舌が少年の舌の付け根をなぞると、反射的にゴクリと喉が鳴った。

　サキの変色した左の魔眼が輝いた。

　少女の赤い液体が喉を落ちる度、惟月の身体が目に見えて弛し緩かんしはじめる。同時に、彼の変色していた右の赤い瞳は徐々に色を薄うすくし、もとの黒へと落ち着いていった。

「――ん、ふぅ…………」

　サキの唇が離された時、彼女の血で惟月の唇も朱に染まっていた。代わりに赤く変色した右目は完全に元に戻っていた。

「……押し倒すことはあっても、押し倒されるとは思ってもみなかったな」

「強ごう引いんなのも嫌いじゃないんでしょ？」

「そうはいっても限度あるだろ……ファーストキスだったのにヒド――」

「ふぁーすときす？」

　精根尽つきはてぐったりとした惟月だったが、サキのオウム返しにギクッと表情を強こわ張ばらせた。
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「…………ふ、ふふ……」

　サキは自分の身体が痙攣し出すのを止められなかった。止める気もなかった。

「ふ、ふふっ――ふあははははははははははっはははっはははははははははははは！」

　身体が全部笑うための機械にすげ変わったような、止め処どない笑い声だった。

　サキは喉が耐えられなくて神経が焼き切れてしまうかと思った。苦しくて身体がねじ切れそうだったが止める気はまったくなかった。

　たっぷり五分は笑い続けただろうか。サキは笑いの余よ韻いんでひく付く喉を、なんとか通常状態に復帰させた。

「は、ははっ、く、くくっ……い、意外に身持ちが硬いわね。てっきり幼よう稚ち園えんで済ませたものかと思ってたわ！」

　体力を使い果たした惟月は、さらに気力まで削ぎ落とされたようにげっそりとしていた。

「……大事に取っといたのに……う、ううっ……もうおムコに行けない……」

「大丈夫よ」

　サキは一本取ったことによる晴れ晴れとした笑みを浮かべて、言った。

「ムコに行けないなら、間ま男おとことか男だん妾しようって選せん択たく肢しがあるわ」

「…………理不尽な女……」

　惟月はかすかに口くちの端はしをひん曲げ、ぷいっと横を向いた。

　分かりやすい反応に、サキは声を上げて笑った。

「ふあははははっ。かわいい所もあるじゃないの。さて、んじゃ帰るとしま――？　どうしたの？　爆ばく弾だんでも目の当たりにしたような顔をし、て……」

　惟月の視線を追うと、よろよろと立ちあがる人影が目に入った。田中三郎である。

　サキだって裸の中年男など視界の端にすら入れたくないが、彼が手にした物を目の当たりにすれば、凝視しないワケにもいかなかった。

「ふ、ふひひひ……ひぃひぃぃいい……」

　傭よう兵へいたちが残して行ったらしき、四角い紙包みとデジタル時計、赤や青のコードが組み合わさったそれは――どう見ても爆弾だった。

「ひひひぃ……死ね、ちねぇ……じんじばえええええっ！」

『ぎゃああああああああああああっ！』

　完全にシンクロしたサキと惟月の悲鳴は、爆ばく音おんと爆ばく風ふうによって吹き飛とばされた。




同日　０６：００




「……これはまた、派手にやったもんだ」

　朝日の指す山さん荘そう跡あとを見回し、富貝律子は感かん慨がい深ぶかげに呟いた。

　タイムリミットと定めた夜が明け、惟月の棺桶パンドラボックスにしかけたＧＰＳを追ってやってきたのである。その棺桶は、今回の被ひ害がい者しやである天野洋子を庇かばうように、爆ばく発はつから奇き麗れいに彼女を守っていた。

　天野洋子は傷一つなくすやすやと眠ねむっており、念のため待機していた救急車に搬はん送そうされていった。

「んん～。あの二人はどうしたかな？」

　多くの警官が立ちまわる中、律子もうろうろと歩き回った。きょろきょろと爆ばく発はつ跡あとを眺めまわしていると、何かが朝日を浴びてキラリと光る。腰を屈かがめ拾い上げてみると、半ば溶けかけた刃だった。柄はなく、歯車か何かの部品の一部らしき趣おもむきがある。

　律子は周りを見回してみるが、その刃物の部品が構成していたと思わしき本体は見当たらなかった。爆発で吹き飛んだか……それにしては跡形もないのも変な話である。

「……ま、いっか」

　律子はその刃物の破は片へんを放り投なげた。尻に刃物が刺さった警察幹部が悲鳴を上げたが、律子は素知らぬ顔で捜そう索さくを続ける。

「……いないなぁ。まさか本当に……」

　緩んでいた顔を若じやつ干かん引ひき締め、祈いのるようにして天を仰あおいだ律子だが……その眼が、朝日を背にするひときわ高い巨木を認めた。その樹きを目指して歩いて行くと、頭上からひらりと白い布切れが落ちてきた。つまみ上げると、それは律子も慣れ親しんだ装身具だった。

「……た、足りない……出っ張りが足らない……！」

「足りてるわよ失礼ね――えぇ！　つ、掴むな！　もげる！　もげるぅ！」

「もげるほどないだろが……ううっ、寄せブラが落ちて、なおさらに……！」

「だからエクサブラだって言っ、てぇええ？　や、やめ、ほ、ほんともう――ひぃ！」

　枝にぶら下がったサキに、惟月がしがみ付いていた。切せつ羽ぱ詰つまっているようだが意外に楽しそうなので、律子は二人をそのままにそろそろと離はなれて行った。

「〈聖釘せいてい〉――神と『運命』の緒ルートを断ち切る楔にして、神を現実に磔はりつける神堕としの遺物、か。《大だい零れい落らく》の触媒にもなったと思わしき厄介な力だけど……まあ」

　律子は懐ふところから煙草たばこを取り出してニヤけた唇に咥くわえた。

「神を否定しズタズタに切り裂く茨の言霊――神殺しの力。組ませたのは大正解だったみたいじゃない」

　ライターで火を点け、神群活動保全課――カミカツの課長は心から楽しそうに紫し煙えん混じりの笑い声を吐き出した。

「ふふっ。神堕としの力を秘ひめた少年と、神殺しの力を受け継ぐ少女。これからますます……楽しくなりそうだわ」

　にんまりする律子の頭上では、いまだ少年と少女がもがき合っているが、周囲の人間がそれに気付く様子はまだまだない。

「ああっ、落ちる！　落ち、落ち…………すべるぅぅううう――」

「ひぃあう！　や、やめ……ちょ、ほ、ほんとにもげ、もげ――」

『――――助けてぇええええええっ！』







終話　神は地にいましまし







５／１０　１２：２３




　タイの首都バンコクの気温は、すでに３０℃を超えていた。本格的な夏になればさらに上がる。さらに熱帯特有のスコールもある。

　ゲリラ豪雨なんて言っても可愛いものだったんだなぁなどと懐かしくなるのは、電話の向こうからかすかに漂う故郷の匂においのせいかも知れない。

「――それで、結局その〈聖十字架の欠片かけら〉とやらはどうなったの？」

『きれいさっぱり消えちゃった。きっとサキの〈茨の王〉の神力無効化で砕かれちゃったんでしょうね。ま、浅せん慮りよ軽けい薄はくな官かん僚りようや政治屋に利用されるよりはよっぽどマシだけど』

「なるほどね」

　蒸し暑い中で白いソフト帽ぼうにカラーシャツ。時代を間違えたハードボイルド探たん偵ていスタイルの日本人、江え藤とう祐ゆう作さくは、アジアの下町の食堂では激しく浮いている――ように思えたが、魚ぎよ介かいスープの米麺めんを啜すする姿は意外にしっくり収まっていた。時折地元の労働者に声を掛かけられると、携けい帯たい電話を押さえながらも軽く挨あい拶さつを返した。

「――で？　守かみ倉くらくんはどうなったワケ？」

『役に立ってるわよ？　仕事のできる若者って良いわ』

「そりゃそうだ。オレが直接鍛きたえたんだからね」

『そこが一番のネックだったワケだけどね』

「しかし、『神殺しの少女』と『神堕としの少年』ね……はじめからそれを狙って守倉くんを囲い込んだの？」

『期待はしてたけど、予想以上だったわね。これでようやくカミカツの戦力が揃そろったわ。神の力に打うち克かつ戦力が』

「そんなに神になる人間が怖こわいの？」

『怖いわ。今回水際で食い止める事が出来て安心してる。《大零落》で実体化した神様なんてのは大した問題じゃない。神様はどこまで行っても『運命』の一部。けど人間は違う。親兄弟どころか自分だって殺して見せる、どこまでも自由な生き物だもの。そんな奴らが神の力を持って暴れ出したらどうなると思う？　本気で「世界は汚れきってるから浄じよう化かする」なんて言い出す、正真正銘の魔王が出てきてもおかしくない』

「だから守倉くんを？」

『そ。だからこそ消極的とはいえ魔王となった母親を気に掛けるサキを引っ張ったし、恩神を探す惟い月つきくんも引き入れた。良くも悪くもあのもっとも新しい魔王どのは台風の目。動向は知っておきたい。何しろこの機に神に成り上がりたい連中が探し回ってるし、もっとも恐るべきはそんな奴らを狩り立てようと、第二の魔女狩りが到とう来らいする事よ』

「やれやれ。本当に悪だくみが好きだな、相変わらず」

『失礼ね。こちとら身に余る重圧で潰されそうなんだから』

「とてもそんな風には聞こえないけどな――って、もう切ってるし」

　携帯電話をしまった江藤が伸びた麺をずるずると啜っていると、食堂にガヤガヤと大勢の団体客が一気に押し寄よせて来た。人種も背格好も様々だったが、唯ゆい一いつ共通しているのは身体の何ど処こかに包帯を巻いている事だった。

　店員が合席を他の客に頼んで回り、江藤の席にも幾いく人にんか座すわる事になった。座って来たのは黒尽くめの少年に、ふわふわとした金髪の男の子、能面を被かぶった奇妙な男だった。

「ああ……本当に踏んだり蹴ったり……」

　黒い少年が落とした肩に、可愛かわいらしい男の子とお面の男がポンポンと手を載のせて慰めた。

「まぁまぁ社長ー。ここはボクの快気祝いと言う事でひとつー」

「元気を出せ。この店は安くて量も多い。吾わが輩はいは経理部長の心遣いと見るが？」

「ヴォラク、快気祝いは頭からひっこ抜いた大根使って昨日やったでしょ。ロキ副社長、そんなこと言うけど僕の今月のお小遣いは全部ここで消えるんだよ？　あの経理部長に、そんな優しさがあるわけ――」

「優しさがなくてすみませんね、社長」

　勝気ではっきりしたその声に、社長と呼ばれた少年がびくぅと身体を硬直させた。彼の後ろには、十代中ちゆう盤ばんの少女が立っていた。健康的に日焼けした小麦色の肌に、癖くせの強い髪をふた括くくりのお下げにした、意思の強そうな吊り目の少女だ。

「あ、アイシャさん？　僕は別に君の事を言ったワケじゃなくてですね……」

「へぇ？　それではお聞かせ願いましょうか。ワタシの聞きき間違いかもしれませんものね。けれど弱小企き業ぎようたる我わが社しやには、経理課長も経理係長もいません。経理はワタシ一人のハズですが……それともケイリ・ブチョーなる新人社員が入ったのですか？」

「あうあうあう……」

「仕事がおじゃんになったとはいえ、せっかく社員全員、怪け我が人にんはいれど連れ帰ってきてくれた事に敬意を払ったというのに……」

　少女は金髪の男の子を膝に乗せて座ると、ギロリと隣となりの社長を睨み付けた。

「何か言う事はありますか？」

「う、ううう……ご、ごめんなさい……」

「分かって頂ければ結構です。――皆みなさん、社長がデザートも奢おごってくれるそうです。遠えん慮りよなどなさらないように」

　少女の言葉に、仲間たちがワッと歓かん声せいを上げる。「ありがとうございます社長！」「デザートの代わりに二食分頼んでいいですか？」「さすがアイシャ経理部長！」「一生付いて行きます！」「〈蠅の翅音ノイズイ・フライズ〉に栄光あれ！」

　盛り上がる店内とは逆に、黒尽ずくめ少年はこの世すべての不幸を背負ったかの如く、スリッパで潰された黒い悪魔を連想させる様子でテーブルに突っ伏ぷした。

　世はなべて事もなし。

　江藤は硬こう貨かを机に置き、騒がしくなった食堂を後にした。




５／１１　０８：３８




　ここ最近、守倉惟月の登校時の足取りは重い。

　身体は完かん璧ぺきに復調し健康そのものだが、精神的な荷か重じゆうはかなりのものだ。

　いまでは『聖十字架の欠片かけら強ごう奪だつ事件』と判押しされたあの騒そう動どう。スーパーマーケットやコンテナ集積場での被ひ害がいは警察が保険で肩かた代がわりしたらしいが、最もひどい惨さん状じようを呈ていする惟月の部屋の修しゆう繕ぜん費ひは、すべて惟月の責任となった。

『だってあの時、君たちは独断行動していたわけだし？』

　のうのうと言い放った上司に文句を言いたいのは山々だったが、善意の通報者の録音テープをチラつかせられると黙るしかなかった。やっぱり、一ひと筋すじ縄なわではいかない上司だ。自分の責任も、内政干渉に屈服しかけた事実を逆手にうやむやにしてしまったようだし。

　そして、もっとも大きい心の重りは、学校に在った。

　学校に到とう着ちやくしクラスに入ると、惟月の後ろの席には、相も変わらず愛あい想その良い仮面をかぶった薊あざみ谷やサキが座っていた。

「おはようございます、守倉くん？」

「……オハヨウゴザイマス、薊谷サン」

　朝から精根尽き果はてた体で椅い子すにどかっと座ると、惟月はぼそっと呟いた。

「……なんでまだ学校にいるんだ？」

「忘れた？　あんたの右腕は、あたしがいなけりゃ暴走する危険があるのよ？」

　サキがそう言って指差した惟月の右腕には、茨を象かたどったネックレスが巻かれていた。この前の事件の後、サキがいつの間にか勝手に巻き付けたものだ。

「あたしの力があれば、〝釘〟の影響力は最低限で留まる。神に変質する事もないでしょ」

　サキはそう言って、悪戯っぽくウィンクした。惟月が首を傾けてそれを避さけると、彼女は周囲から見えぬよう惟月の椅子の底を蹴り上げた。

「イテッ」

「ふんっ。生意気なのよ。それより放課後、分かってるでしょうね？　あたしに唇を奪わせた責任、とってもらうわよ」

「……泣ける」

　唇を奪われた方としては理り不ふ尽じん極きわまりないセリフに、惟月はがっくりと肩を落とした。




「――守倉くん？　こんな所で何の用なの？　それに薊谷さんまで？」

「まぁ、いろいろありまして」

　曖あい昧まいな惟月のもの言いに、旧校舎裏に呼び出された天あま野の洋よう子こは「？」と小首を傾げた。

　はっきりしない態度でなかなか本題を切り出さない惟月の足を、サキの安あん全ぜん靴ぐつがぐりぐりと踏ふんで促うながした。

「……実は洋子先輩。俺はあなたに謝あやまらないといけないんです」

「謝る？　むしろ私があなたたちにお礼を言っても言い切れないほどお世話になっていると思うのだけれど……？」

「いえ、まぁ、その……先輩、事務所で俺に質問しましたよね。恋こい人びとがいるかどうかって」

「ええ、言ったわ」

「すみません。俺は先輩の気持ちに応えられないんです。もう、俺は……汚れてしまったんです」

　堪えかねて顔を俯うつむかせた惟月の眼から、ほろりと涙が零れた。

　横でそれを見届けたサキは、実に楽しそうな顔で笑っている。

　突然の告白に目を丸くしていた洋子は、「えーと……」と困った顔になった。

「あの、守倉くん？」

「ええ、それでも『汚れてるなんて関係ない』と俺を思ってくれる先輩の気持ちは嬉しいです。俺も、先輩の想いなら受け入れてもいいと……新しい自分を解放する為にも、先輩とストロベリィな日々を送りたかった。けど……けど、もう……」

「すまないのだけれど、何のことかしら？」

「清らかな先輩の心と体に、俺はもうつりあわな――――――へ？」

「勘かん違ちがいさせたならごめんなさい。わたし、守倉くんの事は尊敬しているけれど、異性として意識はしてないわ」

「…………まったく？」

「ええ。ひと欠片も」

　きっぱり言い切った洋子に、惟月は顎あごが外れたようにあんぐりと口を開いた。

「――っ！　ふ、ふふっ……ふあはっ――くくっ……！」

　予想外だがよほど面白く転がった状じよう況きように、サキは爆発しそうな笑いを必死でこらえた。

　洋子は固まってしまった惟月の前に立つと、その頭を優しく撫なでた。

「ごめんなさいね、守倉くん。でも、自分の気持ちを偽いつわることなんてできない。私、運命の人を見つけてしまったから――薊谷さん」

「は、はい？」

　ぎゅっと手を握られたサキが、不意を突かれて素すっ頓とん狂きような声を出した。

　サキの手を強く握る洋子の瞳は、感かん極きわまったようにうっとりと潤んでいた。

「薊谷さん、貴方あなたこそ、私の運命の人よ！」

「はいぃいいいい？」

「貴女あなたをはじめて見た時から『この人しかいない』って思ってたの！　そしてこの間の事で確信したわ。貴女こそが私の『運命』だって！」

「…………あー、こんな美人で気立ての良い人がなんで彼かれ氏しいないのかと思ってたら……そう言う事か……」

　硬直から溶けた惟月が、夢から覚めた表情で呻いた。サキに関していろいろと噂うわさを流したのは惟月本人だ。なんというか、策士策に溺おぼれる、というヤツだった。

　惟月は気を取り直すように首を振ると、背中にサキの悲鳴と洋子の嬉しそうな声を受け止めつつ、旧校舎裏を後にして駐ちゆう輪りん場じように向かった。

　のそのそとヘルメットをかぶり、べスパのエンジンを掛ける。

　裏門から出ようとすると、金色の人影が割り込んできたので急ブレーキを掛けた。

　息を切らしたサキは慌あわててべスパの後ろに飛び乗って、惟月のヘルメットをバンバンと叩いた。

「早く出せ！」

「薊谷さぁ～ん！　どこに行ってしまったの～？」

　遠くから洋子の声が届くと、サキはびくぅと身体を縮こまらせた。よくよく見ると、彼女の制服が――胸むな元もととかスカートとかが――けっこう乱れている。

「……もういいじゃん。付き合っちゃえよ？」

「いいから出せ！　すぐに出せ！　とっとと出すのよ！」

「運命の人って言ってたけど？」

「人間は運命に抗える生き物よ！　イイからさっさと発進！　ゴーゴーゴーっ！」

「はいはい」

　バック用のメットを渡わたしてべスパを発進させる。サキが安あん堵どの息を漏らし、ぐったりと惟月に身体を預けた。

「……これが先輩の胸だったらなぁ」

「うっさいわね。しっかりついてるでしょうが」

「いやぁ、あり過ぎるのも考え物だけどなさ過ぎるのもどうかと……」

「それより、よくバックシート用のヘルメットなんて持ってたわね？」

「何事も準備が大切だ――と、そうだ。準備と言えば、こういうものも用意してある」

　そう言って、惟月は肩かた越ごしに紙袋をサキへ渡した。

　疑ぎ問もん符ふを浮かべたサキが紙袋の中を覗のぞきこむと、疑問符？は吃驚記号！に早変わりした。

「こ、こ、ここここここれはな、なななななな……」

「ナニする為のものだな。特製電動こけしとか肌にも優しいロウソクとか」

「何考えてんのよあんたは！」

「だって責任取れって言うから、最後の最後まできっちり責任を――」

「一体どこまでイくつもりよ！　この、この……変態眼鏡～～っ！」

　相棒の慌てふためく様子にニヤリと笑い、惟月はグリップを捻ってスピードを上げる。

　晴はれ渡った空は、天国が透すけて見えそうなほど澄すみ渡っていた。





〈KAMIKATSU〉closed.









あとがき～独白烏のモノローグ～







　アクションコメディを書くことに決まった時、僕は近所のレンタルショップへと向かいました。作品コンセプトが「暇ひまつぶしにテレビつけたら最後まで見ちゃったアクション映画風ライトノベル」だったので、頭のスイッチを入れ替える自己洗せん脳のうを開始したのです。

・『ダイハード１～４』

・『リーサル・ウェポン１～４』

・『ビバリーヒルズ・コップ１～３』

・セガールの『沈黙の○○ピー』

・『あぶない刑事』シリーズ

　ついつい最後まで見ちゃうアクションコメディ（？）としては自分的に鉄板。ちなみにお気に入りはビバリーヒルズ・コップ２。エディ・マーフィーの軽快なノリが冴さえ渡っております。おかげでスイッチは入れ替わりましたが、しばらくは発作的にセガール拳法をはじめるという後こう遺い症しように悩まされる破は目めに。

　皆さんも、映えい画が鑑かん賞しようの際は十分ご注意ください。




　どうもどもども。翅はね田た大だい介すけでございます。

　というワケで「暇つぶし（中略）風ライトノベル」……を目指してたら九〇年代のＯＶＡみたいなノリになっちゃった本作、お楽しみいただけたでしょうか？

　今回はページも少ないので、ここからはあとがきから読まれる方宛ても兼かね、作者の一言コメントによる簡単な登場人物紹介なんぞを。

●守かみ倉くら惟い月つき……自由を愛する愉快犯ロクデナシ。必殺技はリボルビング・ステーク第三使徒風味。

●薊あざみ谷やサキ……ツンデレだけどツンが空回りする残念なヒロイン。胸も相対的に残念。

●富とみ貝がい律りつ子こ……女版後藤喜○。恋人と一日中喫煙イチヤイチヤしてるダメな女ひ性と。

●神様の方々…日本文化に順応しまくり。東京都立川に住むのがステータスらしい。

●神かみ雅が狩かり六りく道どう…ゲスト悪役。残念というか、イタい。

　……あれ？　残念なキャラしかいない？

　ま、まぁそんな感じで、どうぞお気を楽にした自由な格好フリースタイルでお楽しみ下さいませ。





二〇一〇年　　翅田大介


















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




翅田大介先生／シコルスキー先生
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